
年
頭
の
あ
い
さ
つ
皿
道
路
局
長

橋
本
鋼
太
郎

道
路
局
課
長
エ
ッ
セ
イ
回
申
一
道
路
局
路
政
課
長

峰
久

幸
義

3

特

集
/
阪
神
･
淡
路
大
震
災
か
ら
一
年

阪
神
･
淡
路
大
震
災
と
道
路
防
災
対
策
道
路
局
企
画
課
道
路
防
災
対
策
室

直
轄
国
道
に
お
け
る
復
旧
工
事
近
畿
地
方
建
設
局
道
路
部
道
路
管
理
課
長

-郭
^

道
路
局
企
画
課
道
路
防
災
対
策
室

野
網

孝
之

近
畿
地
方
建
設
局
道
路
部
道
路
管
理
課
長

山
下

良
男

小
河

保
之

岡
田

淳

兵
庫
県
及
び
市
町
管
理
道
路
の
復
旧
と
復
興
に
つ
い
て
兵
庫
県
土
木
部
参
事
兼
道
路
建
設
課
長

同

土
木
部
参
事
兼
道
路
補
修
課
長

J
H
日
本
道
路
公
団
の
震
災
復
旧
状
況
と
今
後
の
震
災
対
策
に
つ
い
て

J
H
日
本
道
路
公
団
保
全
交
通
部
保
全
第
二
課
課
長
代
理

明
石

達
雄

第

首
都
高
速
道
路
の
耐
震
性
向
上
対
策
首
都
高
速
道
路
公
団
保
全
施
設
部
保
全
技
術
課

卸

阪
神
高
速
道
路
公
団
の
震
災
復
旧
阪
挫
局
速
道
路
公
団
計
画
部
計
画
第
一
課

雪
本

雄
彦

3

同

工
務
部
工
務
第
一
課

仲

義
史

3

兵
庫
県
南
部
地
震
の
明
石
海
峡
大
橋
へ
の
影
響
と
そ
の
後
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
工
務
部
工
務
第
課

長

森

章

鯛

阪
神
.
淡
路
大
震
災
時
の
道
路
交
通
情
報
活
動
財
団
法
人

日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー

鰡

阪
神
･
淡
路
大
震
災
と
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室
課
長
補
佐

久
川
憲
四
郎

稀

第
二
回
I
T
S
世
界
会
議
95
横
浜
の
開
催
報
告

道
路
局
企
画
課

邱

〔判
例
速
報
〕
滋
賀
県
道
大
津
信
楽
線
土
砂
崩
落
事
件
控
訴
審
判
決
に
つ
い
て
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

即

圓
鬮
鬮
圏
捌鬮
鬮
鬮
翹
圏
道
路
環
境
問
題
を
中
心
に
関
東
地
方
建
設
局
道
路
部
路
政
課
長

勝
又

正
秀

錮

-シ
リ
ー
ズ
/
あ
の
道

こ
の
道
-

や
す
ら
ぎ
･豊
か
さ
･創
造
･輝
く
“
あ
お
も
り
“
の
道

青
森
県
土
木
部
道
路
維
持
課
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圈
時
･
時
･
時
･･･
o

-
本
誌
の
掲
載
文
は
、
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
ぉ

…

表紙について :道路の附属物 (並木、 街灯、 里程標、 道路標識) をデザインしました。

一
本
誌
の
掲
載
文
は
、
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お

一
い
て
自
由
に
書
く
建
前
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た

…が
っ
て
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
の
見
解
で
す
。

…ま
た
肩
書
等
は
原
稿
執
筆
時
お
よ
び
座
談
会
等
実
施

…時
の
も
の
で
す
。



年
頭
の
あ
い
さ
つ

建
設
省
道
路
局
長

橋
本
鋼
太
郎

新
し
い
年
を
迎
え
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。来

る
べ
き
二
一
世
紀
ま
で
あ
と
わ
ず
か
と
な
っ
た

現
在
、
豊
か
さ
を
実
感
す
る
こ
と
の
で
き
る
質
の
高

い
生
活
の
実
現
が
、
今
ま
で
に
も
ま
し
て
強
く
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
を
つ
く

っ
て
い
く
た
め
に
は
、

国
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
社
会
資
本
整
備

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
道
路
の

整
備
は
、
国
民
か
ら
大
き
な
期
待
を
も
た
れ
多
く
の

地
域
で
整
備
の
要
望
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
幅
広
い
経
済
波
及
効
果
を
持
ち
迅
速
な
景
気
回

復
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
積
極

的
な
投
資
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
重
点
的
･
集
中
的

に
投
資
を
進
め
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
へ
特
に
大
き
い
役
割
を
果
た
す
高
規
格
幹
線

道
路
、
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
を
重
点
的
に
推
進

し
ま
す
。

次
に
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の
施
策
を
地
域
の

主
体
性
に
考
慮
し
な
が
ら
積
極
的
に
進
め
ま
す
。
例

え
ば
、
生
活
基
盤
と
産
業
基
盤
を
一
体
的
に
整
備
す

る
た
め
、
道
路
の
整
備
と
施
設
整
備
等
を
計
画
的
･

重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
一
般
道
路
の
休
憩

施
設
で
あ
る

｢道
の
駅
｣
や
高
速
道
路
の
S
A
･
P

A
を
活
用
し
て
各
種
の
地
域
振
興
施
設
と
複
合
的
･

一
体
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
情
報
拠
点
化
な
ど

道行セ 96.1 ノ



に
よ
り
新
た
な
地
域
拠
点
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

な
ど
で
本
格
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
ま

さ
ら
に
、
各
地
で
提
唱
さ
れ
て
い
る
国
土
軸
･
地
域

た
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
に
つ

連
携
軸
構
想
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域
の
活
性
化
、
振

興
を
図
る
新
交
通
軸
に
つ
い
て
技
術
的
側
面
、
社
会
･

経
済
的
側
面
か
ら
調
査
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
道
路
は
地
域
の
重
要
な
生
活
空
間
で
あ
り
、

う
る
お
い
、
い
こ
い
、
ふ
れ
あ
い
な
ど
の
機
能
を
持

っ

た
空
間
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
車

だ
け
で
な
く
高
齢
者
･
障
害
者
も
含
め
た
歩
行
者
の

視
点
か
ら
安
全
で
安
心
し
て
歩
け
る
道
路
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。
特
に
、
気
軽
に
散
策
を
楽
し
め
る
歩
行

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
･
ト

レ
イ
ル
事
業
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
欧
米
で
は
高
度
な
情
報
処
理
技
術
を
使
っ

て
道
路
を
高
度
化
す
る
研
究
が
活
発
に
進
め
ら
れ
て

お
り
、
日
本
で
も
道
路
情
報
の
分
野
に
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
内

外
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
安
全
性
や
快
適
性
を
飛
躍
的

に
向
上
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
高
度
道
路
交
通
シ
ス

テ
ム

(I
T
S
)
の
実
現
に
向
け
た
研
究
開
発
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
運
転
し
な
が

ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
渋
滞
情
報
な
ど
を
手
に
入
れ
る

こ
と
の
で
き
る
道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

(V

I
C
S
)
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
度
か
ら
首
都
圏

た
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
も
、
一
部
の
有
料
道
路
で
試
験
運
用
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
良
好
な
景
観
の
形
成
、
地

震
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
に
も
資
す
る
電
線
共

同
溝
な
ど
に
よ
り
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
関
係
機
関

と
の
連
携
を
積
極
的
に
図
り
つ
つ
、
以
上
の
よ
う
な

｢利
用
者
の
立
場
｣
を
重
視
し
た
施
策
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
時
代
に
向
け
て
多
様
化
す
る

国
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
個
性
あ
る
道
路
空
間
の

形
成
を
目
指
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

皆
様
方
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
す
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

2 道行セ 96,1



阪
神
･淡
路
大
震
災
と
道
路
防
災
対
策

翻榊讓嶬朧褻き

一
は
じ
め
に

平
成
七
年
一
月
一
七
日
早
朝
に
発
生
し
た
淡
路
島
北
部

を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
･
二
の
兵
庫
県
南
部

地
震
は
、
近
代
都
市
神
戸
市
を
直
撃
し
、
六
、
三
〇
〇
人

を
越
す
犠
牲
者
、
約
二
一
万
棟
に
も
及
ぶ
住
宅
家
屋
の
全

半
壊
、
ま
た
六
三
0
m
に
わ
た
っ
て
倒
壊
し
た
阪
神
高
速

道
路
の
高
架
橋
な
ど
甚
大
被
害
を
も
た
ら
し
、
戦
後
最
悪

の
震
災
と
な
っ
た
。

我
が
国
の
都
市
は
、
国
土
が
環
太
平
洋
の
地
震
多
発
帯

に
位
置
す
る
な
ど
の
自
然
条
件
に
加
え
、
戦
後
の
急
速
な

都
市
化
の
進
展
に
よ
り
、
都
市
基
盤
が
未
整
備
の
ま
ま
人

口
が
集
中
、
産
業
が
形
成
さ
れ
る
な
ど
地
震
災
害
に
対
し

て
極
め
て
脆
弱
な
構
造
を
有
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
近
年
で
は
生
活
･
経
済
活
動
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
へ
の
依
存
度
の
増
大
、
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
防
災
機
能
の
弱

体
化
、
高
齢
化
、
国
際
化
の
進
展
に
伴
う
高
齢
者
や
外
国

人
な
ど
の
増
加
等
、
新
た
な
観
点
か
ら
災
害
に
対
す
る
危

険
性
が
増
大
し
て
い
る
o

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
つ
つ
、
建
設
省
に
お
い
て

は
従
来
よ
り
災
害
に
強
い
国
土
を
め
ざ
し
社
会
資
本
整
備

を
進
め
て
き
た
。

阪
神
･
淡
路
大
震
災
か
ら
一
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
本

稿
に
お
い
て
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
等
を
教
訓
に
道
路
行

政
に
お
け
る

｢災
害
に
強
い
み
ち
づ
く
り
｣
の
た
め
の
取

り
組
み
等
に
つ
い
て
述
べ
る
。

二

道
路
の
被
災
状
況
と
復
旧
の
概
要

の

被
災
状
況

一
般
国
道
(指
定
区
間
)
…
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螂
絲
機
囃
滯
亥
/“““
(

平成7年(1995年)兵庫県南部地震
05時46分ごろ

名
地
央

震
信
地
発
展

図 1 本震の震度分布図

五
五
四
箇
所

(国
道
四
三
号
岩
屋
高
架
橋
、
国
道
一

七
一
号
門
戸
高
架
橋
他
)

高
速
自
動
車
国
道
…

一
〇
九
箇
所

(名
神
高
速
道
路
瓦
木
西
高
架
橋
他
)

阪

神

高

速

道

路
…

三
〇
〇
箇
所

(他
に
三
号
神
戸
線
の
兵
庫
県
内
区
間

あ
り
)

府

県

道

等
…
二
、
七
一
五
箇
所

②

被
害
概
算
額

一
般
有
料
"
約
二
、
三
〇
〇
億
円

有
料
道
路
…
約
四
、
一
〇
〇
億
円

(高
速
自
動
車
国
道

約
一
、
0
0
0
億
円
、
阪
神
高
速
道
路
約

三
、
一
〇
〇
億
円
)

三

こ
れ
ま
で
の
予
算
措
置

の

平
成
七
年
度
予
算

○
被
災
地
域
の
復
興
対
策
に
係
る
事
業

○
全
国
的
な
防
災
対
策
の
強
化
に
係
る
事
業

兵
庫
県
、
神
戸
市
に
お
け
る
、
復
興
計
画
に
基
づ

く
事
業
及
び
、
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
た
全
国
的
な

防
災
対
策
の
強
化
の
早
期
実
施
の
要
請
に
対
応
し
て
、

予
算
配
分
の
重
点
化
措
置
を
行
っ
た
。

②

平
成
七
年
度
第
一
次
補
正
予
算

○
阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
被
災
地
域
の
復
興
対
策

｢神
戸
市
復
興
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
｣
及
び

｢阪

神
･
淡
路
震
災
復
興
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
｣
等
に
即
し
て
、

1首斧千や 96 1
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復
興
対
策
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
早
期
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
事
業
に
必
要
な
予
算
を
計
上
、
追

加
配
分
を
行
っ
た
。

○
全
国
的
な
防
災
対
策
及
び
情
報
通
信
、
輸
入
拡
大
･

規
制
緩
和
等
関
連
施
策

｢震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
構
想
｣
を
踏
ま
え
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
緊
急
に
取
り
組

む
べ
き
事
業
に
配
分
を
行
う
と
と
も
に
、
情
報
通
信

基
盤
の
整
備
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
る
施
設

管
理
の
高
度
化
、
規
制
緩
和
の
推
進
の
た
め
の
事
業

等
に
必
要
な
予
算
を
計
上
、
追
加
配
分
を
行
っ
た
。

③

平
成
七
年
度
第
二
次
補
正
予
算

○
安
心
で
き
る
く
ら
し
を
支
え
る
安
全
基
盤
の
整
備

阪
神
･
淡
路
大
震
災
を
踏
ま
え
、
災
害
の
発
生
時

に
お
け
る
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
円
滑
な
社
会
･

経
済
活
動
を
確
保
で
き
る
よ
う
最
も
基
本
的
な
要
請

で
あ
る
安
心
で
き
る
く
ら
し
を
支
え
る
道
路
整
備
を

推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
予
算
を
計
上
、
追
加
配
分

を
行
っ
た
。

○
阪
神
･
淡
路
地
域
の
復
興
対
策

｢阪
神
･
淡
路
地
域
の
復
興
に
向
け
て
の
取
組
方

針
｣
(阪
神
･
淡
路
復
興
対
策
本
部
)
に
基
づ
き
、

被
災
地
域
の
一
日
も
早
い
復
興
を
図
る
た
め
の
復
興

事
業
を
計
上
、
追
加
配
分
を
行
っ
た
。

四

今
後
の
道
路
防
災
対
策
に
つ
い
て

阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
国
民
が
安
全

で
安
心
で
き
る
災
害
に
強
い
国
土
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
道
路
整
備
に
お
い
て
も
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
や
市
街
地
に
お
け
る
計
画
的
な
道
路
整
備
、
災

害
に
強
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
共
同
収
容
施
設
の
整
備
、
道
路

橋
等
の
耐
震
性
の
向
上
、
情
報
･
通
信
シ
ス
テ
ム
の
整
備

等
、
道
路
防
災
対
策
を
総
合
的
･
計
画
的
に
実
施
す
る
。

ま
た
、
被
災
地
域
に
お
い
て
は
、
｢生
活
の
再
建
｣、

｢経
済
の
復
興
｣、
｢安
全
な
地
域
づ
く
り
｣
を
基
本
的
課

題
と
し
て
、
関
連
す
る
道
路
事
業
を
計
画
的
、
重
点
的
に

推
進
す
る

(図
2
)。

の

被
災
地
に
お
け
る
復
旧
へ
の
取
り
組
み

日
本
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
、
直
轄
国
道
等
、

一
日
も
早
い
復
旧
を
め
ざ
し
て
、
鋭
意
工
事
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日
本
道
路
公
団
に
お
い
て
は
、
七
月
二
九
日
名
神
の
四

車
線
供
用
を
も
っ
て
震
災
前
の
状
態
に
復
旧
し
、
現
在
本

復
旧
工
事
中
で
あ
る
。

阪
神
高
速
道
路
に
お
い
て
は
、
震
災
直
後
よ
り
順
次
、

復
旧
、
交
通
解
放
し
、
残
る
三
号
神
戸
線
は
平
成
八
年
内

の
復
旧
を
め
ざ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

直
轄
国
道
に
お
い
て
は
、
一
般
国
道
二
号
浜
手
バ
イ
パ

ス
が
八
年
七
月
頃
を
目
途
に
、
又
四
三
号
岩
屋
高
架
橋
が

八
年
二
月
一
九
日
に
開
通
予
定
で
あ
る
。

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　

　

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

　

　
　
　
　

　

路
憲

三
隣

搦
満

撫
費
識

ず
鴎

轉

轢

梛

語
期

鯰
･

避
繍

ワ
樹

路
櫨

聴
に
刎

う
翔

鵜

製

鰍

、
齦
盤

鰍

綜
鱸

ト
的

避
難

費
等
り

い
の

防

緊

按

、鯖
仰

備

斡
の

ッ
合

選
の

防
饑
〈

強
縦

な

簾

離

喜
ム

理

格
等

家
鱗

輸
ク

内
塾
づ

に
櫨

約

対
巡

閲

災
テ

管

親
路

心
等

急
一
市
的
ち

密
容
、
台

災
総

災

、
路
ス

酪
、

高
邁

安
藥

緊
ワ

部
面
蜜

災
収
＼
弱

震
の

肪

、
盧
シ

疸

図 2 安全で安心できる国土づくりのための道路整備の推進

安全で安心できる
地域づくり･まちづくり

裏金で安藤できる
国土づくりのための
通路離備の推進



②

平
成
八
年
度
に
お
け
る
取
り
組
み

①

安
全
で
安
心
で
き
る
国
土
構
造
の
形
成

大
震
災
等
の
発
生
時
に
お
い
て
も
、
我
が
国
の
経

済
活
動
、
国
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
を
最
小
化
し
、

必
要
な
代
替
ル
ー
ト
確
保
が
可
能
に
な
る
よ
う
高
規

格
幹
線
道
路
、
地
域
高
規
格
道
路
等
の
整
備
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
新
交
通
軸
実
現
に
向
け
た
調
査
を

促
進
す
る
。

②

安
全
で
安
心
で
き
る
地
域
づ
く
り
･
ま
ち
づ
く
り

総合的な防災対策のイメージ図 醸雨対策

･法面保護工(植生、コンクリート吹付、ブロック張り)

･落石防護工(絹工、綱工、落石覆工) 等

図 3 総合的な防災対策のイメージ図

の
推
進

○
地
震
、
豪
雨
、
豪
雪
等
に
お
い
て
も
安
全
性
･
信
頼

性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
保
す
る
た
め
、

安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
緊
急
整
備
事
業
の
推
進
等
、
総

合
的
な
防
災
対
策
を
推
進
す
る

(図
3
)。

○
特
に
、
震
災
時
に
お
い
て
、
生
活
物
資
や
復
旧
物
資

輸
送
の
確
保
の
た
め
必
要
な
緊
急
輸
送
道
路
や
道
路

空
間
を
活
用
し
た
防
災
拠
点
、
避
難
路
、
消
防
活
動

困
難
地
域
解
消
に
資
す
る
道
路
の
整
備
を
計
画
的
、

重
点
的
に
推
進
す
る
。

○
安
心
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ

き
、
道
路
事
業
を
公
園
等
各
種
事
業
と
一
体
的
に
行

う
。
ま
た
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
市
街
地
再
開
発

事
業
等
に
よ
り
防
災
上
危
険
な
市
街
地
を
解
消
す
る

と
と
も
に
、
防
災
安
全
街
区
を
整
備
す
る
。

○
電
気
、
電
話
、
ガ
ス
、
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

安
全
性
･
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
東
京
、
横

浜
、
神
戸
等
主
要
都
市
に
お
い
て
共
同
溝
･
電
線
共

同
溝

(ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
共
同
収
容
施
設
)
の
整
備
計

画

(五
箇
年
計
画
、
中
期
･
長
期
計
画
)
に
基
づ
き
、

重
点
的
に
整
備
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
コ
ス
ト
の
低

減
等
整
備
推
進
方
策
と
し
て
新
た
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
収
容
施
設

(ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
ボ

ッ
ク
ス
)
の
試
験

施
工
等
を
実
施
す
る
。

③

安
全
で
安
心
で
き
る
道
路
構
造
物
等
の
整
備
推
進

○
災
害
に
強
い
道
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
沿
道
区

域
を
含
め
た
総
合
的
な
防
災
点
検
を
実
施
す
る
。

○
平
成
七
年
度
か
ら
概
ね
三
年
間
で
、
高
速
自
動
車
国

道
、
首
都
高
速
道
路
、
阪
神
高
速
道
路
、
一
般
国
道

等
の
緊
急
度
の
高
い
橋
梁
に
つ
い
て
、
所
要
の
橋
脚

等
の
補
強
対
策
を
概
成
さ
せ
る
震
災
対
策
緊
急
橋
梁

補
強
事
業
を
推
進
す
る

(図
4
)。

○
今
回
の
被
災
を
踏
ま
え
た
道
路
橋
に
関
す
る
耐
震
基

準
の
改
訂
に
つ
い
て
、
平
成
八
年
度
内
を
目
途
に
実

施
す
る
。

･雪崩対策(スノーシェット、防護柵)

･地吹雪対策(スノーシェル夕-、防雪禍 等)



○
道
路
橋
等
土
木
構
造
物
の
耐
振
性
向
上
技
術
、
既
存

構
造
物
の
耐
震
診
断
･
補
強
技
術
等
の
開
発
を
推
進

す
る
。

④

安
心
で
き
る
道
路
情
報
･
管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備

推
進

○
災
害
発
生
後
の
速
や
か
な
初
動
期
体
制
の
確
立
や
応

図 4 震災対策緊急橋梁補強のイメージ図

急
復
旧
対
策
等
に
資
す
る
た
め
、
災
害
情
報
等
を
総

の
強
化
を
図
る
。

合
的
に
収
集
、
分
析
、
提
供
す
る
道
路
災
害
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
推
進
す
る
。
具
体
的

に
は
、
地
震
計
な
ど
の
収
集
系
テ
レ
メ
ー
タ
や
、
建

設
省
と
都
道
府
県
、
公
団
等
を
結
ぶ
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

(
マ
イ
ク
ロ
回
線
網
)
の
整
備
等
を
実
施
す
る

(図
5
)。

○
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

(G
I
S
)
の
開
発
･
整
備
に

よ
り
、
道
路
管
理
の
高
度
化
、
災
害
時
の
即
応
体
制図 5 道路災害情報ネットワークシステムのイメージ図

｢選の駅Jでの
情報提供
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五

阪
神
･
淡
路
大
震
災
か
ら
一
年

(表
こ

1
/
雌

兵
庫
県
内
の
緊
急
輸
送
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

道
交
法
第
五
条
に
よ
り
緊
急
物
資
輸
送
車
両
を
除

く
車
両
の
通
行
が
禁
止
さ
れ
た
。

1
/
即

高
架
橋
等
の
被
災
原
因
の
究
明
等
を
図
る
た
め

｢兵
庫
県
南
部
地
震
道
路
橋
震
災
対
策
委
員
会
｣

(委
員
長
…
岩
崎
敏
男
氏

節
建
設
技
術
研
究
所

理
事
長
)
を
設
置
し
た
。

1
/
27

西
日
本
と
東
日
本
と
を
連
結
す
る
広
域
幹
線
輸

送
ル
ー
ト
の
確
保
を
最
優
先
に
応
急
復
旧
を
実
施

し
た
結
果
、
中
国
自
動
車
道
の
全
区
間
一
般
供
用

に
よ
り
中
国
自
動
車
道
か
ら
名
神
高
速
自
動
車
道

が
確
保
さ
れ
た
。

2
/
25

公
安
委
員
会
は
道
交
法
第
五
条
に
よ
り
復
興
物

資
等
の
円
滑
な
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
、
復
興
物

資
輸
送
ル
ー
ト
、
生
活
･
復
興
関
連
物
資
輸
送
ル
ー

ト
を
指
定
し
た
。

2
/
27

被
災
橋
梁
の
一
刻
も
早
い
復
旧
を
図
る
た
め
、

今
回
の
地
震
に
も
耐
え
ら
れ
る
橋
梁
と
す
る
こ
と

を
目
標
に
、
｢阪
神
･
淡
路
大
震
災
に
よ
り
被
災

し
た
道
路
橋
の
復
旧
に
係
る
仕
様

(以
下

｢復
旧

仕
様
｣)｣
と
し
て
と
り
ま
と
め
、
関
係
機
関
に
通

知
し
た
。

3
/
お

｢地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
お
け
る
地
震
対



策
緊
急
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措

置
に
関
す
る
法
律

(地
震
財
特
法
)｣
の
有
効
期

限
を
五
年
間
延
長
す
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
地

震
財
特
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ

た
。

3
/
卸

地
震
動
特
性
、
被
災
状
況
、
橋
梁
の
被
災
メ
カ

ニ
ズ
ム
、
今
後
の
耐
震
設
計
基
準
の
あ
り
方
等
に

つ
い
て
検
討
結
果
を
中
間
報
告
と
し
て
取
り
ま
と

め
た
。

4
/
盤

阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
震
災

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
当
面
緊
急

に
整
備
が
必
要
な
施
設
等
に
つ
い
て
基
本
的
な
考

表

年月日

弼
〃
第
切
瀦
“
痰
翔
芻
撚
劔
芻
"
鯵
剱
都
芻
畑
鋸
螂
蹄
捌
鰕

絲ネ

猿

薇

ル

酷

樅

送

終

讓
総
鑓

欄

定

最

｣

幹
一

針

策

鉦

会

域
部

員

顔
拡
躰

顯

‘

鋤

委

置

駕
よ
繃

策

定

期

第

設

対

に
興

対

策

(

対

｣

災

用
復

定

災

本

橋
般

震

の
通

立

饑
鰊
立
避
彌
緘
鬮
聯
立
鰤
定
穰

部

露

供
災
指

知

策
掟
脇
手
拭
等
朮
賊
征
銘
り
緘
濶
G
擢

課
徴
誠
緻
醸

発
蕊

道
陪
麗
ト
艘
鋳
あ
遊
く
鏑
橙
｣
ね

御
斉

篝
者

値

対

生
対
指
道

月
路

ト

関
算

改
道

算

機

措

夏
部

算
部

画

道

口
の
震

区
淡

一
機

予
部
震

づ
予
係

画
別

訂
災

一
予

一
計

震

震

災

ト

地
全

･
ル
係

正

一
地

ち
正

関

計
特

改
震

法

正
法
務

地

地
常

一
部
道
神

送

関
補

の
都

ま
補

を

興
策

画
路

本

編
本
業

部

醐
徘
ル
縣
鱗
鐡
繃
概
欽
鰕
贓
強
軟
縄
禰
鰡
婦
淡
穣
鰓
際
贓

県

設
輸

庫

目

設
物

仕
第

財
庫

に
第

の
戸
防
基
神

対
第

対

省
庫

庫
建
急

兵
団
建

興

旧

6
震

兵
災

7
両

神
震

災

阪
害

7
書

設
兵

兵
｢

繋
｢
中
｢
復

復

H
地

｢
震

H
当

｢

地
防
｢

災

H
災

建

｢ え
方
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
主
要
な
施
策
の
展
開

方
策
、
当
面

(三
年
間
)
及
び
二
一
世
紀
初
頭
の

整
備
目
標
等
を
緊
急
に
取
り
ま
と
め
た
。

5
/
25

当
面
の
措
置
と
し
て
、
復
旧
仕
様
を
橋
、
高
架

の
道
路
等
の
新
設
及
び
補
強
に
つ
い
て
準
用
す
る

旨
を
関
係
機
関
に
通
知
し
た
。

6
/
卸

神
戸
市
は
、
震
災
か
ら
の
復
興
を
総
合
的
･
効

率
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
二
〇
〇
五

年
を
目
標
年
次
と
し
て
新
し
い
神
戸
の
復
興
を
め

ざ
す

｢神
戸
市
復
興
計
画
｣
を
策
定
し
た
。

7
/
聡

地
震
防
災
緊
急
事
業
五
箇
年
計
画
及
び
こ
れ
に

基
づ
く
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
、

地
震
に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進
の

た
め
の
体
制
の
整
備
等
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
地
震
防
災
対
策
の
強
化

を
図
り
、
震
災
か
ら
国
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
保
護
し
、
社
会
秩

序
の
維
持
と
公
共
の
福
祉
の
確
保
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
施
行
さ

れ
た
。

7
/
盤

中
央
防
災
会
議
に
お
い
て
阪
神
･

淡
路
大
震
災
な
ど
近
年
経
験
し
た
大

規
模
な
災
害
の
経
験
を
基
に
、
近
年

の
防
災
を
め
ぐ
る
社
会
構
造
の
変
化

等
を
踏
ま
え
、
我
が
国
の
災
害
に
対

処
す
る
能
力
の
増
強
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
防
災
基
本
計
画
が
改
訂
さ
れ
た
。

7
/
視

兵
庫
県
は
、
人
と
自
然
、
人
と
人
、
人
と
社
会

が
調
和
す
る

｢共
生
社
会
｣
づ
く
り
を
基
本
理
念

と
し
、
二
〇
〇
五
年
を
目
標
年
次
と
し
て
｢阪
神
･

淡
路
震
災
復
興
計
画
｣
を
策
定
し
た
。

12
/
国

建
設
省
防
災
会
議
に
お
い
て
、
防
災
基
本
計
画

の
改
訂
を
う
け
、
建
設
省
防
災
業
務
計
画
が
改
訂

さ
れ
た
。

12
/
腿

兵
庫
県
南
部
地
震
に
お
け
る
道
路
橋
の
被
災
に

関
す
る
調
査
報
告
書
と
し
て
中
間
報
告
以
降
の
審

議
を
含
め
調
査
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
。

六

お
わ
り
に

今
回
の
地
震
は
、
我
が
国
が
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
大
都
市
直
下
型
地
震
で
あ
る
と
と
も
に
、
高
架
橋
の

倒
壊
や
大
規
模
火
災
の
恐
ろ
し
さ
を
体
験
さ
せ
た
も
の
で

あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
、
国
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全

と
い
う
こ
と
を
基
本
に
し
た
取
り
組
み
が
如
何
に
重
要
か

と
い
う
こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
と
き
の
道
路
の
果
た
す
役
割
の
極
め
て
大

き
い
こ
と
が
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

今
回
の
地
震
か
ら
得
ら
れ
た
貴
重
な
教
訓
を
も
と
に
社

会
資
本
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
改
め
て
そ
の
あ
り
方
を
問

い
直
し
、
総
合
的
な
対
策
の
実
施
に
よ
り
、
二
一
世
紀
初

頭
に
向
け
た
安
全
で
安
心
で
き
る
み
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
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鯏

直
轄
国
道
に
お
け
る
復
胴
元
事

建
設
省
近
畿
地
方
建
設
局
道
路
部
道
路
管
理
課
長

山
下

良
男

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

道イテセ 96.l ノZ

は
じ
め
に

平
成
七
年
一
月
一
七
日
発
生
し
た

｢阪
神
･
淡
路
大
震

災
｣
は
、
震
度
七
の
激
震
を
記
録
し
六
千
人
を
超
え
る
多

く
の
犠
牲
者
と
過
去
に
経
験
の
な
い
甚
大
な
被
害
を
兵
庫

県
南
部
地
域
に
も
た
ら
し
た
。
震
災
に
よ
る
被
害
は
、
ガ

ス
･
水
道
･
電
気
･
通
信
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
公
共
交

通
機
関
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
を
は
じ
め
、
多
方
面
に
及

び
、
道
路
構
造
物
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

阪
神
間
で
は
国
道
等
の
幹
線
道
路
が
高
架
橋
の
倒
壊
な

ど
に
よ
り
そ
の
機
能
が
寸
断
さ
れ
る
な
ど
、
今
な
お
一
部

通
行
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
幹
線
道
路
の
機
能
回
復
は
、
被
災
地
の
復
興
と

物
流
を
は
じ
め
我
が
国
の
産
業
活
動
に
と
っ
て
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
一
日
も
早
い
全
線
復
旧
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一

被
災
概
要
と
応
急
復
旧

直
轄
国
道
で
は
、
一
般
国
道
一
号
、
二
号
、
二
八
号
、

四
三
号
、
一
七
一
号
、
一
七
五
号
、
一
七
六
号
の
七
路
線

が
被
災
し
、
こ
れ
に
よ
り
上
下
線
全
線
通
行
止
め
一
七
箇

所
、
一
車
線
交
互
交
通
な
ど
一
部
交
通
規
制
一
一
箇
所
の

交
通
規
制
を
実
施
し
た
。

全
線
通
行
止
は
、
国
道
二
号
で
は
、
岩
屋
高
架
橋
や
阪

神
高
速
神
戸
線
の
倒
壊
、
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
線
の
橋
脚
損

傷
、
橋
台
背
面
の
沈
下
な
ど
に
よ
り
六
箇
所
で
実
施
し
た
。

ま
た
国
道
四
三
号
で
は
、
阪
神
高
速
神
戸
線
の
倒
壊
な

ど
で
六
箇
所
、
一
七
一
号
で
は
門
戸
高
架
橋
の
橋
脚
損
傷

に
よ
る
二
箇
所
、
二
八
号
、
一
七
五
号
、
一
七
六
号
で
は

各
一
箇
所
の
通
行
止
を
実
施
し
た
。

図 1 位置図



ち
、
地
震
発
生
後
二
四
時
間
以
内
に
一
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箇
所
、
二
週
間

　　　
　
　

　　

以
内
に
は
二
四
箇
所
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表 1 主要橋梁の被災概要
-
-
主
な
被
災
の
状
況

被 一
　 　
の 去
概 昼
要 微

橋梁名 (橋長) 従前交通量 上 部 工 の 被 災 下 部 工 の 被 災

一般国道 2号

ポートライナー (L = 680 m )

S .56供用 約54千人 / 日

･桁の脱落 (2/22径間)

･沓座欠損 (R C ) 5 箇所

･沓脱落 2箇所

･橋脚の損傷 (10/21基)

(R C 脚 9基 ･鋼製脚 1基)

一般国道 2号

浜手バイパス (L 二3,030 m )

S .61供用 約47千台 / 日 ←

･桁の横移動 ･桁のズレ

16箇所 (最大3 .5m )

･沓脱落28箇所

･橋脚の損傷 (57/72基)

(鉄筋の座沓 ･傾斜等)

一般国道43号

岩屋高架橋 (L = 532 m )
S .48供用 約71千台 / 日

･上り線の大半が落橋

･下り線の大半が損傷

･上り線の橋脚40基全てが倒

壊 ･損傷
(R C 脚36基 ･鋼製脚 4基)

一般国道171号

門戸高架橋 (L = 328 m )
S .42供用 約51千台 / 日

. 1径間が阪急今津線に落橋

(中央部 1径間 / 19径間)

･橋脚の損傷 (17/18基)

今
回
の
震
災
で
は
、
高
架
橋
な
ど
主
要
な
構
造
物
の
被

害
が
大
き
く
、
直
轄
国
道
で
は
表
1
に
示
す
三
路
線
四
橋

梁
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

S .42供用 約51千台 / 日 路
》主 従前の交通量は平成 2年のセンサスによる。 ただし、 ポ- トライナ- については平成 5年 番度神戸新交通㈱による乗客数を表す。 橋

国道 2号浜手バイパス

桁が横方向に移動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

鋼製橋脚の座屈

2

被
災
の
形
態

地
震
動
に
よ
り
、
桁
の
移
動
や
橋
脚
の
傾
斜
が
生
じ
て
、

上
部
工
で
は
桁
端
の
損
傷
や
落
橋
し
た
も
の
が
あ
っ
た
ほ

か
、
支
承
部
や
桁
連
結
部
で
多
く
の
被
害
が
生
じ
た
。

部
工
で
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
損
傷
例
が
報
告
さ
れ
な
た
下 ほ

国道43号岩屋高架橋 害 コ ( じ か
　　　　　 　　　　　
　　　　　　 　 　 　 　　　

か
っ
た
鋼
製
橋
脚
で
も
、
柱
が
塵
屈
す
る
等
の
被
害
が
生

うてJ

じ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
脚

ノ

(以
下
R
C
橋
脚
と
い
う
)
で
は
、
柱
基
部
で
の
圧
壊
や

鎚

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剥
離
、
鉄
筋
の
は
ら
み
出
し
な
ど
の
被

セ

害
が
数
多
く
発
生
し
た
。

行

上部工は上り線の大半が落橋、下り線の大半が損傷

　　　　　　　　　　　　　　　 　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

被害の状況①
- き鮒 〉＼ 、 ^ザ ~＼- ゞ * ‐、ゞ ~濃 ツ 終
鉄筋のはらみ出し、 駆体のずれ発生

被 や
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国道 2号新交通 (ポートライナー)　

　　　

　　
　

　　

　　　

　
　
　　　　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　　

　
　　
　

　
　
　糀R

三

被
災
橋
梁
の
復
旧
方
針

1

復
旧
の
基
本
方
針

近
畿
地
方
建
設
局
で
は
、
地
震
発
生
直
後
の
応
急
復
旧

に
よ
る
交
通
の
確
保
と
併
せ
、
全
面
的
な
本
復
旧
の
社
会

的
要
請
に
応
え
る
た
め
に
、
｢兵
庫
県
南
部
地
震
に
よ
り
被

災
し
た
道
路
橋
の
復
旧
に
係
る
仕
様
｣
(｢復
旧
仕
様
｣
と

国道171号門戸
い
う
)
を
受
け
、
次
の
よ
う
な
基
本
的
な
考
え
方
で
復
旧

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

①
震
災
地
域
の
復
旧
･
復
興
の
た
め
、
一
刻
も
早
い
復

旧
を
図
る
。

②
今
回
の
地
震
に
対
し
て
も
、
耐
え
ら
れ
る
よ
う
な
構

造
と
す
る
。

③
景
観
に
配
慮
し
た
構
造
と
す
る
。

　
　
　
　　
　
　

　

　

　　

　　
　

　　
　

　

羸
死
さムゞ

“

ゞ

鱒蕨こそ
納期箋
褓
認
纖
‐

一戸
‘

4

　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　　



図 3 早期復旧の対策例

② 橋脚の変形性能向上
R C 橋脚

(従 前) (後1留美)

15cm 段落しなし
帯鉄筋間隔

段落し 15cm

銅製橋脚

①構造系の改善

(従前;単純桁)
単純桁 巖撻桁 単耗絹 輩旋桁

(復旧後 :還銃化 ･運精化)

還精化 連続化

③ ゴム支承

(従前)

　　　　　
(復旧後) '謬 れ小

④ 落橋防止装置

(従前) (復旧後)

皆

図 4 耐震対策例

二重の落橋
防止装置

道行セ 96.1 ノ5

(従前) (復旧後)



2

復
旧
の
方
策

=

早
期
復
旧
の
方
策

①
被
災
し
た
構
造
物
は
、
再
利
用
を
原
則
と
し
て
復
旧

す
る
。

②
側
道
、
遮
音
壁
等
の
工
事
は
、
供
用
開
始
後
も
継
続

し
て
進
め
る
o

③
概
算
数
量
に
よ
る
発
注
方
式
を
採
用
し
、
詳
細
設
計

と
工
事
を
並
行
し
て
進
め
て
早
期
復
旧
に
努
め
る
。

④
現
場
施
工
を
極
力
少
な
く
し
、
工
場
製
作
等
を
採
用

す
る
こ
と
に
よ
り
工
期
短
縮
を
図
る
。

の

安
全
性
確
保
の
方
策

復
旧
仕
様
に
基
づ
き
今
回
の
地
震
に
対
し
て
も
余
裕
を

も
っ
て
耐
え
ら
れ
る
構
造
と
す
る
。

①
上
部
構
造
の
連
続
化
、
桁
の
連
結
化
に
よ
る
構
造
系

の
改
善

②
橋
脚
の
柔
軟
性
、
ね
ば
り

(変
形
性
能
)
の
向
上

･
R
C
橋
脚
で
は
、
所
要
の
じ
ん
性
率
を
確
保
す
る
た

め
、
十
分
な
帯
鉄
筋
を
配
置
し
、
か
つ
軸
方
向
鉄
筋

の
段
落
し
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

･
鋼
製
橋
脚
で
は
、
中
詰
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
充
填
す

る
こ
と
に
よ
り
必
要
な
じ
ん
性
を
確
保
し
て
い
る
。

③
地
震
力
の
吸
収

地
震
力
を
吸
収
す
る
機
能
を
有
す
る
ゴ
ム
支
承
を
採

用
し
て
い
る
。

④
落
橋
防
止
装
置
の
機
能
向
上

複
数
の
落
橋
防
止
装
置
の
採
用
。

⑤
動
的
解
析

･
今
回
の
地
震
に
よ
り
地
震
記
録
が
観
測
さ
れ
た
地
点

の
地
盤
条
件
を
考
慮
し
た
地
震
波
を
入
力
し
、
構
造

物
の
全
体
系
及
び
橋
脚
の
非
線
形
解
析
に
よ
る
照
査

を
行

っ
て
い
る
。

③

工
法
検
討
等

工
期
短
縮
を
図
る
た
め
、
鋼
床
版
や
鋼
製
壁
高
欄
等
を

用
い
る
ほ
か
、
岩
屋
･
門
戸
の
両
高
架
橋
の
ア
プ
ロ
ー
チ

区
間
で
は
、
P
C
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
桁
を
用
い
て
施
工
し
て

い
る
。

ま
た
、
橋
脚
は
、
施
工
性
･
景
観
双
方
の
観
点
か
ら
形

状
の
統

一
に
努
め
て
い
る
o

3

景
観
等
の
取
り
組
み

橋
脚
の
柱
や
梁
に
曲
線
を
用
い
て
柔
ら
か
な
デ
ザ
イ
ン

と
す
る
等
、
景
観
に
配
慮
し
て
い
る
。

四

復
旧
工
事
の
進
捗
状
況

ー

一
般
国
道
二
号
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー

一
般
国
道
二
号
の
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
線
は
、
橋
梁
上
下

部
工
事
を
完
了
し
、
平
成
七
年
七
月
三
一
日
に
運
行
を
再

開
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
道
二
号
の
平
面
部
も
同
時
供
用

と
し
た
が
、
路
面
復
旧
の
工
事
を
引
き
続
き
行
っ
て
お
り
、

平
成
七
年
一
一
月
三
〇
日
現
在
、
復
旧
工
事
全
体
の
進
捗

率
は
約
八
五
%
と
な
っ
て
い
る
。
残
る
工
事
の
完
成
は
、

平
成
七
年
一
二
月
末
を
目
途
と
し
て
い
る
。

国道 2号ポートライナー (H 7.7.31開通)

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　
　　　

　 　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　 　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

国道 2号浜手バイパス 桁撤去状況
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2

一
般
国
道
二
号
浜
手
バ
イ
パ
ス

一
般
国
道
二
号
の
浜
手
バ
イ
パ
ス
は
、
被
災
橋
梁
の
撤

去
作
業
を
ほ
ぼ
完
了
し
、
平
成
七
年
一
一
月
三
〇
日
現
在

上
部
工
の
桁
製
作
と
下
部
工
の
新
設
･
補
強
工
事
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
全
体
の
進
捗
率
は
約
二
0
%

で
あ
り
、
全
線
開
通
は
平
成
八
年
七
月
頃
を
目
途
と
し
て

い
る
。

国道43号岩屋高架橋 (H 7,11,30)

3

一
般
国
道
四
三
号
岩
屋
高
架
橋

一
般
国
道
四
三
号
の
岩
屋
高
架
橋
は
、
平
成
七
年
=

月
三
〇
日
現
在
、
橋
梁
上
下
部
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
橋

面
の
工
事
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
全
体
の
進

捗
率
は
約
八
0
%
で
あ
り
、
高
架
橋
開
通
は
平
成
八
年
二

月
一
九
日
に
暫
定
供
用
を
予
定
し
て
い
る
。

な
お
、
引
き
続
い
て
側
道
等
路
面
復
旧
工
事
を
行
い
、

三
〇
日
現
在
、
遮
音
壁
と
歩
道
橋
の
工
事
を
行
っ
て
お
り
、

完
了
は
、
平
成
八
年
六
月
末
を
目
途
と
し
て
い
る
。

"

、
歩

は
導
入

o
と
ま
っ

･
る
o

筬

7
′

全
体
の
進
捗
率
は
約
八
五
%
と
な
っ
て
い
る
。
残
る
工
事

/

の
完
成
は
、
平
成
八
年
三
月
末
を
目
途
と
し
て
い
る
。

･

国道171号門戸高架橋 (H 7,11,28開通)

セ

5

一
般
国
道
二
号
等
の
路
面
復
旧
工
事

断

一
般
国
道
二
号
、
四
三
号
の
路
面
は
、
応
急
復
旧
に
よ

り
当
面
の
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
円
滑
で
安
全
な
走
行
や
歩
行
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
被
災
箇
所
の
路
盤
の
打
ち
換
え
等
の
復
旧
工
事
が
必

要
で
あ
り
、
阪
神
高
速
道
路
神
戸
線
の
復
旧
や
歩
道
部
の

占
用
物
件
の
復
旧
等
の
関
係
機
関
と
の
調
整
や
沿
道
家
屋

と
の
境
界
確
定
な
ど
沿
道
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
路

面
工
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
ろ
で
あ
る
。

お
わ
り
に

神
戸
市
等
被
災
地
域
で
は
、
震
災
復
興
の
ま
ち
づ
く
り

が
本
格
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
直
轄
国
道
の
復
旧
は
、

震
災
地
域
の
都
市
活
動
や
産
業
活
動
の
回
復
等
に
不
可
欠

で
あ
り
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
目
指
し
て
努
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
復
旧
計
画
の
段
階
か
ら
ご
指
導
･
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に

今
後
と
も
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

4

一
般
国
道
一
七
一
号
門
戸
高
架
橋

一
般
国
道
一
七
一
号
の
門
戸
高
架
橋
は
、
橋
梁
上
下
部

工
事
を
完
了
し
、
平
成
七
年
一
一
月
二
八
日
に
暫
定

(2

/
4
車
)
供
用
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平
成
七
年
一
一
月



兵
庫
県
及
び
市
呵
管
理
道
路
の

復
旧
と
復
興
に
つ
い
て

兵
庫
県
土
木
部
参
事
兼
道
路
建
設
課
長

同

土
木
部
参
事
兼
道
路
補
修
課
長

一

は
じ
め
に

昨
年
一
月
一
七
日
未
明
に
発
生
し
た
兵
庫
県
南
部
地
震

は
阪
神
･
淡
路
地
域
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
、
都

市
直
下
型
地
震
と
し
て
被
害
の
規
模
は
世
界
最
大
級
の
も

の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
震
災
は
、
そ
の
規
模
が
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る

も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
わ
れ
わ
れ
道
路
管
理
者
の
事
前
対

策
や
震
災
後
に
と
っ
た
措
置
は
必
ず
し
も
万
全
で
あ
っ
た

と
は
言
い
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
多
少
の
混
乱
や
錯
誤
は
あ
っ
た
も
の

の
、
震
災
直
後
か
ら
円
滑
な
交
通
の
確
保
に
全
力
を
あ
げ
、

そ
し
て
今
、
阪
神
･
淡
路
地
域
の
一
日
も
早
い
再
生
を
め

ざ
し
、
早
期
復
旧
と
復
興
に
向
け
て
道
路
整
備
に
全
力
を

あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

震
災
に
あ
た
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
行
っ
て
き
た
様
々
な
取

り
組
み
を
率
直
に
伝
え
る
こ
と
が
今
後
の
地
震
に
よ
る
被

害
減
少
と
被
災
後
の
対
応
に
少
し
で
も
活
か
さ
れ
れ
ば
と

願
い
つ
つ
、
本
県
の
震
災
に
よ
る
道
路
へ
の
影
響
と
復
旧
･

復
興
方
針
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

二

道
路
の
被
害
状
…況

1

道
路
の
被
災
状
況

県
管
理
道
路
の
被
災
は
一
八
二
箇
所

(う
ち
橋
梁
三
一

橋
)、
被
害
額
約
七
四
億
円

(う
ち
橋
梁
二
九
億
円
)
に

達
し
、
ま
た
、
神
戸
市
を
除
く
市
町
管
理
道
路
で
は
一
、

二
八
七
箇
所

(う
ち
橋
梁
九
八
橋
)、
被
害
額
約
二
、
九

八
〇
億
円

(う
ち
橋
梁
二
九
億
円
)
で
あ
る
。

被
害
状
況
を
地
域
別
に
み
る
と
、
阪
神
地
域
が
被
害
額

全
体
の
八
七
%
を
占
め
、
そ
の
中
で
も
西
宮
市
、
芦
屋
市

小
河
岡
田

図 1 地域別道路 ･橋梁被災箇所数 (災害査定決定ベース)

保
之　



に
被
害
が
集
中
し
て
い
る
。

被
災
内
容
は
道
路
災
害
で
は
、
被
害
が
集
中
し
た
阪
神

間
の
地
形
が
平
坦
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
路
面
の
損
傷

(陥
没
、
亀
裂
、
段
差
等
)
が
全
体
の
八
○
%
と
大
半
を

占
め
、
擁
壁
･
積
み
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
損
壊
が
五
%
、
盛
土

の
損
壊
や
地
す
べ
り
に
よ
る
道
路
損
壊
が
四
%
と
こ
れ
に

次
い
で
い
る
。
地
域
別
に
見
る
と
、
淡
路
地
域
で
は
比
較

的
山
地
部
の
道
路
が
多
い
た
め
、
路
面
損
傷
の
発
生
割
合

が
他
の
地
域
よ
り
若
干
低
く
、
被
害
額
ベ
ー
ス
で
は
五
七

%
に
と
ど
ま
り
、
擁
壁
等
損
壊
が
二
六
%
、
盛
土
等
損
壊

図 2 地域別道路 ･橋梁被害金額 (災害査定決定ベース)
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が
八
%
と
他
の
地
域
に
比
べ
路
体
の
損
傷
の
割
合
･
金
額

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
付
属
施
設
で
は
共
同

溝
二
箇
所
で
ク
ラ
ッ
ク
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剥
離
が
生
ず

る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
。
こ
の
ほ
か
、
落
石
の
発
生
例

は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
六
甲
山
麓
で
は
斜
面
上
部
の
遷

急
点
付
近
で
の
崩
壊
に
よ
る
巨
石
の
落
下
が
み
ら
れ
、
ま

た
、
西
宮
市
や
芦
屋
市
で
は
市
街
地
の
緩
傾
斜
地
で
小
規

模
な
地
す
べ
り
が
数
多
く
発
生
し
た
。

復　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

事業決定額

橋
梁
災
害
で
は
幸
い
落
橋
と
い
っ
た
大
き
な
損
害
は
な

く
、
下
部
工
や
支
承
に
損
傷
を
受
け
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ

た
。
特
に
、
臨
海
部
で
は
液
状
化
に
よ
る
地
盤
の
側
方
流

動
に
よ
り
下
部
工
が
水
平
移
動
し
、
基
礎
工
に
大
き
な
被

害
を
受
け
た
ほ
か
、
上
部
工
と
の
ズ
レ
が
生
じ
た
た
め
、

支
承
や
耐
震
連
結
装
置
が
破
損
し
、
桁
に
も
大
き
な
被
害

を
う
け
た
。

ok覇 l0km 20km
　 　 　

図 4 市町別道路被害状況

首 2 液状化による橋梁被害状況
(県道芦屋鳴尾浜線、夙川橋 :芦屋市 ･西宮市)

2 0 道行セ 96,1

頭
写真 1 法面上部遷急点付近からの落石

(県道奥山精道線 :芦屋市)



2

被
災
後
の
対
応

働

被
災
状
況
の
把
握

本
県
で
は
道
路
管
理
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
編
成
し
て
お
り
、

一
日

一
回
全
管
理
道
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

っ
て
い
る
。

今
回
の
震
災
に
お
い
て
も
こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
中
心
と

し
て
震
災
直
後
か
ら
道
路
の
被
災
状
況
把
握
に
努
め
た
が
、

鉄
道
の
寸
断
等
に
よ
る
動
員
可
能
職
員
の
不
足
、
道
路
の

被
災
や
渋
滞
に
よ
る
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
困
難
、
N

T
T
網
の
混
乱
、
防
災
無
線
の
一
時
的
不
通
等
に
よ
り
遅
々

と
し
て
進
ま
ず
、
可
能
な
限
り
状
況
の
把
握
に
努
め
た
が

震
災
当
日
に
把
握
で
き
た
県
管
理
道
路
規
制
箇
所
数
は
全

一′
““〆
"
“
,ノ
ノ
′

!

/
"メ
ノ
ノ
/

/

㈱㈱㈱ -

-＼
"
漏

増削釈獣

しそ
加
湖
西i

乙
鬮鬮鬮鬮

繭剛臟鬮剛鬮剛

-、』]鬮
讓剛 30

日
ま
で

5
日
ま
で

図 5 県管理道路の規制箇所把握状況

17
日
川
…⑪

載

｣

-

-

-

-

-

所
0

8

6

4

2

0

8

6

4

2

0

億
値
報
定
速
測
ス
日

体
八
七
箇
所
の
う
ち
五
○
箇
所
に
と
ど
ま
っ
た
。
特
に
市

町
に
お
い
て
は
人
命
救
助
、
救
援
が
最
優
先
と
な
り
、
道

路
の
被
害
状
況
把
握
に
必
要
な
人
員
の
確
保
す
ら
困
難
な

状
態
で
あ
り
、
状
況
把
握
に
日
時
を
要
し
た
。

ま
た
、
重
要
構
造
物
の
被
害
状
況
の
把
握
に
つ
い
て
は
、

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
加
え
、
被
災
地
域
に
あ
る
全
て
の
県

管
理
橋
梁
約
一
、
○
○
○
橋
の
緊
急
点
検
調
査
を
委
託
に

よ
り
実
施
し
、
一
月
末
ま
で
に
被
災
状
況
の
把
握
を
終
え

た
。

22
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鬮乱

2鬮
4圓
鬮
2圓2鬮ー圓

壽
圓幽

吻
鬮
隠剛
鬮

鬮
圓
剛

鰯鬮
鬮
醐

剛
鬮
鬮

隣匙喩錮鞭誘薹纖
,

図 6 県管理道路の規制箇所解除 ･緩和状況
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木
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図 7 主要迂回路の交通量変化
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の

震
災
後
の
交
通
対
策

こ
の
た
び
の
震
災
で
は
阪
神
高
速
道
路
を
は
じ
め
と
す

る
基
幹
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
た
め
、
人
命
救
助
、
消
火
、

被
災
住
民
の
避
難
や
食
料
･
水
･
日
用
品
等
の
生
活
物
資

輸
送
の
た
め
の
輸
送
ル
ー
ト
の
確
保
が
重
大
か
つ
緊
急
の

課
題
と
な
り
、
一
般
道
路
の
被
災
に
よ
る
通
行
障
害
を
一

日
で
も
早
く
取
り
除
き
交
通
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
震
災
直
後
か
ら
オ
ー
バ
ー
レ
イ
に
よ
る
段

差
す
り
付
け
、
崩
土
取
り
除
き
、
仮
設
ベ
ン
ト
に
よ
る
橋

梁
上
部
工
の
仮
受
け
等
被
災
箇
所
の
応
急
復
旧
を
実
施
し

通
行
の
確
保
に
全
力
を
あ
げ
た
結
果
、
全
規
制
八
七
箇
所

の
う
ち
被
災
後
三
日
間
で
四
六
箇
所
、
一
月
末
ま
で
に
五

八
箇
所
の
規
制
を
解
除
し
た
。

ま
た
、
特
に
渋
滞
の
著
し
い
阪
神
地
区
の
関
係
市
に
対

し
、
交
通
規
制
箇
所
と
現
況
道
路
幅
員
の
把
握
を
行
い
、

幹
線
道
路
網
の
優
先
的
応
急
復
旧
を
行
う
よ
う
指
導
し
た
。

さ
ら
に
、
基
幹
道
路
の
寸
断
に
よ
り
神
戸
･
芦
屋
市
境

の
断
面
交
通
容
量
は
三
四
万
台
/
日
か
ら
九
万
台
/
日
と

約
1
/
4
に
低
下
し
た
こ
と
、
及
び
県
警
に
よ
る
総
合
的

な
交
通
規
制
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
被
災
地
域
の
交

通
確
保
と
渋
滞
緩
和
を
図
る
た
め
、
案
内
看
板
設
置
や
緊

急
迂
回
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
を
作
成
･
配
布
す
る
と
と
も
に
、

近
隣
府
県
の
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
に
被
災
地
域
へ
の

一
般
車
の
乗
り
入
れ
自
粛
の
呼
び
か
け
を
依
頼
す
る
な
ど

の
対
策
を
実
施
し
た
。

こ
の
結
果
、
神
戸
･
阪
神
地
域
を
迂
回
す
る
国
道
三
七

M班　　

この図は平取7年1月23日現在の一般道路のう回路マップです6現在,全力をあげ道路の終旧に努めています･道路状琵は蜜化しておりますので詳細な情報は下記まで聞い合せ願います。なお、う回路はー部狭く.夜間は増い区閻が多いので遷きるだけ高速道路
を｣◆利用下さい。 ･ 一
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当面の主要迂回

兵庫県南部地震に伴う

図

う

ト
ー

伴

一

に

ル

対さまて



二
号
や
県
道
三
木
三
田
線
な
ど
で
は
、
大
型
車
を
中
心
に

被
災
地
域
内
で
は
交
通
渋
滞
が
慢
性
的
に
発
生
し
て
お
り
、

大
幅
な
交
通
量
の
増
加
が
見
ら
れ
た
。

汗
口

を
鰹
杲
し
は
ぎ
ら
夏
日

ば
ナ

ズ

三

道
路
の
復
旧
･
復
興
方
針

ー

被
災
道
路
の
復
旧
方
針

地
震
に
よ
る
被
害
を
初
め
て
経
験
し
、
ま
た
、
被
害
の

内
容
も
通
常
の
風
水
害
に
よ
る
被
害
と
大
き
く
異
な
る
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
復
旧
に
あ
た
っ
て
戸
惑
い
も
多
か
っ

た
が
、
建
設
省
か
ら
査
定
官
や
専
門
家
の
派
遣
を
仰
ぎ
現

地
調
査
と
適
切
な
復
旧
工
法
の
指
導
、
助
言
を
得
た
ほ
か
、

災
害
査
定
等
の
手
続
き
の
簡
素
化
に
も
配
慮
を
い
た
だ
い

た
結
果
、
早
期
に
災
害
査
定
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

復
旧
に
あ
た
っ
て
は
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
橋
梁
の

復
旧
は
原
形
復
旧
と
す
る
の
で
は
な
く
、
最
新
の
基
準
に

準
拠
し
て
補
強
を
行
う
こ
と
と
し
た
が
、
一
般
道
路
部
の

被
災
に
つ
い
て
は
、
路
面
の
損
傷
が
大
部
分
で
あ
り
規
模

も
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
原
形
復
旧
と
し
た
。

査
定
終
了
後
か
ら
早
期
復
旧
に
む
け
て
工
事
実
施
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
思
わ
ぬ
障
害
が
起

き
て
い
る
。

そ
れ
は
、
ガ
ス
、
水
道
、
下
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

も
大
き
な
被
害
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
復
旧
箇
所
と
道

路
復
旧
箇
所
が
重
複
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
相
互
に

工
程
を
調
整
し
つ
つ
復
旧
工
事
を
実
施
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
、
基
幹
道
路
の
寸
断
に
よ
る
一
般
道
路
へ

の
迂
回
に
復
興
資
材
輸
送
や
瓦
礫
搬
出
車
両
も
加
わ
っ
て
、

迂
回
路
を
確
保
し
な
が
ら
復
旧
工
事
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
全
面
的
に
復
旧
工
事
を
進
め
る
と
い
う
わ

け
に
は
い
か
な
い
も
の
の
、
占
用
事
業
者
と
の
調
整
や
交

通
処
理
対
策
を
十
分
検
討
し
な
が
ら
幹
線
道
路
の
復
旧
工

事
を
優
先
的
に
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
早
期
着
手
で
き
な

い
路
線
に
つ
い
て
も
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
重
点
実
施
や
単

独
費
に
よ
る
補
修
を
行
う
な
ど
路
面
の
維
持
管
理
に
努
め

て
お
り
、
一
日
も
早
い
全
面
復
旧
に
む
け
て
努
力
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
被
災
地
を
迂
回
す
る
交
通
量
が
大
幅
に
増
加
し

た
た
め
、
被
災
地
周
辺
地
域
の
幹
線
道
路
で
は
舗
装
の
損

傷
が
急
速
に
進
ん
だ
た
め
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
補
修
を

行
い
、
円
滑
か
つ
安
全
な
交
通
の
確
保
に
務
め
て
い
る
。

2

震
災
復
興
計
画
の
策
定

神
戸
を
は
じ
め
と
す
る
被
災
地
域
が
、
国
土
構
造
上
の

大
動
脈
に
あ
た
り
、
我
が
国
経
済
活
動
の
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
震
災
に
よ
る
損
傷
が
長
引
け
ば
、

定
住
人
ロ
の
流
出
、
基
幹
産
業
及
び
地
域
産
業
の
空
洞
化
、

国
際
物
流
機
能
の
海
外
流
出
な
ど
が
進
み
、
兵
庫
の
活
力

低
下
が
避
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
国
民
経
済
全
体

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
震
災
の

影
響
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
た
め
に
は
、
早
期
に
都
市

基
盤
を
復
興
し
、
産
業
･
雇
用
の
回
復
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

本
県
で
は
、
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
、
被
災
地
域
の
都

市
再
生
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
し
、
戦
略
的
復
興
事

業
と
そ
の
望
ま
し
い
実
現
手
法
な
ど
を
明
確
に
し
て
い
く

た
め
、
各
界
か
ら
の
英
知
を
結
集
し
、
｢人
と
自
然
、
人

と
人
、
人
と
社
会
が
調
和
す
る

『共
生
社
会
』
づ
く
り
｣

を
基
本
理
念
と
す
る

｢阪
神

･
淡
路
震
災
復
興
計
画
｣

(ひ
ょ
う
ご
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
計
画
)
を
七
月
に
策
定
し
た
。

ま
た
、
復
興
に
向
け
て
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の

整
備
が
重
要
に
な

っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
特
に
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
｢緊
急
イ
ン
フ

ラ
整
備
三
ヵ
年
計
画
｣
を
三

月
に
策
定
し
、
道
路
、
鉄

道
等
の
主
要
交
通
施
設
や
神
戸
港
等
の
都
市
基
盤
の
早
期

復
興
を
進
め
る
と
と
も
に
、
被
災
市
街
地
の
再
生
整
備
、

広
域
防
災
拠
点
の
整
備
、
代
替
性
を
備
え
た
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
地
域
の
将
来
像
を
踏
ま
え
た
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

3

復
興
に
向
け
た
道
路
整
備
方
針

今
回
の
震
災
に
お
い
て
、
代
替
性
の
乏
し
い
余
裕
の
な

い
都
市
構
造
が
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
と
い
う
教
訓
を
踏
ま

え
、
今
後
は
都
心
へ
の
過
度
の
機
能
集
中
を
避
け
、
副
都

心
の
再
整
備
や
新
都
市
の
建
設
等
を
積
極
的
に
進
め
、
こ

れ
ら
の
都
市
核
や
広
域
防
災
拠
点
を
有
機
的
に
結
ぶ
こ
と

に
よ
り
、
災
害
に
強
い
多
核
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
都
市
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。



こ
う
し
た
多
核
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
都
市
づ
く
り
の
推
進

に
あ
た
っ
て
、
都
市
核
や
広
域
防
災
拠
点
を
連
絡
す
る
道

路
の
役
割
は
非
常
に
重
要
な
も
の
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
を
図
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
一
部
の
道
路
が

被
災
し
て
も
他
の
道
路
が
そ
れ
を
代
替

(切
田こ
の
D慰
)

し
、
大
事
に
至
ら
な
い
だ
け
の
ゆ
と
り

(力
の舟
B
Qき
oも

の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
阪
神
･

淡
路
地
域
に
お
い
て
は
、
今
回
の
震
災
を
契
機
に
次
の
方

針
の
も
と
で
、
災
害
に
強
い
道
路
網
の
形
成
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
o

Q

6
1
6
軸
に
よ
る
格
子
型
高
規
格
道
路
網
の
形
成

災
害
に
よ
っ
て
各
地
で
道
路
が
分
断
さ
れ
る
と
い
う
最

悪
の
状
況
下
に
お
い
て
、
被
災
を
免
れ
た
区
間
を
最
大
限

有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
は
迂
回
路
の
確
保
が
必
要
で
あ

り
、
迂
回
の
自
由
度
を
で
き
る
だ
け
高
め
る
た
め
に
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
網
形
成
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
東
西
六
軸
、
南
北
六
軸
か
ら
な
る
格
子
型
高
規

格
道
路
網
を
形
成
し
、
都
市
核
や
交
通
拠
点
等
を
有
機
的

に
連
絡
す
る
と
と
も
に
緊
急
時
の
高
速
性
と
円
滑
な
交
通

を
確
保
す
る
o

②

高
規
格
道
路
に
一
般
幹
線
道
路
を
加
え
た
ダ
ブ
ル
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
確
保

高
架
道
路
と
平
面
道
路
は
地
震
の
特
性
に
よ
っ
て
著
し

く
被
害
が
異
な
る
た
め
、
両
者
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
持
つ
こ

と
が
災
害
に
強
い
道
路
網
の
形
成
に
つ
な
が
る
。
こ
の
た

め
、
高
規
格
道
路
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
と
き
に
一
般
幹

線
道
路
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

確
保
す
る
。
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③

多
元
･
多
重
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

陸
･
海
･
空
の
結
節
性
を
高
め
る
た
め
、
鉄
道
、
港
湾

及
び
空
港
等
の
広
域
交
通
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
機
能
を
強

化
し
、
異
種
交
通
手
段
間
の
代
替
機
能
を
果
た
す
多
元
･

多
重
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
i
ク
を
形
成
す
る
。

被
災
地
域
に
お
け
る
東
西
動
脈
の
分
断
の
影
響
は
、
国

道
九
号
の
混
雑
や
大
阪
･
和
歌
山
と
四
国
を
連
絡
す
る
フ
ェ

リ
ー
の
混
雑
な
ど
、
日
本
海
側
か
ら
太
平
洋
側
に
到
る
広

範
囲
な
地
域
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
阪
神
･
淡
路
地

域
の
復
興
を
支
え
る
道
路
整
備
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

紀
淡
連
絡
道
路
や
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
整
備
等
、
よ

り
広
域
的
な
視
点
か
ら
代
替
性
の
高
い
広
域
道
路
網
の
整

備
を
合
わ
せ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

四

お
わ
り
に

今
回
の
よ
う
な
大
地
震
に
対
応
し
た
救
援
活
動
を
行
う

に
あ
た
っ
て
は
、
輸
送
と
通
信
網
の
確
保
が
重
要
な
問
題

で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
は
、
大
地
震
に
も
耐
え
う
る
道
路

の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
o

今
回
の
地
震
が
阪
神
･
淡
路
地
域
に
残
し
た
傷
跡
は
深

く
、
こ
の
地
域
の
復
興
に
向
け
て
は
長
く
厳
し
い
道
の
り

が
あ
り
、
ま
た
今
後
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
さ
ね
ば

な
ら
な
い
が
、
中
で
も
道
路
の
復
旧
･
復
興
は
そ
の
礎
と

な
る
も
の
で
あ
り
、
国
や
関
係
市
町
と
一
体
と
な
っ
て
、

一
日
も
早
い
復
興
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
あ
る
。
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蠅

J
日
目
本
道
路
公
団
の
震
災
優
圈
状
況
と

赫

今
後
の
震
災
対
策
に
つ
い
て

宵
呆
襲
釜
筌
釜
櫟
塗

-飜
耗
理
明
石
達
雄

轡
で

一

は
じ
め
に

平
成
七
年
一
月
一
七
日
に
発
生
し
た
兵
庫
県
南
部
地
震

は
、
J
H
の
管
理
す
る
道
路
に
お
い
て
も
、
東
西
交
通
の

基
幹
と
な
る
名
神
･
中
国
道
を
含
め
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
。
発
生
後
た
だ
ち
に
緊
急
体
制
を
発
令
し
、
本

社
及
び
局
に
お
い
て
は

｢非
常
災
害
対
策
本
部
｣
を
設
置

し
、
J
H
の
総
力
を
挙
げ
て
数
ヶ
月
に
わ
た
り
二
四
時
間

体
制
で
復
旧
活
動
、
情
報
収
集
連
絡
、
広
報
等
に
取
り
組

ん
だ
。
東
西
間
物
流
の
確
保
及
び
復
旧
資
材
の
輸
送
等
社
会
的

要
請
に
応
え
て
、
発
災
よ
り
数
日
間
た
っ
た
二
三
日
に
は

中
国
道
下
り
線

(対
面
二
車
線
)
を
緊
急
車
両
に
供
用
し

た
の
を
皮
切
り
に
順
次
車
線
開
放
を
行
っ
た
。
な
お
、
J

H
の
管
理
す
る
道
路
で
の
交
通
開
放
は
七
月
二
九
日
名
神

の
四
車
線
供
用
を
も
ち
震
災
前
の
状
態
に
復
旧
し
た
。

(た
だ
し
、
名
神
西
宮
i
尼
崎
の
上
下
線
は
時
間
帯
等
の

交
通
規
制
を
実
施
中
)

震
災
後
早
く
も
一
年
が
経
過
し
、
現
在
本
復
旧
工
事
中

で
は
あ
る
が
、
被
害
状
況
、
本
復
旧
の
進
捗
状
況
、
交
通

開
放
状
況
、
震
災
対
策
の
全
国
展
開
及
び
地
震
防
災
体
制

の
強
化
等
、
総
括
的
に
報
告
す
る
。

二

被
災
状
況

地
震
発
生
後
直
ち
に
、
高
速
自
動
車
国
道
に
お
い
て
は
、

名
神
高
速
道
路

(彦
根
-
西
宮
間
一
三
ニ
如
)、中
国
自
動

車
道

(吹
田
-
佐
用
間
一
一
九
如
)
の
他
一
二
道
を
含
む
、

一
四
道
一
四
区
間

(八
五
〇
畑
)
を
通
行
止
と
し
緊
急
点

検
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
一
般
有
料
道
路
に
お
い
て
も
第

二
神
明
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
九
道

(全
線
一
三
ニ
虹
)

ふ
き

写真 1 被災状況 中国道宝塚高架橋



を
通
行
止
と
し
緊
急
点
検
を
実
施
し
た
。
緊
急
点
検
の
結

果
、
高
速
自
動
車
国
道
で
は
名
神
高
速
道
路

(京
都
東
-

西
宮
間
五
八
･
四
畑
)、中
国
自
動
車
道

(吹
田
-
佐
用
間

一
一
九
･
二
如
)、近
畿
自
動
車
道

(吹
田
-
松
原
間
二
七
･

五
如
)
の
他
四
道
を
含
む
七
道
七
区
間

(三
四
七
畑
)
に

お
い
て
六
七
箇
所
の
被
災
が
発
見
さ
れ
た
。

主
な
被
災
状
況
と
し
て
は
、
①
落
橋
、
一
橋

(名
神
瓦

木
西
高
架
橋
上
り
線
)、②
橋
脚
座
屈
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
等
の

変
状
、
二
九
橋

(名
神
守
部
高
架
橋
等
一
六
橋
、
中
国
道

宝
塚
高
架
橋
等
一
○
橋
、
近
畿
道
下
穂
積
高
架
橋
三
橋
)、

③
料
金
所
ゲ
ー
ト
の
落
下
一
箇
所

(名
神
豊
中
I
C
)
等

で
あ
っ
た
。

ま
た
、
一
般
有
料
道
路
で
は
、
第
二
神
明
道
路

(月
見

山
-
明
石
西
間
二
三
･
一
如
)、姫
路
バ
イ
パ
ス
全局
砂
北
ー

高
砂
西
間
三
蹴
)
の
二
道

(二
六
･
一
如
)
に
お
い
て
四

二
箇
所
の
被
災
が
発
見
さ
れ
た
。
主
な
被
災
状
況
と
し
て

は
、
①
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
変
状
、
橋
脚
部
の
ク
ラ
ッ
ク
の
発

生
九
橋

(第
二
神
明
月
見
山
高
架
橋
等
)、②
盛
土
崩
壊
一

箇
所

(第
二
神
明
大
蔵
谷
I
C
ラ
ン
プ
)
等
で
あ
っ
た
。

三

復
旧
状
況

今
回
の
地
震
に
よ
る
被
災
は
、
大
部
分
が
橋
梁
で
あ
る
。

復
旧
作
業
は
、

の
緊
急
復
旧

(橋
梁
下
よ
り
支
保
工
で
上
部
工
を
支
え
、

路
面
上
の
段
差
等
を
修
正
し
、
震
災
後
数
日
間
で
交
通

開
放
を
行
っ
た
緊
急
作
業
)

被

災

程

度霊 具異 基具
大 中 ィ、

緊

急

復

旧

軍聾灘
。
獲 ｣圓忙

入磨
E

応

急

復

旧一
本

復

旧

癪

A
圀

僑

具
B

彗
満

｢
′↓&〉̂
＼

C

ー試

難群
『一｢

D

具具コ

マ一r
撤去 ･ 新設十増杭 一部撤去 ･新設 轍て粒如 歓爵図 1 下部工の被災程度と復旧工法概念図

②
応
急
復
旧

(緊
急
復
旧
に
引
き
続
き
震
災
前
の
機
能
回

復
を
行
っ
た
も
の
、
あ
る
い
は
、
使
用
不
可
能
な
部
材

の
撤
去
を
行
っ
た
も
の
で
、
発
災
後
数
カ
月
を
要
し
た

復
旧
作
業
)

写真 2 緊急復旧 中国道宝塚高架橋
中国道宝塚高架橋
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国
本
復
旧

(平
成
七
年
二
月
二
七
日
付

｢兵
庫
県
南
部
地

震
に
よ
り
被
災
し
た
道
路
橋
の
復
旧
に
係
る
仕
様
｣
(以
下

｢復
旧
仕
様
｣
と
い
う
)
に
基
づ
き
現
在
施
工
中
で
あ
る
)

の
三
段
階
に
分
け
実
施
し
た

(図
1
･
写
真
1
i
7
)。

、

況

ゞ
ゞ

状

燃

置設

以
下
に
復
旧
仕
様
の
基
本
方
針
を
列
挙
す
る
。
①
地
震

時
の
保
有
水
平
耐
力
を
照
査
す
る
。
②
動
的
解
析

(非
線

形
)
に
よ
り
照
査
す
る
。
③
弾
性
多
脚
固
定
方
式
を
で
き

る
だ
け
採
用
す
る
。
④
十
分
な
帯
鉄
筋
の
配
置
及
び
軸
方

本復旧完了(H 7 , 7 ) 写真 6 応急復旧 名神瓦木西高架橋

、ゞ
了

西

　
　
　

旧

瓦

{
復
神

>

本
名

向
鉄
筋
は
原
則
と
し
て
段
落
し
は
行
わ
な
い
。
⑤
鋼
製
橋

脚
に
お
け
る
じ
ん
性
の
確
保
。
⑥
橋
脚
基
礎
の
十
分
な
耐

2

力
と
変
形
性
能
の
確
保
。
⑦
ゴ
ム
支
承
の
積
極
的
採
用
。

･

⑧
十
分
な
落
橋
防
止
装
置
の
配
置
。

セ一丁

現
在
は
、
緊
急
復
旧
、
応
急
復
旧
工
事
を
完
了
し
、
本

漸

復
旧
工
事
を
鋭
意
実
施
中
で
あ
る
。
本
復
旧
工
事
の
進
捗

状
況
は
、
平
成
七
年
九
月
末
で
約
五
0
%

(契
約
額
/
災

害
復
旧
費
)
の
実
施
率
で
あ
る

(表
1
)。

四

震
災
後
の
中
国
自
動
車
道
の
交
通
特
性
に

つ
い
て

表 1 災害復旧費年度別事業費

平成 6 年度 平成 7年度 備 考
災害復旧事業費(億円) 350 “ 事口]複本急応鯰
附属施設等災害復旧事業費(億円) 一 即 饑慈高羅遮

震
災
後
の
東
西
交
通
状
況
に
つ
い
て
記
述
す
る
。
な
お
、

迂
回
路
で
あ
る
R
四
三
号
及
び
R
二
号
線
等
の
代
替
ル
ー

ト
の
交
通
量
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
東
西
間
の
基

幹
ル
ー
ト
で
あ
る
中
国
道
の
震
災
前
後
の
交
通
特
性
に
つ

い
て
分
析
し
た
。

中
国
自
動
車
道
も
橋
脚
の
破
壊
に
よ
る
上
部
工
の
沈
下

が
生
じ
た
が
、
神
戸
市
内
を
迂
回
す
る
ル
ー
ト
と
し
て
、

ま
た
、
日
本
の
東
西
交
通
の
要
衡
と
し
て
復
旧
が
急
が
れ
、

支
保
工
に
よ
る
橋
桁
の
仮
受
を
行
っ
て
、
一
月
二
七
日
に

は
上
下
線
各
一
車
線
の
、
ま
た
、
二
月
一
二
日
か
ら
は
各

二
車
線
の
交
通
を
確
保
し
て
復
旧
作
業
に
あ
た
っ
た
。
こ

の
結
果
七
月
二
一
日
に
は
各
三
車
線
に
復
旧
さ
せ
た

(図

2
)
0図

3
は
、
宝
塚
-
西
宮
北
間
の
平
日
の
日
交
通
量
を
昨

年
同
時
期
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
上
下
各
二
車
線



に
規
制
し
て
い
た
期
間
に
お
い
て
も
大
型
車
は
昨
年
に
比

0
%
増
の
一
一
六
、
0
0
0
台
と
な
っ
た
。

=

既
設
橋
の
震
災
対
策

(ハ
ー
ド
対
策
)

べ
て
約
四
0
%
、
一
四
、
○
○
0
台
も
の
著
し
い
増
加
と

こ
の
よ
う
に
中
国
道
は
、
上
下
各
二
車
線
の
交
通
確
保

今
回
の
震
災
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
小
型
車
は
、
約
五
%
、
三
、

0
0
0
台
程
度
減
少
し
て
お
り
、
連
日
の
渋
滞
を
避
け
て

他
の
道
路
に
迂
回
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
上
下
各
三

車
線
に
復
旧
後
渋
滞
は
緩
和
さ
れ
た
が
、
大
型
車
交
通
量

に
は
変
化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
小
型
車
は
約
一

四
%
、
八
、
○
○
0
台
の
増
加
に
転
じ
、
全
体
で
は
約
二

道近

断大

田吹
間

遠

区

/

所
間

遠

ノ

う

旧
制
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
　　

　

復
規
橋
陣

べ

高

の

図 2 被災地域道路網図

- ･--･一自動車専用道路

. - - ･ ･“幹線道路

こ
の
よ
う
に
中
国
道
は
、
上
下
各
二
車
線
の
交
通
確
保

に
よ
っ
て
、
被
災
し
た
他
の
道
路
の
代
替
と
し
て
の
機
能

を
充
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
各
三
車
線

に
復
旧
し
た
今
後
も
ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

五

震
災
対
策
状
況

今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
J
H
で
は
次
の
地
震
防
災
対
策

の
強
化
を
図

っ
て
い
く
。

今
回
の
震
災
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
幹
線
道
路
で

あ
る
高
速
道
路
等
が
被
災
し
た
場
合
は
経
済
的
･
社
会
的

な
影
響
が
大
き
い
た
め
、
今
後
こ
の
よ
う
な
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
必
要
か
ら
、
緊
急
に
橋
梁
の
耐
震
性
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

｢復
旧
仕
様
｣
の
準
用
を
基
本
と
し
、
橋
梁
の
耐
震
性
向

上
対
策

(橋
脚
の
耐
震
補
強
及
び
落
橋
防
止
構
造
の
強
化

等
)
を
緊
急
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

具
体
的
に
は
、
兵
庫
県
南
部
地
震
ク
ラ
ス
に
対
し
て
も

(台/日)
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,
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,
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,
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道
路
機
能
を
著
し
く
損
ね
な
い
橋
梁
構
造
と
す
る
こ
と
と

し
、
橋
梁
全
体
の
耐
震
性
向
上
を
図
る
た
め
、
橋
脚
補
強
、

落
橋
防
止
装
置
の
強
化
及
び
ゴ
ム
支
承
や
免
震
支
承
へ
の

取
替
等
を
緊
急
度
の
高
い
箇
所
よ
り
順
次
実
施
す
る
。

そ
の
た
め
、
橋
脚
補
強
に
つ
い
て
は
、
東
名
･
名
神
高

速
道
路
等
重
要
路
線

(東
海
･
南
関
東
･
阪
神
地
域
)
に

位
置
す
る
橋
梁
及
び
全
国
の
立
体
交
差
箇
所

(高
架
橋
等

で
他
の
道
路
と
の
並
行
区
間
、
鉄
道
あ
る
い
は
道
路
を
跨

ぐ
立
体
交
差
区
間
等
)
の
橋
梁
等
約
七
、
一
〇
〇
基
を
対

象
と
し
て
、
平
成
七
年
度
か
ら
三
箇
年
で
実
施
す
る
。

に
他
機
関
と
の
情
報
一
元
化
等
の
強
化
を
図
る
べ
く
、

②

地
震
防
災
体
制
強
化

(ソ
フ
ト
対
策
)

也
出
b
凍

又
と
疫

口と

目

ぎ

冒
･
S
I
直

初

①

地
震
発
生
時
の
初
動
期
対
応
の
強
化

休
日
･
夜
間
等
勤
務
時
間
外
で
の
発
災
に
備
え
た

初
動
期
対
応
の
強
化
し
て
、
電
話
回
線
の
途
絶
や
交

通
機
関
の
途
絶
を
想
定
し
た
職
員
の
参
集
方
法
の
確

立
を
図
る
。
そ
の
他
、
J
H
内
外
の
応
援
協
力
体
制

の
強
化
や
激
甚
災
害
時
に
も
早
期
に
被
害
状
況
の
把

握
が
可
能
と
な
る
震
災
点
検
方
法
の
強
化
等
に
つ
い

て
も
推
進
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

②

情
報
収
集
･
伝
達
手
段
の
強
化

J
H
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
光
ケ
ー
ブ

ル
に
よ
る

自
営
通
信
回
線
網
の
整
備
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
地
震

規
模

(地
震
加
速
度
)
を
把
握
し
、
必
要
な
交
通
規

制
及
び
体
制
構
築
を
実
施
す
る
た
め
の
地
震
計
の
整

備
、
な
ら
び
に
情
報
収
集
活
動
等
に
活
用
す
る
た
め

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
整
備
を
図
っ
て
き
た
が
今
回
の

地
震
の
教
訓
か
ら
災
害
時
の
情
報
収
集
･
伝
達
手
段

の
確
保
の
必
要
性
を
再
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

通
信
回
線
網
の
強
化
と
し
て
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
有
線
系
通
信
回
路
を
強
化
し
、
さ
ら

に
、J
H
が
東
海
及
び
南
関
東
地
震
対
策
対
象
地
域

に
整
備
し
て
き
た
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
を
有
線
系
通

信
回
路
の
寸
断
時
の
対
策
と
し
て
、
全
国
に
拡
大
す

る
予
定
で
あ
る
。ま
た
、地
震
計
に
つ
い
て
は
、
効
率

的
な
点
検
、き
め
細
か
な
交
通
規
制
を
実
施
、な
ら
び

地
震
加
速
度
と
被
害
と
の
相
関
が
高
い
S
I
値

(地

震
速
度
)
も
計
測
可
能
な
地
震
計
を
追
加
設
置
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
情
報
集
約
化
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

③

防
災
拠
点
の
強
化

災
害
復
旧
及
び
二
次
災
害
防
止
等
地
震
防
災
応
急

対
策
の
拠
点
と
な
る
管
理
局
の
耐
震
性
向
上
、
な
ら

び
に
施
設
機
能
維
持
の
た
め
の
自
家
発
電
燃
料
･
生

活
水
等
の
備
蓄
の
強
化
を
図
る
。
ま
た
、
本
社
の
被

災
に
備
え
て
、
本
社
対
策
本
部
の
予
備
施
設
を
整
備

(近
隣
管
理
局
の
有
効
利
用
)
す
る
予
定
で
あ
る
。

④

お
客
様
の
安
全
対
策
強
化

道
路
交
通
情
報
提
供
施
設
と
し
て
整
備
し
て
き
た

道
路
交
通
情
報
板
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
テ
レ
フ
ォ
ン
及
び

ハ
イ
ウ
ェ
イ
ラ
ジ
オ
等
の
充
実
や
P
R
紙

｢地
震
に

備
え
て
｣
に
加
え
、
休
憩
施
設
等
で
放
映
す
る
P
R

ビ
デ
オ
等
の
活
用
も
図
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

六

お
わ
り
に

被
災
地
で
の
本
復
旧
工
事
も
軌
道
に
の
り
、
鋭
意
工
事

中
で
あ
る
が
、
環
境
対
策
の
細
部
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

し
対
策
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
全
国
展
開
中
の

震
災
対
策
工
事
に
つ
い
て
も
、
高
速
道
路
周
辺
で
生
活
さ

れ
る
住
民
の
方
々
及
び
側
道
等
利
用
さ
れ
る
方
々
に
は
迷

惑
を
お
掛
け
し
な
い
様
、
広
報
等
十
分
に
実
施
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
o
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首
都
高
速
道
路
の
耐
震
性
向
上
対
策

首
都
高
速
道
路
公
団
保
全
施
設
部
保
全
技
術
課

寒さ

一
は
じ
め
に

兵
庫
県
南
部
地
震
に
よ
る
橋
梁
の
被
害
は
予
測
を
遥
か

に
越
え
た
も
の
で
あ
り
、
被
災
し
た
橋
梁
の
復
旧
は
も
と

よ
り
被
災
し
て
い
な
い
橋
梁
に
つ
い
て
も
新
た
に
検
討
す

べ
き
課
題
が
数
多
く
生
じ
た
。
首
都
高
速
道
路
は
供
用
延

長
二
四
七
･
八
如
の
内
、
そ
の
八
一
%
が
高
架
橋
で
あ
り
、

こ
の
耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る
事
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
供
用
路
線
の
耐
震
性
向
上
対
策
と
し
て
、
現

在
工
事
を
進
め
て
い
る
R
C
橋
脚
の
補
強
、
及
び
検
討
を

進
め
て
い
る
鋼
製
橋
脚
の
補
強
、
液
状
化
に
伴
う
地
盤
流

動
に
関
す
る
対
策
な
ど
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

二

既
設
R
C
橋
脚
の
補
強

既
設
R
C
橋
脚
の
補
強
は
、
｢兵
庫
県
南
部
地
震
に
よ
り

被
災
し
た
道
路
橋
の
復
旧
に
係
わ
る
仕
様

(平
成
七
年
二

月
)
｣、
『｢兵
庫
県
南
部
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
道
路
橋
の

復
旧
に
係
わ
る
仕
様
｣
の
準
用
に
関
す
る
参
考
資
料
国

(平
成
七
年
六
月
)』
(以
下
｢復
旧
仕
様
｣
及
び

｢参
考

資
料
｣
と
す
る
)
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
る
。

周
知
の
と
お
り

｢復
旧
仕
様
｣
で
は
、
横
方
向
拘
束
筋

(帯
鉄
筋
)
に
よ
る
拘
束
効
果
を
定
量
的
に
評
価
で
き
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
応
力
-
ひ
ず
み
曲
線
を
採
用
し
た
た
め
、

橋
脚
柱
の
耐
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
な
く
変
形
性
能
を
向

上
さ
せ
る
補
強
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
従
っ
て
、
補
強
の
考
え
方
と
し
て
は
、
基
礎
へ
の
影

響
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
事
を
第
一
に
考
え
、
柱
の

変
形
性
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
じ
ん
性
を

向
上
さ
せ
る
補
強
を
基
本
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
じ
ん
性
を
向
上
さ
せ
る
補
強
の
み
だ
け
で
は
耐

震
性
を
確
保
で
き
な
い
場
合
に
は
、
橋
脚
の
じ
ん
性
を
向

上
さ
せ
る
と
同
時
に
橋
脚
の
耐
力
を
向
上
さ
せ
る
補
強
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

具
体
的
な
工
法
と
し
て
、
じ
ん
性
を
向
上
さ
せ
る
補
強

は
鋼
板
を
巻
き
立
て
る
方
法
を
用
い
、
耐
力
を
向
上
さ
せ

る
補
強
は
鋼
板
巻
き
立
て
に
加
え
て
フ
ー
チ
ン
グ
に
定
着

し
た
ア
ン
カ
ー
を
補
強
鋼
板
に
取
り
付
け
る
方
法
を
用
い

て
い
る
。
な
お
、
鋼
板
巻
立
て
の
場
合
は
厚
さ
九
鰤
の
鋼

板
を
、
フ
ー
チ
ン
グ
定
着
ア
ン
カ
ー
は
D
三
二
･
五
〇
〇

m
ピ
ッ
チ
を
最
小
補
強
量
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
矩
形
断

面
橋
脚
の
柱
基
部
に
つ
い
て
は
、
鋼
板
に
よ
る
拘
束
効
果

を
さ
ら
に
十
分
な
も
の
と
す
る
た
め
円
形
に
鋼
板
を
巻
き

立
て
柱
面
と
鋼
板
の
間
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
充
填
す
る
方

法
を
標
準
と
し
て
い
る
。
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矩形断面橋脚の補強一般図

三

鋼
製
橋
脚
の
補
強
検
討

鋼
製
橋
脚
に
関
し
て
は
、｢復
旧
仕
様
｣
で
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
充
填
し
た
鋼
製
橋
脚
の
地
震
時
保
有
水
平
耐
力
の
評

価
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
効
果
的
な
方

法
で
十
分
な
耐
震
性
能
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
現

在
、
建
設
省
土
木
研
究
所
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
、
日
本

橋
梁
建
設
協
会
、
鋼
材
倶
楽
部
及
び
首
都
公
団
が
共
同
で
、

模
型
戦
荷
実
験
に
よ
る
検
討
を
実
施
中
で
あ
る
。
実
験
は

死
荷
重
に
相
当
す
る
軸
力
及
び
地
震
力
に
相
当
す
る
水
平

力
を
供
試
体
に
載
荷
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
共
同
研
究
で
は
、
各
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て

供
試
体
を
製
作
し
実
験
を
行
う
事
と
な
っ
て
い
る
。
首
都

公
団
に
お
い
て
は
、
第
一
段
階
と
し
て
次
に
述
べ
る
考
え

に
従
っ
て
三
つ
の
タ
イ
プ
の
既
設
橋
脚
の
補
強
に
対
応
さ

せ
た
供
試
体
を
製
作
し
そ
の
効
果
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ

と
と
し
た
。

橋
脚
補
強
に
あ
た
っ
て
は
、
現
場
で
の
施
工
性
を
考
慮

す
る
と
大
半
の
既
設
橋
脚
の
補
強
は
外
側
か
ら
施
工
で
き

る
方
法
が
理
想
で
あ
る
。
ま
た
、
R
C
橋
脚
と
同
様
に
基

礎
へ
の
影
響
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
耐
荷
力
の
向
上
を

最
小
限
に
抑
え
る
と
と
も
に
じ
ん
性
の
向
上
を
最
大
に
す

る
と
い
う
観
点
も
必
要
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
足

す
る
も
の
と
し
て
、

一
つ
め
の
タ
イ
プ
は
、
脚
外
面
か
ら

ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
間
に
横
リ
ブ
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

じ
ん
性
率
の
向
上
を
図
る
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
外
側
か

ら
の
補
強
が
建
築
限
界
等
の
条
件
に
よ
り
不
可
能
な
場
合

は
、
｢復
旧
仕
様
｣
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
橋
脚
内
部
に
充
填
す
る
こ
と
に
よ
り
、
局
部
座
屈
の

抑
制
･
抑
止
効
果
が
期
待
で
き
じ
ん
性
率
向
上
も
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
充
填
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
そ
の
効
果
の
把
握
や
充
填
範
囲
等
に
つ
い
て
不
明

な
点
も
あ
る
た
め
こ
れ
を
実
験
に
よ
り
解
決
す
る
必
要
が

あ
る
。
従
っ
て
、
橋
脚
内
部
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し

た
も
の
を
二
つ
め
の
タ
イ
プ
と
し
た
。
さ
ら
に
円
形
断
面

橋
脚
の
補
強
を
三
つ
め
の
タ
イ
プ
と
し
た
。
円
形
断
面
橋

脚
で
は
、
橋
脚
基
部
の
二
重
鋼
管
補
強
に
よ
っ
て
座
屈
後

の
変
形
性
能
を
向
上
さ
せ
る
効
果
、
す
な
わ
ち
、
じ
ん
性

の
向
上
を
図
る
事
と
し
た
。

首
都
公
団
担
当
分
の
載
荷
実
験
は
、
昨
年
末
よ
り
建
設

省
土
木
研
究
所
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
、

供
試
体
の
タ
イ
プ
を
増
や
す
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。
各

実
験
結
果
に
つ
い
て
早
急
に
検
討
を
行
い
、
効
果
的
な
鋼

製
橋
脚
の
補
強
方
法
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
工
事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
R
C
橋
脚
と

鋼
製
橋
脚
が
混
在
す
る
路
線
区
間
の
工
事
に
伴
う
街
路
の

交
通
規
制
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め
に
、
両
形
式

の
補
強
工
事
を
同
時
期
に
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

四

液
状
化
に
伴
う
地
盤
流
動
に
関
す
る
対
策

の
検
討

首
都
高
速
道
路
は
、
大
都
市
空
間
を
通
過
す
る
と
い
う

そ
の
特
殊
性
か
ら
、
河
川
等
の
護
岸
と
近
接
し
た
橋
脚
は

も
と
よ
り
護
岸
と
橋
脚
が
一
体
化
さ
れ
て
建
設
さ
れ
た
も

の
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
橋
脚
に
つ
い
て
は
、
地
震

時
の
液
状
化
に
起
因
す
る
地
盤
流
動
等
に
よ
る
影
響
が
想

定
さ
れ
、
適
切
な
対
策
工
法
の
確
立
が
望
ま
れ
る
。
こ
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
当
公
団
で
は

｢地
盤
流
動
に
伴

う
高
架
橋
の
影
響
に
関
す
る
調
査
研
究
委
員
会
｣
(委
員
長

"
塩
井
幸
武

八
戸
工
業
大
学
教
授
)
を
組
織
し
液
状
化

に
伴
う
地
盤
流
動
に
対
す
る
現
実
性
の
あ
る
対
策
を
検
討

し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
委
員
会
は
平
成
八
年
度
ま
で
開

催
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

五

酒
橋
防
止
対
策
の
検
討

首
都
高
速
道
路
で
は
、
以
前
か
ら

｢桁
か
か
り
長
の
確
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保
｣｢落
橋
防
止
装
置
の
設
置
｣｢可
動
支
承
の
移
動
制
限
装

置
の
設
置
｣
に
の
三
つ
を
満
足
さ
せ
る
も
の
と
し
て
落
橋

防
止
対
策
を
行
っ
て
き
た
。
｢復
旧
仕
様
｣
や
｢参
考
資
料
｣

に
よ
る
と
、
桁
か
か
り
長
に
余
裕
を
持
た
せ
る
こ
と
や
落

橋
防
止
装
置
を
複
数
設
置
す
る
こ
と
な
ど
が
う
た
わ
れ
て

お
り
、
支
承
に
つ
い
て
も
ゴ
ム
支
承
が
望
ま
し
て
と
さ
れ

て
い
る
。
既
設
橋
梁
に
こ
れ
ら
の
対
策
を
行
う
為
に
は
、

既
設
の
構
造
へ
適
合
さ
せ
る
事
や
施
工
空
間
が
狭
隣
な
事

等
の
困
難
が
伴
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
も
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
で
あ
り
、
現
在
、
具
体
的
な
対

策
方
法
を
得
る
た
め
に
、
公
団
内
部
に
ワ
ー
キ
ン
グ
を
組

織
し
て
精
力
的
に
検
討
中
で
あ
る
。
今
後
、
具
体
的
な
対

策
方
法
を
早
い
時
期
に
取
り
ま
と
め
、
実
施
工
に
移
る
予

定
で
あ
る
。

六

地
震
計
測
シ
ス
テ
ム
の
構
築

大
地
震
発
生
時
、
震
源
か
ら
の
距
離
や
地
盤
条
件
に
よ

り
路
線
や
地
域
で
異
な
っ
た
地
震
動
と
な
る
事
が
予
想
さ

れ
、
ま
た
、
構
造
物
の
特
性
に
よ
っ
て
そ
の
被
害
状
況
も

異
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
兵
庫
県
南
部
地
震
の
場
合

で
も
観
測
さ
れ
た
よ
う
に
、
特
に
直
下
型
地
震
の
場
合
は

こ
の
傾
向
が
強
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
当
公

団
で
は
、
地
震
発
生
後
の
種
々
の
対
応
を
迅
速
に
行
う
た

め
に
地
震
情
報
や
構
造
物
情
報
を
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
収

集
で
き
る
地
震
計
測
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
め
ざ
し
検
討
を

進
め
て
い
る
o

現
在
想
定
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
は
、
地
震
計
及
び
路
面

異
常
検
知
セ
ン
サ
ー
、
伝
送
装
置
、
中
央
装
置
、
表
示
装

置
よ
り
構
成
さ
れ
、
情
報
は
直
ち
に
中
央
装
置
に
伝
送
さ

れ
表
示
さ
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
路
面
異
常

検
知
セ
ン
サ
ー
は
、
桁
端
の
相
対
変
位
が
所
定
値
以
上
に

達
し
た
場
合
に
そ
の
異
常
の
有
無
を
検
知
す
る
も
の
と
し

て
い
る
。

現
在
、
シ
ス
テ
ム
全
体
を
構
築
す
る
前
段
と
し
て
地
震

計
の
設
置
位
置
の
具
体
的
検
討
や
路
面
異
常
検
知
セ
ン
サ
ー

の
構
造
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
実
施
に
向
か
っ
て
の

問
題
点
を
解
決
し
、
最
終
的
に
は
首
都
高
速
道
路
全
線
を

計
測
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
め
ざ
す
予
定
で
あ
る
。

七

お
わ
り
に

以
上
、
首
都
高
速
道
路
の
耐
震
性
向
上
対
策
に
つ
い
て
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写真 1 R C 橋脚補強工事状況

概
略
を
述
べ
て
き
た
が
、
R
C
橋
脚
及
び
鋼
製
橋
脚
の
補

強
工
事
は
平
成
九
年
度
ま
で
に
概
成
さ
せ
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
施
工
中
の
騒

音
に
つ
い
て
は
低
騒
音
の
施
工
機
械
を
使
用
す
る
な
ど
の

対
策
を
行
い
、
ま
た
、
工
事
に
伴
う
街
路
の
交
通
規
制
に

よ
り
予
想
さ
れ
る
渋
滞
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を

使
用
し
た
耐
震
補
強
工
事
の
P
R
に
よ
り
自
動
車
利
用
の

自
粛
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、
渋
滞
対
策
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
た
め
、
交
通
管
理
者
及
び
道
路
管
理
者
よ
り
構
成

さ
れ
る
協
議
会
を
組
織
す
る
な
ど
、
様
々
な
努
力
を
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
様
な
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
施

工
箇
所
付
近
の
方
々
や
道
路
利
用
者
及
び
関
係
者
の
方
々

に
は
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
事
業
の
重

要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
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阪
神
高
速
道
路
公
団
の
震
災
復
鰯

阪
鷲

速
道
路
公
団
計
画
部
計
画
第
-
課

雪
本

雄
彦

廉
〆を 　　　　　　　　　　　　
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同

ェ
務
部
ェ
務
第
一
課

仲

義
史

謙

/

は
じ
め
に

阪
神
高
速
道
路
公
団
は
、
昭
和
三
七
年
の
設
立
以
来
、

阪
神
都
市
圏
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
網
の
整
備
に
携
わ
っ
て
お
り
、

平
成
六
年
春
に
は
関
西
国
際
空
港
の
ア
ク
セ
ス
と
な
る
湾

岸
線
を
空
港
対
岸
の
泉
佐
野
市
か
ら
神
戸
市
六
甲
ア
イ
ラ

ン
ド
ま
で
全
線
開
通
さ
せ
、
営
業
路
線
一
五
路
線
、
供
用

延
長
も
二
〇
〇
如
に
達
し
た
。
一
日
の
平
均
利
用
台
数
は

九
一
万
台
を
数
え
、
関
西
圏
の
大
動
脈
と
し
て
、
産
業
･

経
済
･
文
化
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
発
展
に
寄
与
し
て

き
た
。

と
こ
ろ
が
、
昨
年
一
月
一
七
日
に
阪
神
･
淡
路
地
域
に

未
曾
有
の
大
災
害
を
も
た
ら
し
た

｢平
成
七
年
兵
庫
県
南

部
地
震
｣
が
発
生
し
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
に
お
い
て
も
、

三
号
神
戸
線
及
び
五
号
湾
岸
線
を
中
心
に
一
三
路
線
で
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
た
。

公
団
と
し
て
は
、
震
災
直
後
よ
り
順
次
、
復
旧
、
交
通

開
放
に
つ
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
残
る
三
号
神
戸
線

(月
見
山
-
武
庫
川
間
)
に
つ
い
て
、
平
成
八
年
一
〇
月

末
ま
で
の
早
期
復
旧
を
目
指
し
て
昼
夜
を
問
わ
ず
復
旧
工

事
に
邁
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
阪
神
高
速
道
路
の
震
災
復
旧
に
つ
い
て
、

主
に
三
号
神
戸
線
の
復
旧
工
事
の
状
況
及
び
交
通
状
況
、

さ
ら
に
今
後
の
震
災
対
策
に
つ
い
て
概
要
を
取
り
ま
と
め

て
い
る
。

一

阪
神
高
速
道
路
の
被
災
状
況

阪
神
高
速
道
路
公
団
で
は
、
被
災
直
後
に
全
線
通
行
止

と
し
、
各
路
線
で
緊
急
点
検
、
応
急
復
旧
工
事
を
行
い
、

表

完
了
し
た
路
線
、
区
間
か
ら
順
次
交
通
開
放
を
実
施
、
特

1 3号神戸線及び 5号湾岸線の被災の概要

路 線名 被 災 概 要

饑贓独
灘
開

瓣刎
厳
酷
り

獅婉弱諺

ネ

2

の
径

楓
滿
慮
継

鱒
鋼
u
q

励
婦
徴
鰯

壊
橋
繃
繃

倒
落
篇
篇

榊
等

)

等

)

動
)
等

動

浜

の

移
等
動

移

園

弱

脚
動
移

横

子
勾
舅

橋
移
桁
)
の

甲
弱
膨

市
度
翻

傷

、
傷
傷
(

宮
部
雛

損
傷
損
損
橋

西
瑳
46

承
損
承
承
大

、
桁

、
等
桁

(
36

(

支
承
支
支
ド

所
(
間
梁
(
支
(
(
ン

力
基
径
橋
橋
(
橋
橋
ラ

1

斑

幼

い
大

橋

川

大

イ

!
!
き

港

川

屋

戸

ア

橋

脚

桁

大

宮

夙

芦

神

甲

橋
橋
の
西
新
新
東
六

傷
傷
害

落
損
損
被
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区

二

区

ノ
ノ

水

第

　

　
　

て

に
被
害
の
大
き
か
っ
た
三
号
神
戸
線

(月
見
山
,
武
庫
川
)

れ楚

二
七
･
七
如
、
五
号
湾
岸
線

(中
島
ー
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド

図 1 阪神高速道路の主な被害発生箇所 (3号神戸線及び 5号湾岸線)

北
)
一
五
･
三
m
を
除
く
一
五
七
･
0
如
に
つ
い
て
は
、

二
月
末
ま
で
に
す
べ
て
交
通
開
放
を
行
っ
た
。
な
お
、
平

成
七
年
末
現
在
で
は
三
号
神
戸
線
の
月
見
山
-
武
庫
川
間

の
み
が
通
行
止
区
間
と
な
っ
て
い
る
。

兵
庫
県
域
の
三
号
神
戸
線
及
び
五
号
湾
岸
線
で
は
、
倒

壊
一
ケ
所
、
落
橋
五
ケ
所
を
初
め
と
し
て
全
線
に
わ
た
り

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
そ
の
被
災
概
要
を
表
ー
及
び
図

1
に
示
す
。

三
号
神
戸
線
に
お
い
て
は
、
被
災
直
後
よ
り
、
余
震
等

に
よ
る
二
次
災
害
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
対
策
を
実
施
し

た
。
こ
れ
は
、
三
号
神
戸
線
が
国
道
二
号
及
び
国
道
四
三

号
等
の
主
要
幹
線
道
路
上
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

国
道
等
の
交
通
確
保
と
安
全
確
保
の
た
め
、
損
傷
構
造
物

の
撤
去
、
桁
･
梁
の
支
保
工
の
設
置
、
鋼
板
巻
立
て
に
よ

る
橋
脚
補
強
、
二
四
時
間
常
時
監
視
な
ど
を
緊
急
的
に
実

施
し
た
も
の
で
あ
る
。

二

五
号
湾
岸
線
の
復
旧

五
号
湾
岸
線
に
つ
い
て
は
、
三
号
神
戸
線
の
代
替
ル
ー

ト
と
し
て
活
用
す
べ
く
震
災
直
後
よ
り
早
期
の
復
旧
に
努

め
、
三
月
一
八
日
、
西
宮
市
甲
子
園
浜
の
落
橋
箇
所
で
の

再
構
築
桁
の
一
括
架
設

(写
真
1
)、五
月
一
四
日
、
六
甲

ア
イ
ラ
ン
ド
大
橋
の
一
括
吊
り
上
げ
･
移
動

(写
真
2
)

と
復
旧
を
進
め
、
応
急
復
旧
が
完
了
し
た
区
間
か
ら
順
次
、

写真 2 六甲アイランド大橋の一括吊り上げ ･

鱗

′

六
動

セ

、

移

行

′′

め

道

写真 1 再構築桁の一括架設 (西宮市甲子園浜)



交
通
開
放
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
予
定
よ
り
三
ヶ
月
早
く
、

構
造
物
の
耐
震
性
向
上
の
他
に
、
情
報
収
集
･
提

を
図
る
た
め
、
種
々
の
工
事
、
工
法
の
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

七
月
一
日
に
全
線
の
交
通
開
放
を
完
了
し
た
。
一
一
月
現

供
の
機
能
強
化
、
災
害
寸

本
り
の

用
、
婢
後

･

"

日

と

刀
池
或
･
五

己

在
、
一
日
四
万
台
以
上
の
復
興
関
連
車
両
等
が
通
行
し
て

お
り
、
神
戸
の
復
興
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

三

三
号
神
戸
線
…の
復
旧

の

三
号
神
戸
線
の
復
旧
方
針

三
号
神
戸
線
の
一
日
で
も
早
い
復
旧
を
図
る
に
あ
た
っ

て
の
復
旧
方
針
は
次
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

①

よ
り
安
全
な
道
路
へ

(構
造
物
の
耐
震
対
策
)

平
成
七
年
二
月
二
七
日
付
け

｢兵
庫
県
南
部
地
震

に
よ
り
被
災
し
た
道
路
橋
の
復
旧
に
係
る
仕
様
｣
(復

旧
仕
様
)
に
適
合
す
る
よ
う
す
べ
て
の
構
造
物
に
つ

い
て
耐
震
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

･
橋
脚
の
補
強
(R
C
･
鋼
板
巻
立
て
併
用
工
法
等
)

･
桁
の
連
続
化
、
連
結
化

･
免
震
支
承
の
採
用

な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
今
回
規
模
の
地
震
に
余

裕
を
も
っ
て
耐
え
ら
れ
る
構
造
と
す
る
。

②

環
境
対
策
の
よ
り
一
層
の
充
実

復
旧
に
際
し
て
は
、
新
型
遮
音
壁
の
導
入
、
低
騒

音
舗
装
の
採
用
、
高
架
裏
面
吸
音
板
の
設
置
、
高
層

階
住
宅
対
応
と
し
て
の
高
遮
音
壁
の
設
置
、
桁
の
連

続
化
･
連
結
化
、
化
粧
板
の
設
置
な
ど
に
よ
り
環
境

や
景
観
へ
の
配
慮
を
よ
り
一
層
充
実
す
る
。

③

よ
り
災
害
に
強
い
道
路
に

供
の
機
能
強
化
、
災
害
対
策
体
制
の
整
備
、
避
難
･

誘
導
施
設
の
充
実
な
ど
種
々
の
地
震
対
策
を
行
う
。

の

復
旧
工
事
の
概
要

三
号
神
戸
線
の
復
旧
工
事
は
、
被
害
の
著
し
い
月
見
山
-

武
庫
川
間
二
七
･
七
蝿
に
つ
い
て
、
橋
脚
、
桁
な
ど
構
造

物
の
損
傷
の
程
度
に
応
じ
、
｢撤
去
･
再
構
築
｣
と
｢補
修
･

補
強
｣
に
よ
り
復
旧
す
る
も
の
で
あ
り
、
約
一
、
○
○
0

基
の
橋
脚
、
約
一
、
一
〇
〇
径
間
の
桁
の
う
ち
、
約
三
〇

〇
基
の
橋
脚
及
び
約
一
八
〇
径
間
の
桁
を

｢撤
去
･
再
構

築
｣
し
、
残
り
の
橋
脚
、
桁
を

｢補
修
･
補
強
｣
す
る
。

③

復
旧
工
事
の
実
施

三
号
神
戸
線
の
復
旧
工
事
は
、
二
七
･
七
虹
に
及
ぶ
大

規
模
か
つ
技
術
的
に
も
困
難
な
連
続
高
架
橋
の

｢撤
去
･

再
構
築
｣
あ
る
い
は

｢補
修
･
補
強
｣
と
い
う
初
め
て
の

工
事
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、

①

高
速
道
路
路
下
の
九
○
%
近
く
が
国
道
二
号
、
四

三
号
な
ど
の
主
要
幹
線
道
路
で
あ
り
、
そ
の
交
通
処

理
及
び
安
全
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

②

限
ら
れ
た
狭
陷
な
施
工
空
間
で
の
施
工
で
あ
る
こ

と
。
(国
道
の
片
側
二
車
線
通
行
を
確
保
し
た
う
え
、

二
次
災
害
防
止
対
策
の
ベ
ン
ト
を
存
置
し
た
ま
ま
で

の
施
工
)

③

国
道
沿
道
の
環
境
に
特
に
配
慮
し
つ
つ
工
事
を
行

う
必
要
が
あ
る
こ
と
o

と
い
う
厳
し
い
施
工
条
件
の
も
と
、
一
日
も
早
い
復
旧

帥

工
期
の
短
縮
と
周
辺
地
域
、
国
道
交
通
へ
の
配
慮

復
旧
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
現
場
条
件
に
合
わ
せ
て
、

設
計
･
施
工
の
両
面
か
ら
種
々
の
新
工
法
や
新
技
術
の
採

用
、
構
造
上
の
工
夫
を
導
入
し
、
可
能
な
限
り
工
期
の
短

縮
を
図
る
と
と
も
に
、
｢騒
音
｣
｢ホ
コ
リ
｣
な
ど
周
辺
地
域

の
方
々
へ
の
影
響
が
少
な
く
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

ま
た
、
路
下
の
国
道
等
の
交
通
規
制
が
少
な
く
な
る
よ

う
、
工
法
の
工
夫
や
休
日
･
夜
間
工
事
の
実
施
な
ど
に
よ

り
配
慮
し
て
い
る
o

①

新
工
法
の
採
用

損
傷
橋
脚
の
撤
去
に
あ
た
っ
て
の
ワ
イ
ヤ
ー
ソ

ー
工
法
、

マ
ッ
ク
ス
キ
ャ
リ
ア
工
法

(写
真
3

･

図
2
)、
パ
ワ
ー
リ
フ
ト
工
法
な
ど
の
採
用
。

②

新
技
術
の
採
用

再
構
築
橋
脚
に
お
い
て
、
柱
部
を
R
C
構
造
、
梁

を
鋼
製
と
し
、
現
場
で
の
柱
部
施
工
と
工
事
で
の
梁

部
製
作
を
並
行
作
業
と
し
て
工
期
短
縮
を
図
る
鋼
製

梁
構
造
の
採
用
。

③

構
造
上
の
工
夫

再
構
築
桁
に
お
い
て
、
R
C
床
版
を
鋼
床
版
と
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
現
場
で
の
施
工
期
間
を
短
縮
。

◎

復
旧
工
事
の
進
捗
状
況

復
旧
工
事
は
、
三
号
神
戸
線
二
七
･
七
蝿
を
二
五
工
区

に
分
割
し
、
現
在
、
上
部
工
事
、
下
部
工
事
と
も
に
全
線

に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
い
る
。
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平
成
七
年
三
一月
一
五
日
時
点
で
の
復
旧
工
事
の
進
捗

は
、
損
傷
構
造
物
の
撤
去
工
に
つ
い
て
は
、
上
部
工
が
ほ

ぼ
完
了
し
、
下
部
工
は
七
五
%
が
完
了
し
た
。

再
構
築
に
つ
い
て
は
、
上
部
工
で
八
五
%
が
工
場
製
作

を
中
心
に
実
施
中
で
あ
り
、
下
部
工
は
七
四
%
を
実
施
中

で

一
九
%
が
完
了
し
て
い
る
。
深
江
地
区
の
倒
壊
し
た

区
間
に
お
い
て
も
橋
脚
の
再
構
築
が
進
ん
で
い
る

(写

真
4
)。

補
修
･
補
強
に
つ
い
て
は
、
上
部
工
で
六
一
%
を
実
施

中
で
う
ち
一
七
%
は
完
了
し
て
い
る
。
下
部
工
は
、
八
八

%
を
実
施
中
で
う
ち
六
二
%
分
は
完
了
し
て
い
る
。

バ
メ
こご
き
滋
でき

　
　
　
　　
　

¥
を
き
送籍
靜き

⑩

｢京
橋
5
摩
耶
｣
間
の
交
通
開
放

三
号
神
戸
線
の
う
ち

｢京
橋
j
摩
耶
｣
間
三
･
二
如
に

つ
い
て
は
、
工
期
の
短
縮
に
よ
り
当
初
予
定
よ
り
一
ヶ
月

半
早
く
、
平
成
八
年
二
月
一
九
日
に
交
通
開
放
を
予
定
し

て

い
る
。

こ
れ
は
、
沿
道
の
方
々
や
関
係
者
の
ご
理
解
に
よ
り
大

規
模
な
交
通
規
制
や
昼
夜
兼
行
工
事
が
実
施
で
き
た
こ
と

や
工
事
の
施
工
方
法
等
の
創
意
工
夫
に
よ
り
工
期
の
短
縮

が
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
交
通
開
放
に
よ
り
、

大
阪
方
面
か
ら
と
五
号
湾
岸
線
、
ハ
ー
バ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ

等
を
経
由
し
て
、
神
戸
市
中
心
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
が

も
巍
蟻な,そ

ぎ
斌
　　　
　　

写真 5 ｢京橋~座耶｣ 間 橋脚補強状況

J 6 道行セ 96.1

写真4 深江地区 橋脚再構築状況

写真 3 マックスキャリア工法図 2 マックスキャリア工法
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確
保
さ
れ
、
渋
滞
緩
和
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

(写
真
5
)。

の

一
日
も
早
い
全
線
復
旧
を
め
ざ
し
て

｢京
橋
-
摩
耶
｣
以
外
の
区
間

(二
四
･
五
霞
)
に
つ

い
て
は
、
当
初
、
平
成
八
年
末
を
目
標
に
復
旧
工
事
の
進

捗
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
関
係
機
関
･
沿
道

の
方
々
･
利
用
者
の
方
々
の
ご
理
解
･
ご
協
力
に
加
え
、

各
種
工
法
の
工
夫
等
に
よ
り
、
｢若
宮
上
尾
橋
｣
間
七
･

六
如
と

｢摩
耶
ー
深
江
｣
間
六
･
二
皿
に
つ
い
て
は
約
四

ケ
月
間
工
事
期
間
を
短
縮
し
、
平
成
八
年
八
月
末
ご
ろ
に
、

｢月
見
山
-
若
宮
｣
間
一
･
四
如
と

｢深
江
-
武
庫
川
｣

間
九
･
三
虹
に
つ
い
て
は
約
二
ヶ
月
間
工
事
期
間
を
短
縮

し
、
平
成
八
年
一
○
月
末
ご
ろ
に
交
通
開
放
が
可
能
な
見

通
し
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
三
号
神
戸
線
全
線
の
通
行
が

可
能
と
な
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
を
め
ざ
し
て
全
力
を
あ

げ
て
復
旧
工
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四

交
通
量
及
び
交
通
処
理

の

三
号
神
戸
線
の
交
通
量
と
役
割

阪
神
高
速
道
路
三
号
神
戸
線
は
、
国
道
二
号
及
び
国
道

四
三
号
等
の
幹
線
道
路
と
共
に
神
戸
･
阪
神
間
地
区
の
東

西
交
通
の
大
動
脈
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

図
3

(次
ペ
ー
ジ
)
に
示
す
と
お
り
、
震
災
前
に
は
神

戸
市
･
芦
屋
市
界
近
傍
の
芦
屋
川
断
面
で
約
一
〇
二
千
台

/
日
、
神
戸
市
内
の
灘
区
･
東
灘
区
界
断
面
で
約
一
一
五

千
台
/
日
の
交
通
量
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
断
面
の
総
交
通

3
蟆

図

量
の
約
四
割
を
分
担
し
て
い
る
。

ま
た
図
4
の
と
お
り
利
用
交
通
量

(
一
八
七
千
台
/
日
)

の
八
割
以
上
が
神
戸
市
や
阪
神
間
を
発
着
す
る
交
通
量
で

あ
り
、
被
災
地
域
の
社
会
、
経
済
活
動
に
密
接
に
関
わ
り

の
あ
る
路
線
と
な
っ
て
い
る
。

②

震
災
後
の
交
通
量

地
震
か
ら
一
ヶ
月
経
っ
た
二
月
の
時
点
で
は
、
阪
神
高

速
三
号
神
戸
線
及
び
五
号
湾
岸
線
の
不
通
に
加
え
、
国
道

四
三
号
で
は
三
号
神
戸
線
の
二
次
災
害
防
止
の
た
め
の
応

急
工
事
に
よ
る
車
線
規
制
を
実
施
し
て
お
り
、
鉄
道
等
の

表 2 芦屋川断面交通量の推移単位(千台/日)

震 災 前
平成 6 年10月

震災後 (平成7年)

日
ハ
り& 目

"
4 日
~
n

号

号

線

線
･

2

3

岸
戸

睾
湾
神

達

号

号

国
国
5

3

約
説
28

102

43

33

3

一

僻
41

11

一

轤

41

49

一

計
比前災

断
震 総 ぷ総濃
①震災前交通量 :平成 6年度全国道路交通セ

ンサス結果。
②震災後交通量 :阪神高速道路公団調べ。

注

不
通
と
相
ま
っ
て
、
被
災
地
域
の
交
通
事
情
は
極
端
に
悪

化
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
断
面
交
通
量
が
激
減
し
て
お

り
、
震
災
前
の
約
三
割
に
な
っ
た

(表
2
)。

こ
の
間
、
緊
急
物
資
輸
送
や
復
興
工
事
関
連
車
両
の
東

西
方
向
の
輸
送
路
の
確
保
を
図
る
た
め
、
湾
岸
線
ル
ー
ト

の
復
旧
を
急
ぎ
、
一
月
二
八
日
か
ら
は
、
湾
岸
線
の
一
部

区
間

(南
芦
屋
浜
-
魚
崎
浜
)
と
湾
岸
側
道
の
併
用
に
よ

り
緊
急
復
興
車
両
の
交
通
を
確
保
す
る
等
応
急
復
旧
に
努

め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
四
月
一
〇
日
に
は
鳴
尾
浜
ー
南
芦

屋
浜
の
落
橋
区
間
の
復
旧
完
了
等
に
よ
り
、
湾
岸
線
が
魚

崎
浜
ま
で

(上
り
線
は
深
江
浜
ま
で
)
一
般
車
に
も
夜
間

の
み
交
通
開
放
さ
れ
、
さ
ら
に
七
月
一
日
に
は
六
甲
ア
イ

ラ
ン
ド
北
ラ
ン
プ
ま
で
夜
間
及
び
日
曜
･
祝
日
に
も
一
般

開
放
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
七
月
一
一
日
現
在
で
は
、
六
甲
ア
イ
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国道2号

ハーバーハイウエイ

骰道路

震災前 震災後 I

芦屋川断面 -
筬災前 震災後

灘 ･東灘区界断面

　　　　　　　/ } . -　 　 　　

名神高速道路
＼

震災前 震災後

長田 ･須磨断面 　　 　　　
　

国道2号

西神戸有料道路 麓ノ
銹
~-＼
路 /

　　　 　

交通量 ; 1 0 0 0台 /日 (平日) 【
震災前 ; 平成 6年度道路交通センサス の

　　　　　　　　 　
震災後 ; 平成 7 年 4月 19日調査 網

平成了年末現在通行止め区間 月見山 ~ 武庫川間 L = 2 7 . 7 km

図 3 阪神地区主要断面交通量の比較 (震災前、震災後)



ラ
ン
ド
で
接
続
す
る
港
湾
幹
線

(
ハ
ー
バ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
)

の
部
分
開
通
な
ど
も
あ
り
、
断
面
で
、
湾
岸
線
の
交
通
量

は
震
災
前
の
七
割
増
と
な
っ
て
お
り
、
断
面
総
交
通
量
で

も
震
災
前
の
約
六
割
近
く
ま
で
徐
々
に
復
活
し
て
き
て
い

る
%と

は
い
え
、
断
面
交
通
容
量
は
絶
対
的
に
不
足
し
て
お

り
、
こ
れ
に
よ
る
交
通
混
雑
が
被
災
地
域
の
経
済
活
動
や

市
民
生
活
の
大
き
な
制
約
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
震
災
に
あ
た
っ
て
、
三
号
神
戸
線
の
果
た
し
て

き
た
役
割
の
大
き
さ
を
改
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
一
日

も
早
い
復
旧
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五

今
後
の
震
災
対
策

表 3 震災対策緊急補強等事業
(3号神戸線兵庫地区を除く)

工 種 全体計画(概算数量) 事業期間

緊 急 橋 脚 補 強 4
,
800 (基) H

,
7 ~ H,
9

落橋防止装置改良 弗箇贓 露H~8H

支 承 取 替

“
銘H~8"HM

総合防災施設設置

⑨ "H~8H

災
対
策
緊
急
補
強
等
事
業
｣
を
実
施
す
る
も
の
で
、
そ
の

内
容
は
、
表
3
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
橋
脚
の
粘
り
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
緊
急
橋
脚
補
強
。
耐
震
連
結
装
置
の

改
良
に
加
え
、
橋
軸
方
向
及
び
橋
軸
直
角
方
向
の
桁
移
動

制
限
装
置
を
設
置
す
る
落
橋
防
止
装
置
改
良
。
支
承
の
免

震
化
を
図
り
、
地
震
力
を
分
散
さ
せ
る
た
め
の
支
承
取
替

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
緊
急
橋
脚
補
強
に
つ
い
て
は
平
成
七

年
度
か
ら
三
ヶ
年
で
、
そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
は
平
成

八
年
度
か
ら
五
ヶ
年
計
画
で
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
建
設
中
並
び
に
今
後
建
設
さ
れ
る
路
線
の

橋
梁
構
造
物
に
対
し
て
も
、
｢橋
、
高
架
の
道
路
等
の
新
設

及
び
補
強
に
係
わ
る
当
面
の
措
置
に
つ
い
て

(平
成
七
年

五
月
二
五
日
付
け
建
設
省
道
有
発
第
三
六
号
)｣
に
基
づ
い

0
ノ

て
所
要
の
対
策
.
補
強
を
実
施
し
て
い
く
o

3

②

高
速
道
路
利
用
者
の
安
全
対
策
強
化

1

全
て
の
路
線
に
つ
い
て
震
度
五
以
上

(七
号
北
神
戸
線

セ一丁

は
震
度
四
以
上
)
の
地
震
の
発
生
に
よ
り
、
直
ち
に
入
ロ

藏

を
閉
鎖
し
通
行
止
と
す
る
と
と
も
に
直
ち
に
安
全
性
確
認

の
た
め
の
緊
急
点
検
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
地
震
発
生
時

に
は
道
路
情
報
板
、
道
路
情
報
ラ
ジ
オ
や
自
動
電
話
案
内

等
に
よ
っ
て
き
め
細
か
い
情
報
提
供
を
行
い
、
避
難
･
誘

導
の
た
め
非
常
出
口
等
の
避
難
誘
導
施
設
の
整
備
拡
充
を

行
う
と
と
も
に
、
非
常
時
に
お
け
る
対
処
方
法
に
つ
い
て

の
広
報
活
動
の
充
実
な
ど
お
客
さ
ま
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
の
諸
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

③

震
災
対
策
体
制
の
整
備

地
震
動
等
の
情
報
収
集
を
強
化
す
る
た
め
各
路
線
に
地

震
計
を
増
設
す
る
と
と
も
に
、
災
害
に
よ
る
被
害
状
況
等

の
情
報
収
集
や
情
報
提
供
、
復
旧
工
事
の
た
め
の
構
造
物

デ
ー
タ
の
管
理
等
の
災
害
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す

る
。
ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
無
線
に
よ
る
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
強
化
し
、
電
力
供
給
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
等
の

拡
充
を
図
る
と
と
も
に
地
震
発
生
時
に
迅
速
な
対
応
を
一

元
的
か
つ
総
合
的
に
行
う
た
め
、
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
。
な
お
、
こ
の
施
設
は
平
常
時
に
は
情
報
管
理

や
防
災
訓
練
、
防
災
意
識
の
啓
発
活
動
に
活
用
す
る
。

阪
神
高
速
道
路
公
団
と
し
て
は
、
今
回
の
震
災
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
貴
重
な
教
訓
を
今
後
の
高
速
道
路
の
建
設
、

管
理
に
生
か
し
、
震
災
対
策
の
よ
り
一
層
の
強
化
充
実
を

図
る
た
め
、
次
の
事
柄
に
つ
い
て
早
急
に
対
策
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

①

構
造
物
の
安
全
性
の
強
化

今
回
の
地
震
で
被
災
し
た
三
号
神
戸
線
や
五
号
湾
岸
線

等
の
橋
梁
構
造
物
に
つ
い
て
は

｢復
旧
仕
様
｣
に
基
づ
い

て
、
今
回
規
模
の
地
震
に
対
し
て
も
余
裕
を
も
っ
て
耐
え

ら
れ
る
よ
う
再
構
築
や
補
修
補
強
を
行
い
、
橋
脚
の
柔
軟

性
や
粘
り
の
向
上
を
図
っ
て
、
鋭
意
復
旧
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
o

一
方
そ
の
他
の
供
用
中
路
線
に
つ
い
て
も
、全
線
に
｢震



お
わ
り
に

阪
神
･
淡
路
大
震
災
か
ら
早
一
年
が
経
過
し
て
い
る
。

神
戸
や
阪
神
間
の
街
は
着
実
に
復
興
に
向
か
っ
て
い
る

も
の
の
、
道
路
交
通
機
能
が
ま
だ
完
全
に
復
旧
し
て
お
ら

ず
、
復
興
に
対
し
て
十
分
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
出
来
な
い

状
況
で
あ
り
、
我
々
道
路
事
業
に
携
わ
る
も
の
に
と
っ
て

は
非
常
に
残
念
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
日
で
も
早
い
三
号
神
戸
線
の
復
旧
が
、
被

災
地
域
の
復
興
に
欠
く
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
地
域
の

熱
い
期
待
に
応
え
る
た
め
、
当
公
団
と
し
て
昼
夜
兼
行
で

復
旧
工
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
種
々
の
課
題
が
あ
り
厳
し
い
条
件
は

あ
る
も
の
の
全
線
復
旧
ま
で
の
目
処
が
な
ん
と
か
見
え
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
関
係
機
関
の
ご
支
援
、

ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
一
日
で
も
早
い
全
線
復

旧
の
た
め
今
後
と
も
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を

賜
る
よ
う
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

ま
た
阪
神
高
速
道
路
公
団
と
し
て
は
、
今
後
震
災
復
旧

工
事
と
と
も
に
、
引
き
続
き
従
前
ど
お
り
、
湾
岸
線
、
北

神
戸
線
等
明
石
海
狭
大
橋
関
連
路
線
の
整
備
、
神
戸
･
阪

神
間
の
臨
海
部
と
内
陸
部
を
梯
子
状
に
接
続
す
る
ラ
ダ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
大
阪
地
区
で
の
第
二
環
状
線
の
整
備
、

京
都
都
市
高
速
の
整
備
等
の
計
画
を
進
展
さ
せ
て
い
く
予

定
で
あ
り
、
今
回
の
経
験
に
無
駄
な
く
す
る
こ
と
な
く
、

地
震
等
の
災
害
に
も
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
努
め

る
も
の
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第

で
あ
る
。

本
誌
は
、
平
成
二
年
四
月
の
創
刊
以
来
、
皆
様
の
御
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

度
、
誌
面
の
な
お
一
層
の
充
実
の
た
め
、
読
者
の
皆
様
方
か
ら
の
原
稿
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

日
頃
道
路
･
道
路
行
政
に
対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
、
現
場
か
ら
の
生
の
話
題
、
ユ
ニ
ー

ク
な
試
み
、
海
外
へ
の
出
張
報
告
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
立
場
か
ら
自
由
に
テ
ー
マ
を
選
び
、

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
五
-
-
0
枚
程
度
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

奮
っ
て
の
御
応
募
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
投
稿
原
稿
の
採
否
、
掲
載
号
、
送
り
ガ
ナ
等
文
章
表
現
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務

局
に
御
一
任
下
さ
い
。
掲
載
原
稿
に
つ
き
ま
し
て
は
、
薄
謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

宛
先

〒
-
0
0

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
ニ
ー
一
-
三

建
設
省
道
路
局
路
政
課
内

｢道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
｣
事
務
局



翹
圓
/
圓
圓
幻
迩
圓
園
圓
國
馳
劃
己
蠅

兵
庫
県
南
部
地
震
の

明
石
海
峡
大
橋
へ
の
影
響
と
そ
の
後

、

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
ェ
務
部
ェ
務
第
課

長

森

章

巡群
きいメ

明
石
海
峡
大
橋
は
、
神
戸
市
垂
水
区
舞
子
と
淡
路
島
北

端
の
松
帆
を
結
ぶ
全
長
三
、
九
一
0
m
の
吊
橋
で
あ
る
。

兵
庫
県
南
部
地
震
の
震
源
域
は
、
淡
路
島
の
西
側
を
発
し
、

架
橋
地
点
の
東
側
を
抜
け
て
神
戸
市
街
へ
と
連
な
る
帯
状

の
地
域
で
、
本
橋
に
と
っ
て
こ
の
地
震
は
ま
さ
し
く
直
下

型
の
大
地
震
で
あ
っ
た
。

本
橋
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
既
に
本
誌
筋
年
四
月

号
で
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
概
要
を
述
べ
、

そ
の
後
の
工
事
経
過
を
紹
介
す
る
。

一

明
石
海
峡
大
橋
へ
の
影
響

地
震
発
生
時
に
は
、
本
橋
の
基
礎
、
主
塔
は
す
で
に
出

来
上
が
り
、
メ
イ
ン
ケ
ー
ブ

ル
の
ス
ト
ラ
ン
ド
と
呼
ば
れ

る
ケ
ー
ブ
ル
束
を
全
て
架
設
し
、
全
体
を
一
三
面
の
円

い
ケ
ー
ブ
ル
形
状
に
仕
上
げ
る
作
業
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ

っ
た
。

地
震
後
の
点
検
に
よ
っ
て
、
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
周
辺
の
埋

め
立
て
護
岸
が
沈
下
す
る
な
ど
仮
設
物
等
に
軽
微
な
損
傷

は
見
ら
れ
た
が
、
基
礎
･
主
塔
･
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
吊
橋
構

造
物
本
体
に
は
何
ら
の
損
傷
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

淡
路
島
の
西
岸
に
並
行
す
る
野
島
断
層
の
動
き
か
ら
見

て
、
明
石
海
峡
大
橋
の
み
な
ら
ず
、
関
連
す
る
陸
上
部
に

も
広
範
囲
に
わ
た
り
地
盤
変
動
が
及
ん
で
い
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
た
た
め
、
G
P
S

(グ
ロ
ー
バ
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
)
測
量
に
よ
り
、
建
設
区
間
の
基
準
点
相
互

の
相
対
変
動
を
調
査
し
た
。
こ
の
結
果
、
本
橋
の
主
塔
基

礎
間
が
約
八
〇
伽
広
が
り
、
淡
路
島
側
の
側
径
間
が
約
三

0
m
広
が
る
な
ど
、
別
途
実
施
し
た
光
波
測
量
、
渡
海
水

準
測
量
結
果
に
合
致
す
る
各
基
礎
の
相
対
的
変
位
も
確
認

さ
れ
た
。

ま
た
、
水
中
カ
メ
ラ
や
音
波
調
査
に
よ
る
工
事
海
域
内

の
海
底
調
査
で
は
基
礎
本
体
が
支
持
地
盤
上
を
滑
動
し
た

形
跡
は
見
ら
れ
ず
、
周
辺
海
域
地
盤
に
も
大
き
な
変
状
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
と
明
石
海
峡
周
辺
の
測
量
基
準
点

の
変
動
量
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
基
礎
の
変
位
は
、
広

範
囲
の
支
持
地
盤
の
動
き
に
伴
っ
て
生
じ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
、
橋
梁
基
礎
の
安
全
性
に
問
題
は
無
い
と
判
断
さ
れ

た
。二

基
礎
の
変
位
に
伴
う
構
造
上
の
対
応

こ
れ
ら
の
基
礎
の
変
位
に
伴
う
橋
体
本
体
の
変
形
形
状
、

部
材
応
力
等
を
精
査
し
た
結
果
、
工
学
的
に
問
題
と
な
ら

な
い
範
囲
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

地
震
時
に
は
路
面
を
直
接
支
え
る
補
剛
桁
と
こ
の
桁
を



メ
イ
ン
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
吊
る
す

ハ
ン
ガ
ー
ロ
ー
プ
は
製
作

段
階
に
入
っ
て
い
た
が
、
径
間
の
広
が
り
に
対
し
て
は
こ

れ
か
ら
製
作
す
る
桁
の
一
部
を
長
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ハ
ン
ガ
ー
ロ
ー
プ
に
つ
い
て
は
バ
ン
ド
位
置
と
ハ
ン
ガ
ー

ロ
ー
プ
長
の
微
調
整
で
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

三

工
事
の
現
況

明
石
海
峡
大
橋
の
工
事
は
、
昨
年
の
夏
場
に
主
塔
付
近

四
ヶ
所
、
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
前
面
二
ヶ
所
で
、
ク
レ
ー
ン
船

に
よ
る
大
ブ
ロ
ッ
ク
一
括
仮
設
に
よ
っ
て
補
剛
桁
の
一
割

強
を
仮
設
し
、
そ
の
路
面
を
作
業
基
地
と
し
て
徐
々
に
海

峡
中
央
部
に
向
か
っ
て
補
剛
桁
の
張
り
出
し
仮
設
を
行
っ

て
い
る
。

陸
上
部
に
お
い
て
は
、
神
戸
側
の
土
被
り
の
薄
い

(五

0
i
五
m
)、
片
側
三
車
線
の
大
断
面
ト
ン
ネ
ル
、
舞
子

ト
ン
ネ
ル

(延
長
三
･
三
畑
)
の
掘
削
中
で
あ
っ
た
が
、

仮
設
の
中
壁
等
に
ク
ラ
ッ
ク
が
入
っ
た
程
度
で
、
大
き
な

損
傷
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
架
設
中
の
陸
上
部
橋
梁
、
高
架
橋
で
も
架
設
用

機
材
、
架
設
完
了
部
の
一
部
に
亀
裂
等
の
若
干
の
被
害
を

受
け
た
も
の
の
、
本
体
構
造
物
に
重
大
な
損
傷
は
生
じ
な

か
っ
た
。

土
工
部
で
は
の
り
面
の
亀
裂
や
、
擁
壁
、
テ
ー
ル
ア
ル

メ
等
の
一
部
に
亀
裂
が
生
じ
た
程
度
で
、
建
設
事
業
に
大

き
な
手
戻
り
と
な
る
よ
う
な
影
響
は
発
生
し
な
か
っ
た
。

工
事
の
進
捗
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
は
、
工
事

用
の
進
入
路
の
舗
装
割
れ
や
、
た
め
池
の
堤
体
等
に
入
っ

た
ク
ラ
ッ
ク
に
よ
る
漏
水
対
策
に
よ
っ
て
貯
水
期
と
の
関

係
で
工
程
調
整
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
、
周
辺
地
域
の
震

災
復
旧
の
た
め
重
機
･
労
務
･
資
材
調
達
に
影
響
が
生
じ

た
こ
と
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
影
響
も
お
よ
そ
一
ヶ
月
程

度
で
回
復
し
、
現
在
は
初
期
の
目
標
で
あ
る
平
成
九
年
度

未
完
成
を
目
指
し
て
工
事
を
進
め
て
い
る
。
今
年
の
秋
に

は
明
石
海
峡
の
上
空
を
補
剛
桁
が
架
け
渡
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。四

お
わ
り
に

本
橋
の
製
作
･
架
設
･
施
工
の
品
質
管
理
は
超
長
大
橋

梁
で
あ
る
が
故
に
非
常
に
厳
し
く
設
定
さ
れ
、
各
種
の
部

材
･
構
造
物
･
工
種
が
同
時
平
行
で
施
工
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
基
礎
位
置
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
海
峡
全
体
の

断
層
デ
ー
タ
を
検
討
し
て
決
定
し
た
。

兵
庫
県
南
部
地
震
は
明
石
海
峡
大
橋
に
と
っ
て
、
ま
さ

に
直
下
型
の
大
地
震
で
あ
っ
た
が
、
大
き
な
損
傷
も
な
く
、

一
部
の
構
造
の
手
直
し
で
対
応
可
能
な
影
響
で
あ
っ
た
。

本
事
業
の
完
成
が
西
日
本
の
経
済
活
動
を
活
性
化
す
る

と
と
も
に
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
被
災
地
の
復
興
の
一
助

に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
完
成
に
邁
進
し
て
ま
い
り
た

い
。

明石海峡大橋架設現状



阪
神
の淡
路
大
震
災
時
の
道
路
変
通
情
報
活
動

財
団
法
人

日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー

一

は
じ
め
に

一
年
前
の
平
成
七
年

一
月
一
七
日
未
明
に
発
生
し
た

｢阪
神
･
淡
路
大
震
災
｣
は
、
近
代
化
の
進
ん
だ
都
市
を

襲
っ
た
我
が
国
初
の
都
市
直
下
型
地
震
で
あ
り
、
人
的
被

害
は
勿
論
の
こ
と
、
道
路
に
お
い
て
も
高
速
道
路
か
ら
市

町
村
道
に
至
る
ま
で
広
範
囲
に
被
災
し
、
現
在
も
な
お
そ

の
傷
跡
を
残
し
て
い
る
o

当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
地
震
発
生
後
直
ち
に

｢非
常

災
害
対
策
本
部
｣
を
設
置
し
、
警
察
庁
、
建
設
省
及
び
日

本
道
路
公
団
等
と
の
連
携
の
下
に
道
路
交
通
情
報
の
収
集
･

提
供
に
努
め
、
セ
ン
タ
ー
の
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
業
務

の
遂
行
を
図
っ
た
。

二

非
常
体
制
に
つ
い
て

地
震
に
よ
る
甚
大
な
被
害
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
当

セ
ン
タ
ー
は
創
設
以
来
初
め
て

｢非
常
災
害
対
策
本
部
｣

を
設
置
し
、
二
四
時
間
体
制
を
敷
く
と
と
も
に
、
大
阪
事

務
所
長
に
非
常
体
制
を
指
示
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
大
阪
事
務
所
は
、
直
ち
に

｢地
域
非
常

災
害
対
策
本
部
｣
を
設
置
し
、
大
阪
、
神
戸
セ
ン
タ
ー
等

九
セ
ン
タ
ー
及
び
阪
神
高
速
道
路
公
団
大
阪
管
理
部
駐
在

等
六
駐
在
に
非
常
体
制
に
よ
る
二
四
時
間
体
制
等
の
勤
務

体
制
の
特
別
強
化
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
管
内

セ
ン
タ
ー
･
駐
在
に
対
し
て
も
必
要
に
応
じ
た
勤
務
体
制

の
強
化
を
図
っ
た
。

ま
た
、
大
阪
事
務
所
以
外
の
事
務
所
(東
京
･
名
古
屋
･

福
岡
)
に
お
い
て
も
、
管
内
の
関
係
す
る
セ
ン
タ
ー
･
駐

交通管制パネルダウンの状況 (兵庫県警内)



在
に
対
し
て
勤
務
体
制
等
の
強
化
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、

大
阪
事
務
所
管
内
の
セ
ン
タ
i
に
応
援
の
人
員
を
派
遣
し
、

業
務
に
遺
漏
の
な
い
よ
う
努
め
た
。

さ
ら
に
、
本
部
に
お
い
て
は
｢警
察
庁
災
害
対
策
本
部
｣

に
職
員
を
派
遣
し
て
業
務
連
絡
等
の
万
全
を
図
っ
た
。

そ
の
後
、
道
路
の
復
旧
に
併
せ
て
、
関
係
管
理
者
と
協

議
の
う
え
各
セ
ン
タ
ー
、
駐
在
等
の
非
常
体
制
は
順
次
解

除
し
、
最
終
的
に
、
二
月
二
四
日
を
も
っ
て

｢非
常
災
害

1
月
31
日

1
月
30
日

1
月
21
日

1
月
20
日

阪神公団神戸駐在

に)
ん

1
月
郎
日

鰔
阪
1ふ
り“

1
月
耳
目

注

　

平成 5 年度 (年間) の日平均を1.00とした場合の指数である。
阪神公団神戸駐在は、 1月17日は出勤不能であった。

電話による提供回数指数 ( 1月17日から 1月31日)

1
月
的
日

皸

対
策
本
部
｣
を
解
散
し
、
併
せ
て
各
事
務
所
に
非
常
体
制

の
解
除
を
通
告
し
た
。

三

主
な
業
務
内
容

地
震
発
生
直
後
、
通
常
二
四
時
間
体
制
を
と
っ
て
い
る

大
阪
、
九
段
及
び
名
古
屋
の
三
セ
ン
タ
ー
は
直
ち
に
緊
急

の
連
絡
体
制
を
敷
き
、
緊
密
な
連
携
の
下
に
ラ
ジ
オ
、
テ

レ
ビ
及
び
電
話
に
よ
り
情
報
の
提
供
を
行
っ
た
。

ま
た
、
近
畿
圏
の
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
劣
悪
な
環
境
の

中
、
電
話
に
よ
る
提
供
は
勿
論
の
こ
と
、
ラ
ジ
オ
･
テ
レ

ビ
の
定
時
放
送
に
加
え
、
放
送
局
の
要
請
に
応
じ
て
特
別

番
組
に
よ
る
放
送
や
報
道
機
関
等
の
取
材
へ
の
対
応
を
行

っ
た
。

さ
ら
に
、
放
送
終
了
後
に
お
い
て
も
、
各
放
送
局
に
対

し
て
逐
次
道
路
交
通
情
報
の
放
送
原
稿
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
に

よ
り
送
付
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
道
路
交
通
情
報
の
提
供

を
行

っ
た
。

全
国
的
に
は
、
被
災
地
に
向
か
う
緊
急
車
両
及
び
被
災

地
を
迂
回
す
る
車
両
の
通
行
に
関
す
る
情
報
需
要
に
応
え

る
た
め
、
警
察
庁
及
び
建
設
省
の
依
頼
を
受
け
て
、
全
セ

ン
タ
ー
、
駐
在
に
お
い
て

｢緊
急
輸
送
ル
ー
ト
交
通
情
報

コ
ー
ナ
ー
｣
を
設
置
し
、
通
行
止
等
の
交
通
規
制
情
報
及

び
渋
滞
情
報
に
加
え
、
関
西
方
面
へ
の
乗
り
入
れ
自
粛
広

報
や
迂
回
路
情
報
を
電
話
、
ラ
ジ
オ
等
に
よ
り
情
報
提
供

を
行
っ
た
。

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
作
成
の
前
述
ラ
ジ
オ
･
テ
レ
ビ
放

-

在

,

靴

　
　　
　

　
　
　
　

OU

QO

ワ･I

QU

にU

指数

神戸センター



送
時
刻
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

｢放
送
時
刻
表
｣
を
、
近

畿
地
方
へ
向
か
う
高
速
道
路
の
主
要
サ
!
ビ
ス
エ
リ
ア
に

急
遮
追
加
配
布
し
た
。

ま
た
、
建
設
省
の
依
頼
を
受
け
て
、
被
災
地
に
お
け
る

生
活
物
資
･
再
建
資
財
等
の
輸
送
を
担
う
特
殊
車
両
の
通

行
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
、
｢特
殊
車
両
通
行
道
路
情
報

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
サ
ー
ビ
ス
｣
を
東
京
及
び
大
阪
に
お
い
て

開
始
し
た
。

四

電
話
回
線
に
つ
い
て

近
畿
地
区
に
お
い
て
は
提
供
用
電
話
回
線
を
臨
時
に
二

一
回
線
増
設
し
て
、
幅
輳
す
る
情
報
需
要
に
出
来
る
限
り

対
応
す
る
よ
う
努
め
た
。

し
か
し
、
震
災
の
影
響
に
よ
り
業
務
用
電
話
回
線
の
多

く
が
交
信
不
能
状
態
と
な
り
、
情
報
収
集
業
務
の
支
障
と

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
｢道
路
交
通
情
報
放
送
時
刻
表
｣
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
各
地
の
ラ
ジ
オ
、
テ

レ
ビ
で
道
路
交
通
情
報
を
放
送
す
る
時
間
や
放
送
局
が
一

目
で
わ
か
る
番
組
表
の
ほ
か
、
各
地
の
情
報
セ
ン
タ
ー
の

電
話
番
号
や
高
速
道
路
の
渋
滞
予
測
な
ど
を
掲
載
し
て
い

る
も
の
で
す
。

全
国
の
情
報
セ
ン
タ
ー
や
高
速
道
路
の
主
要
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
な
ど
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　

,
l た ら

　　　　　　　　　　 　 　々 め

な
っ
た
。
こ
の
反
省
を
受
け
て
、
日
本
道
路
公
団
各
管
理

局
と
主
要
セ
ン
タ
ー
間
で
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
開
設
や
N

T
T
災
害
時
優
先
電
話
指
定
の
追
加
申
請
な
ど
、
非
常
災

害
時
に
速
や
か
に
対
処
で
き
る
よ
う
順
次
整
備
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五

お
わ
り
に

今
回
の
大
震
災
に
お
い
て
、
的
確
な
情
報
の
提
供
は
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
べ
き
役
割
を

改
め
て
痛
感
し
、
ま
た
、
充
分
な
対
応
が
と
れ
た
か
反
省

し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

特
に
、
今
回
、
管
理
者
の
車
両
感
知
機
等
が
地
震
に
よ

り
倒
壊
し
、
管
制
板
に
よ
る
道
路
交
通
情
報
の
収
集
が
困

難
な
状
態
が
生
じ
、
管
理
者
か
ら
極
め
て
限
定
的
な
情
報

し
か
収
集
で
き
ず
、
被
災
さ
れ
た
方
々
や
被
災
地
へ
向
か

ら
と
ぶ

　
　
　　

24時間体制で情報の収集 ･提供に努める大阪センター
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わ
れ
る
方
へ
満
足
で
き
る
情
報
を
伝
え
ら
れ
ず
歯
痒
く
感

じ
た
。

今
回
の
震
災
を
契
機
と
し
て
、
現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
の

｢非
常
対
策
実
施
要
綱
｣
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
各
管
理
者
と
の
連
携
の
下
、
道
路
交
通
情
報

を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
の
業
務
の
あ
り
方
や
体
制
等
を

さ
ら
に
点
検
、
検
討
、
改
善
を
行
い
、
更
な
る
充
実
を
図

ろ
う
と
し
て
い
る
。



阪
神
の淡
路
大
震
災
と
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

･
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
管
理

建
設
省
道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室
課
長
補
佐

久
川
憲
四
郎

一
は
じ
め
に

平
成
七
年
一
月
一
七
日
未
明
に
発
生
し
た
淡
路
島
を
震

源
地
と
す
る
M
七
･
二
の
直
下
型
兵
庫
県
南
部
地
震

(震

災
名

｢阪
神
･
淡
路
大
震
災
｣)
は
、
神
戸
市
を
中
心
と

し
た
淡
路
島
及
び
阪
神
地
域
に
未
曾
有
の
大
被
害

(死
者

六
、三
○
八
名
、
負
傷
者
三
四
、九
〇
〇
名
、
消
失
家
屋
七
、

五
〇
〇
戸
、
倒
壊
等
被
害
家
屋
二
三
0
、0
0
0
戸
、
避

難
者
三
〇
0
、0
0
0
人
、
被
害
総
額
お
よ
そ
一
〇
兆
円
)

を
も
た
ら
し
た
。

一
方
、
道
路
の
地
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
通
信
、
電
気
、

ガ
ス
、
水
道
、
下
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
大
被

害
を
被
っ
た

(注
1
)。
こ
の
た
め
、
被
災
者
を
始
め
広

域
に
わ
た
る
地
域
住
民
が
社
会
生
活
に
大
き
く
支
障
を
き

た
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
緊
急
復
旧
作
業
の
支
援
に

｢道

路
管
理
シ
ス
テ
ム

(R
O
A
D
I
S
)｣
(注
2
)
が
大
い

に
活
用
さ
れ
、
現
在
も
本
格
復
旧
事
業
等
で
積
極
的
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。

二

道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
の
し
く
あ
と
機
能

道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
と
は
、
道
路
と
道
路
占
用
物
件
に

関
す
る
各
種
の
情
報
を
コ
ン
ビ
ュ
i
夕
･
マ
ッ
ピ
ン
グ
技

術
を
活
用
し
て
総
合
的
に
管
理
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
接
続
に

よ
っ
て
道
路
管
理
者
や
公
益
事
業
者
に
、
こ
の
情
報
を
正

確
か
つ
迅
速
に
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
、
道
路
･
地
形
の
地
図
情
報

(S

=
1
/
5
0
0
)
と
道
路
の
地
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
占

用
物
件

(電
柱
･
マ
ン
ホ
ー
ル
等
の
地
上
の
占
用
物
件
も

含
む
)
の
位
置
等
の
図
形
情
報
、
及
び
諸
施
設
の
構
造
、

埋
設
管
路
の
材
質
な
ど
の
属
性
情
報
が
入
力
さ
れ
て
お
り
、

必
要
と
す
る
地
点
の
情
報
の
検
索
･
更
新
を
容
易
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
o

コ
ン
ピ
ュ
!
夕

･
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
活
用
し
た
シ
ス

テ
ム
は
、
デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
絵
柄
を
単
に
写

真
の
よ
う
に
把
握
す
る
だ
け
で
な
く
、
個
々
の
絵
柄
が
座

標
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
絵
柄
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
柄
の
数
量

(距
離
や
面
積
)
を
把
握

す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
o

シ
ス
テ
ム
は
、
道
路
･
地
形
及
び
各
占
用
物
件
等
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
が
複
数
の
レ
イ
ヤ
ー

(箪
笥
の
引
き
出
し
の
よ

う
に
階
層
化
さ
れ
た
も
の
)
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
必

要
に
応
じ
全
部
又
は
一
部
の
情
報
を
重
ね
合
わ
せ
て
出
図

す
る
こ
と
が
で
き
る

(図
1
)。
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(財)道路管理センター

①道路管理者の委託を受けて道路に関するデ
ータの入力、更新を行います。(公益事業
者から委託された場合には占用物件につい
ての入力、更新も行います。)
②データを管理し、道路管理者及び公益事業

o　
　
い
路
行
道
　
　
　

　
　
　
　
　
　

の
一
に

て
デ
者

　
　
　
　
　

塀
し
殿
移
用

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

道

セ
登
報

　　　
①(財)道路管理センターのコンピュータのデ
ータベースに登録された既設物件の埋設位
置等の地図情報をグラフィック ･ディスプ
レイの画面に表示し、占用申請時の審査に
活用するほか、道路工事の支障となる占用
物件があるかどうかを確認します。
②占用物件に関する各種統計処理、占用料の
計算等のデータを出力します。
③道路工事調整などの図面等について、必要
に応じて端末等から参照します。

電力線レイヤ マンホール･ハンドホール･盤中冒路･圀欝めゞ拭胄･自杠注･他社柱、電力鰕、銭増頻、配電鱈頚、その他

電話線レイ マンホール、ハンドホール、ブル、師短め･携眥、日直、脣、電話不ツクス、その他

ガス管レイヤ 本支轡、撰蟷冒、瀉芭、搦胃、ガバナ、利しブ、その他

水道管レイヤ マンホール、配水冒、総水冒･弱趨、摘冒･同水井･消火栓･空気弁、その他

下水道管レイヤ膏議さ雨失敬負讓も離講ぜ蛮譜湧藝蟻濠溌、その他

地下鉄レイヤ 蛭体、證盟孔、出入口、距癪張中感櫨･その他

電気通信、電気、ガス、水道、下水道、地下
鉄、その他の公益事業者
①デジタイザー等の入力装置により占用物件
に係るデータの入力、更新を行います。
②グラフィック ･ディスプレイに表示された
道路及び他の企業の既埋設物件等のデータ
により空スペースを把握し、施設の敷設計
画を策定します。
③静電プロッター等の出力装置により出力し
た図面で占用許可申請の図面を作成します。
④道路工事調整に必要な工事計画図面、調書

図 - 道路管理システムのイメージ

道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
･
構
築
･
運
用
は
節
道
路

管
理
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
お
り
、
東
京
二
三
区
と
一
○
政

令
市
域
内

(仙
台
市
･
千
葉
市
を
除
く
)
の
道
路
管
理
者

及
び
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
等
公
益
事
業
者
を
合
わ
せ
た

一
〇
八
機
関
が
、
各
々
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
又
は
端
末
機
を

鰯
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
連
結
さ
せ
利
用
、
情
報
化
社
会
に
相
応
し
い
道

路
管
理
の
高
度
化
･
シ
ス
テ
ム
化
の
推
進
を
図
っ
て
い
る

(図
2
)。

三

道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
緊
急
復
旧
作

業
の
支
援

関
西
地
域
の
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
㈱
道
路
管
理
セ

ン
タ
ー
の
関
西
地
区
支
部

(大
阪
市
)
に
ホ
ス
ト
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
配
置
し
て
お
り
、
神
戸
支
部
及
び
京
都
支
部

は
、
こ
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
各
々
の
端
末
機
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
連
結

･
稼
働
さ
せ
て
い
る
。

阪
神
･
淡
路
大
震
災
に
よ
り
、
神
戸
支
部
は
そ
の
後
一

週
間
に
わ
た
っ
て
就
業
不
能
に
陥
っ
た
が
、
関
西
地
区
支

部
及
び
京
都
支
部
で
は
特
に
目
立
っ
た
被
害
も
な
く
、
翌

日
に
は
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
業
務
が
再
開
さ
れ
た
。
従

っ
て
、

神
戸
市
域
内
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
二
支
部
に
よ
っ

て
道
路
管
理
者
、
公
益
事
業
者
か
ら
の
シ
ス
テ
ム
出
図
の

要
請
に
対
処
す
る
た
め
の
体
制
を
固
め
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
道
路
管
理
者
か
ら
の
出
図
要
請
を
見
越
し
、

神
戸
市
域
内
の
大
幹
線
道
路
で
あ
る
一
般
国
道
二
号

(L
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地形レイヤ 行威界、皰番･醤区･割=･綵直･目鯨棚･その他

道路レイ



=
三
○
･
四
樋
)
及
び
四
三
号

(L
=
七
･
六
如
)
の
全

区
間
の
道
路
･
地
形
及
び
占
用
物
件
位
置
図

(S
=
1
/

5
0
0
、
S
=
1
/
1
0
0
0
、
カ
ラ
ー
A
o
判
、
一
メ
ッ

シ
ュ
=
横
四
○
○
M
X
た
て
三
〇
0
M
)
を
出
図
し

(図

3
)、
提
供
で
き
る
よ
う
作
業
を
開
始
し
て
い
っ
た
。
(数

日
後
に
要
請
あ
り
)。

出
図
の
作
業
は
、
サ
ポ
ー
ト
会
社
か
ら
の
オ
ペ
レ
ー
タ

の
応
援
も
得
て
、
二
交
替
に
よ
る
終
日
作
業
や
徹
夜
作
業

に
ま
で
及
ん
だ
。
日
々
出
図
さ
れ
た
道
路
･
地
形
及
び
占

用
物
件
位
置
図
は
職
員
が
交
通
機
関

(部
分
運
行
状
態
の

ス
タ
す
と

に

業
更

で

シ

ン
ま

タ

ス

事

･
夕

社

セ
れ

一
一

益
カ

ー

目

当
か

ユ
ベ

公
出

ュ

、

、
分
ピ

タ

る
入
ピ

は

と

に

ン

一

い
の
ン

成

合
合

コ
デ

て
件

コ

機

場
場

の

、

し
物

の

器

る
る

一
し

o
有

社
れ

機

い
ず

夕
続
ず
保

目
ぞ

の

て
用

ン
接
ま
を

、
れ

者
者

し
利

セ
で
き

ム
は
そ

業
業

有
を
当

ン
で
テ
て

、

事
事

保
末

に
イ

ス
ス
い
は

益
益

を
端

共

ラ
セ
シ
お
務

公
公

ム
の
者

ン
ク
社

に
業

e

テ

ー
両

オ
ア
目
者
新

グラフィック ･ディスプレイ、ハード 自社システムを保有している公
益事業

コピーなどを設置し、当センターのコ 者においては、自社物件の入出力 ･更

シピュータにオンラインで接続して刺 新業務は、それぞれのコンピュータで

します。 処理し、オンライン接続または磁気テ

ープ交換によりデータの授受を行います。

図 2 道路管理システムのハードウエアの構成

各公益事業者の機器構成は、自社シス

テムを保有している場合と、当センタ

ーの端末を利用する場合に分かれます。

と
デ

ッ

0

ド

コ
利

　
　
　
　

　
　
　

辺

し
電
し

、
タ
続

周
プ
静
置

イ

ン
接

の
ス

、
設

レ
セ
で

そ

ィ

一
を

プ
当

ン

と
デ
ピ
ど

ス

、
イ

一
夕

･
コ
な

ィ
し
ラ

夕

一
ク
ド
タ

デ
置

ン

ン

ュ
ッ

一
ン

･
設
オ

セ
ピ

ィ
ハ
リ

者
ク
を

に

理

ン
フ

、
プ

理

ッ
ど
夕

0

管

コ
ラ
ザ
字

管

ィ
な

一
す

路
ト
グ
イ
漢

路

フ

一
ュ
ま

道

ス
て
夕

、

道

ラ
ピ
ピ
し

●
ホ
し

ジ
タ

●
グ

コ
ン
用

鉄
道
、
船
、
バ
ス
)
を
乗
り
継
い
で
道
路
管
理
者
に
配
達

方
式
で
届
け
た
。

そ
の
後
、
神
戸
支
部
も
業
務
を
再
開
し
、
道
路
管
理
者
、

公
益
事
業
者
か
ら
の
シ
ス
テ
ム
出
図
の
要
請
に
対
処
し
て

い

っ
た
。

こ
う
し
て
、
三
月
末
ま
で
に
道
路
･
地
形
及
び
占
用
物

件
位
置
図
三
、六
〇
〇
枚
、
避
難
所
位
置
図
一
三
、
○
○
0

枚
を
ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
し
た
。
三
一月
末
ま
で
に
提
供
し

た
道
路

･
地
形
及
び
占
用
物
件
位
置
図
は

=
、
0
0
0

枚
を
越
え
て
い
る

(資
料
-
)。

以
上
が
、
震
災
の
緊
急
復
旧
作
業
の
支
援
と
し
て
、
道

路
管
路
者
、
公
益
事
業
者
に
提
供
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
出
図

の
状
況
で
あ
る
。
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
出
図
は
、

主
に
三
方
法
に
よ
り
利
用
さ
れ
た
。

第
一
は
、
道
路
占
用
物
件
と
し
て
埋
設
さ
れ
て
い
る
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
位
置
･
構
造
等
に
関
す
る
図
面
や
属
性
情

報
が
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
の
設
備
の
緊
急
復
旧
工
事

の
際
に
、
被
災
箇
所
の
復
旧
計
画
立
案
･
復
旧
工
事
の
図

面
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

阪
神
.
淡
路
大
震
災
の
特
徴
の
一
つ
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
大
被
害
を
被

っ
た
こ
と
に
あ
る
が
、
こ
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
緊
急
復
旧
工
事
に
は
、
他
の
公
益
事
業
者
の
占
用

物
件
の
最
新
埋
設
状
況
が
一
目
瞭
然
の
道
路
管
理
シ
ス
テ

ム
が
、
大
い
に
役
立

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
あ
る
事
業

者
等
は

｢も
し
、
こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

･
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
が
な
か
っ
た
ら
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
の
混
乱
に
陥
っ
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図 3 道路管理システム出図 (カラー 7色、 A O判、 s ==1/500、 1メッシュ==横400 M X たて300 M )
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/ {＼てて
い
た
と
思
わ
れ
る
｣
と
感
想
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　　
　
　

更
)
の
簡
素
化
の
取
扱
い
を
行
っ
た
。

第
二
は
、
道
路
･
地
形
及
び
占
用
物
件
位
置
図
が
被
災

道
路
の
応
急
復
旧
工
事
に
関
連
し
て
、

･
既
存
埋
設
物
件
の
占
用
状
況
の
把
握
用

･
道
路
復
旧
工
事
の
た
め
の
掘
削
･
ボ
i
リ
ン
グ
作
業

用
･
被
災
地
域
の
状
況
説
明
用

･
被
災
箇
所
の
調
査
及
び
復
旧
計
画
立
案
用

･
災
害
査
定
用

･
街
区
確
定
用

資料 1 阪神 ･淡路大震災に係る道路管理システム出図の利用状況について
平成 7年 1月17日 ~ 平成 7年12月末日)

鰤道路管理センター神戸支部

提 出 先 図面の種類 件数 枚 数 使 途 摘 要

建設省

近畿地方建設局
道路地形図 ･復興計画策定の原資料

全占用物件

兵庫国道工事事務回
道路地形図 ･被災道路復旧に際し、既存占用物件の把握

熟 全占用物件

神戸市 土 木 局
道路地形図 嘲

案

説
用
立

長
旧
画

市
復
計

戸
査
旧

神
調
復

の
の
の

城
所
所

地
箇
箇

災
災
災

被
被
被全占用物件

各土木事務所
(6事務所)

道路地形図 覇復工査旧調復のの所所
定

箇
箇
査

災
災
害

被
被
災全占用物件

下 水 道 局
図
水
件

形
上
物

地
+
用

路

占

道

全
･中水道代替施設の検討資料
･被災箇所の復旧工事用

水 道 局
図
水
件

形
上
物

地
+
用

路

占

道

全
･被災箇所の復旧工事用 ェ竣

用
の
活
)

所
て
中

箇
し
討

災
と
検

被
図
(

交 通 局
道路地形図 ･地下鉄復旧方法検討資料

全占用物件

都市計画局
道路地形図

飜
用
用
旧

査
料
復

調
資
の

所
定
所

箇
確
箇

災
区
災

被
街
被全占用物件

災害対策本部
(7区対策本部)

避難所位置図 緘実
料

し
料
資

出
資
動

炊
認
活
、確
の

布
否
ア

配
安
ィ

資
の
テ

物
者
ン

援
災
ラ

救
被
ポ

日 本 電 信 電 話 ㈱
図
T
件

形
T
物

地
飜
用

路

占

道

全

請
復
復

申
の
の

用
所
所

占
箇
箇

路
災
災

道
被
被

案立
用

用
画
事

面
計
工

繃
乱
臍
栂
占
電
用

路
(
活

道
面
て

大 阪 ガ ス ㈱
図
ス
件

形
ガ
物

地
+
用

路

占

道

全

用
用
事
事肛肛

徊
御
の
の
所
所
箇
箇
災
災
被
被

関 西 電 力 ㈱
図
係
件

形
関
物

地
+
用

路

占

道

全 鴎掴舶購わ占箇路災道被 図
し
請
と
由
.)
用
柱
占
電
用

路
(
活

道
面
て

阪神高速道路公団
道路地形図 櫛御臘高架高全占用物件

そ㈱
セ
･
理管路道㈱ 道路地形図

全占用物件

計

道路地形図

潮の国厭
用
轍
計
↓

醐
禦
蜻
↓

槻査調鰯※
全占用物件

避難所位置図

･
中
水
道
代
替
施
設
の
検
討
用

･
地
下
鉄
復
旧
方
法
の
検
討
用

･
共
同
溝
整
備
計
画
の
検
討
用

･
阪
神
高
速
道
路
復
旧
計
画
用

等
々
の
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
も

積
極
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
o

第
三
は
、
道
路
工
事
調
整
業
務
用
の
背
景
図
デ
ー
タ

(S
=
1
/
1
5

0
0
0
)
を
活
用
し
て
作
成
し
た
被
災

区
毎
の
避
難
所
位
置
図

(A
3
判
表
面
)
(図
4
)
及
び
、

避
難
所
一
覧
表
(A
3
判
裏
面
)
の
提
供
で
あ
る
。

こ
の
避
難
所
位
置
図
･
一
覧
表
は
神
戸
支
部
の
職
員
が

災
害
対
策
本
部
に
お
も
む
き
、
被
災
者
救
援
活
動
に
従
事

し
て
い
る
中
で
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
各
区
の
災
害
対

策
本
部
に
提
供
さ
れ
、
食
料
･
水
や
救
援
物
資
の
配
給
用
、

被
災
者
の
安
否
確
認
案
内
用
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
用
、

各
避
難
所
間
の
相
互
連
絡
用
等
多
種
多
様
な
方
面
で
活
用

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

四

シ
ス
テ
ム
出
図
の
利
用
効
果

道
路
管
理
者
、
公
益
事
業
者
か
ら
は
、
シ
ス
テ
ム
出
図

の
利
用
に
よ
っ
て
、
以
下
の
と
お
り
復
旧
工
事
の
早
期
完

成
に
大
き
く
役
立
っ
た
と
さ
れ
、
ま
た
現
在
も
い
た
る
と

こ
ろ
で
シ
ス
テ
ム
出
図
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

･
測
量
･
調
査
･
現
地
確
認
に
要
す
る
時
間
が
大
幅
に

短
縮
さ
れ
た
。

･
埋
設
占
用
物
件
位
置
図
の
作
成
に
要
す
る
時
間
が
大

5 0 道イテセ 96.1



避難所位置図 (長田区)、、ノノ
成駆
霊に避難所一覧表1隧

⑧略

幅
に
短
縮
さ
れ
た
。
(手
作
業
だ
と
気
の
遠
く
な
る

よ
う
な
時
間
を
要
し
た
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
)

･
自
社
の
図
面
と
照
合
し
な
が
ら
利
用
で
き
た
。

･
他
事
業
者
の
埋
設
占
用
物
件
位
置
確
認
が
大
幅
に
短

縮
さ
れ
た
。

･
多
方
面
に
わ
た
り
経
費
･
要
員
が
不
要
と
な
り
大
き

く
節
約
で
き
た
。

五

道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
と
防
災
対
策

道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
に
大
災
害
が
発
生
し
た

男

　

　
六

三

時
に
、
道
路
管
理
者
及
び
公
益
事
業
者
に
と
っ
て
必
要
不

可
欠
か
つ
、
唯

一
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

阪
神
･
淡
路
大
震
災
で
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う

に
災
害
復
旧
等
の
支
援
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
き
て
い

る
･0こ

れ
は
、
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
常
日
頃
か
ら

占
用
許
可
申
請
業
務
や
道
路
工
事
調
整
業
務
、
道
路
･
占

用
物
件
管
理
業
務
を
処
理
し
て
き
た
た
め
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
業
務
に
必
要
な
各
種
の
情
報
を
迅
速
に
デ
!
夕
ベ
ー

ス
化
し
、
図
面
に
反
映
さ
せ
、
そ
の
結
果
と
し
て
最
新
情

図 4 避難所位置図 (A 3判、表面)

報
の
図
面
が
活
用
で
き
た
こ
と
に
大
き
く
起
因
し
て
い
る
。

一
般
的
に
、
今
回
の
よ
う
な
大
災
害
時
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ
せ
る
に
あ
た

っ
て
は
、
①

コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
含
む
ハ
ー
ド
機
器
が
操
作
で
き
る
人
員
の
確

保
の
有
無

(交
通
手
段
の
途
絶
等
に
よ
る
予
期
せ
ぬ
事
象

有
り
)
②
デ
ー
夕
べ
!
ス
の
被
害
の
有
無
③
必
要
事
項
に

か
か
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
整
備
の
可
否
④

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
含
む
ハ
ー
ド
機
器
の
稼
働
の
有
無
な
ど
の
点
を
ク
リ
ア

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
、
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
は
、

ウ
イ
ー
ク
リ
ー
型
で
、
近
郊
の
倉
庫
会
社
に
磁
気
テ
ー
プ

に
よ
っ
て
保
管
を
委
託
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
大
震
災
で
は
、
こ
れ
ら
も
一
緒
に
被
災
す
る
可
能

性
が
非
常
に
高
い
。
従
っ
て
、
遠
隔
地
の
他
支
部
に
お
い

て
も
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
で
き
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
築

く
必
要
が
あ
り
、
地
震
災
害
対
策
の
全
般
に
つ
い
て
鰯
道

路
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
早
急
に
調
査
･
検
討
を
開
始

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六

お
わ
り
に

道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
現
在
、
日
常
業
務
の
中
で
日
々

利
用
さ
れ
て
い
る
状
況
下
に
あ
る
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が

今
回
の
大
災
害
時
に
役
立
っ
た
の
は
、
災
害
が
発
生
し
て

初
め
て
稼
働
さ
せ
た
り
、
特
別
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
準
備

し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
で
あ

っ

た
の
で
は
な
く
、
日
頃
か
ら
十
分
に
使
い
こ
な
さ
れ
て
き

道行セ 96,1 5メ



た
シ
ス
テ
ム
で
あ

っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
従

っ
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に
活
用
し
て
い
く

た
め
防
火
水
槽
の
位
置
や
交
通
障
害
箇
所
と
い
っ
た
災
害

対
策
上
必
要
な
情
報
の
入
出
力
及
び
検
索
機
能
を
追
加
拡

充
し
、
様
々
な
局
面
で
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
な
よ
り

良
い
シ
ス
テ
ム
に
向
け
て
発
展
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
未
だ
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
な

い
都
市
へ
の
拡
大
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

もあ
る
。

な
お
、
過
日
神
戸
市
長
か
ら
㈱
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
に

対
し
礼
状
を
頂
い
た
こ
と
は
、
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
が
阪

神
･
淡
路
大
震
災
の
復
旧
等
の
支
援
に
大
い
に
役
立
っ
た

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

注
1

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
災
状
況

①
通

信
･ー
･･○
停
電
の
た
め
三
〇
万
加
入
超
が
不
通

(翌
日
回
復
)

○
ケ
ー
ブ
ル
切
断
に
よ
り
一
九
万
加
入
超
が
不
通

(
一

月
末
ま
で
に
家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
も
の
を
除
き
概
ね

復
旧
完
了
)

②
電

気
!
････○
約

一
〇
〇
万
戸
で
停
電

(地
震
直
後
は
一
時
的
に
約

二
六
〇
万
戸
が
停
電
、
一
月
二
三
日
停
電
解
消
)

③
ガ

ス
･･･ー
○
約
八
五
万
八
千
戸
で
供
給
が
停
止

(う
ち
家
屋
の
倒

壊
等
に
よ
り
復
旧
不
能
約
一
六
万
五
千
戸
を
除
き
四

月
一
日
復
旧
完
了
)

④
水

道
･･････○
約
一
二
〇
万
戸
が
断
水

(二
月
末
ま
で
に
一
部
の
地

区
を
除
き
応
急
復
旧
完
了
、
四
月
一
七
日
完
了
)

⑤
下
水
道
i
!
○
管
路
施
設
の
被
害
一
、
六
〇
〇
箇
所

○
下
水
処
理
場
施
設
の
被
害
は
八
処
理
場

(処
理
能
力

が
約
1
/
2
に
低
下
し
た
が
七
処
理
場
は
そ
の
後
短

期
間
に
回
復
、
残
り
の
一
処
理
場
が
四
月
一
七
日
に

仮
復
旧
完
了
)

注
2

R
O
A
D
I
S
･･････幻
0ゅQ
>
貸
巳
巳
脾
｢鑓宮
ob
群
偽
白
日
翼
8
ロ

の
で
盟
の日

の
略

注
3

道
路
啓
開
-･!
･地
震
後
の
初
期
に
お
い
て
、
道
路
損
傷
、
道
路
上

の
崩
土
、
倒
壊
物
、
放
置
車
両
な
ど
の
交
通
障
害

物
に
よ
り
通
行
不
能
と
な
っ
た
道
路
に
つ
い
て
、

応
急
復
旧
作
業
や
障
害
物
除
去
に
よ
り
、
避
難
･

救
護
･
救
急
対
策
等
の
緊
急
輸
送
機
能
の
回
復
を

図
る
こ
と



一
は
じ
め
に

一
一
月
九
日
困
ー

=
日
田
の
三
日
間
、
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
で
第
二
回
I
T
S
世
界
会
議
95
横
浜
が
開
催
さ
れ
た
。

I
T
S

(甘
言
--淹
目
[
弓
｢mb
g
o
ユ
リ
ャ
盟
の日
工
局
度
道

路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
は
、
最
先
端
の
情
報
通
信
技
術
を
用

い
た
道
路
と
車
両
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
に
よ
り
、
宍

滞
情
報
の
提
供
、
高
速
道
路
料
金
の
自
動
収
受
、
さ
ら
に

は
安
全
運
転
の
支
援
な
ど
を
実
現
す
る
新
し
い
交
通
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
事
故
、
渋
滞
と
い
っ
た
現
在
の
道
路
交
通

が
抱
え
る
課
題
解
決
の
切
り
札
と
し
て
世
界
的
に
大
き
な

期
待
を
集
め
て
る
。
ま
た
、
同
時
に
、
自
動
車
産
業
や
情

報
通
信
産
業
分
野
に
お
い
て
新
し
い
市
場
を
創
出
し
、
大

き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
点
で
も
大
い
に
期
待
さ
れ
て

い
る
。

既
に
米
国
や
欧
州

(E
C
)
で
は
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
I
T
S
の
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
特

に
米
国
に
お
い
て
は
、
一
九
九
五
年
だ
け
で
二
〇
〇
億
円

を
超
え
る
国
家
予
算
を
研
究
開
発
に
投
入
し
、
全
米
各
地

で
約
八
〇
の
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
を
展
開
し
て
い
る
。
日

本
で
も
本
年
二
月
に
政
府
と
し
て
I
T
S
の
推
進
を
決
定

し
、
建
設
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
五
省
庁
が
I
T
S
の

推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
建
設
省
で
は
I
T

S
の
研
究
開
発
を
更
に
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
来
年
度

予
算
で
は
研
究
開
発
予
算
を
は
じ
め
I
T
S
関
連
予
算
の

大
幅
拡
大
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

I
T
S
世
界
会
議
は
、
こ
の
よ
う
に
世
界
規
模
で
進
め

ら
れ
て
い
る
I
T
S
の
国
際
協
力
･
協
調
を
推
進
す
る
目

的
で
日
･
米
･
欧
の
提
唱
に
よ
り
昨
年
設
置
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
昨
年
一
一
月
に
第
一
回
目
が
パ
リ
で
開
催
さ
れ
、

第
二
回
ー
T
S
艫
界
会
議
邨
横
浜
⑭
開
催
報
告

建
設
省
道
路
局
企
画
課



今
回
の
横
浜
会
議
が
第
二
回
目
の
開
催
と
な
る
。

横
浜
会
議
は
、
国
内
外
の
行
政
担
当
者
、
学
識
経
験
者
、

企
業
等
の
ト
ッ
プ
を
は
じ
め
、
三
七
ヵ
国
、
三
、
○
○
○

人
を
超
え
る
参
加
者
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

開
会
式
は
、秋
篠
宮
殿
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
日
、米
、欧

の
代
表
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
取
り
組
み
や
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、各
国
の
産
学
官
の
責
任
者
に
よ
る
活
発
な
意

見
交
換
が
三
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
並
行
し

て
行
わ
れ
た
約
四
七
〇
件
の
一
般
技
術
論
文
の
発
表
で
は
、

最
新
の
成
果
に
つ
い
て
熱
心
な
討
議
が
展
開
さ
れ
る
等
、

非
常
に
充
実
し
た
会
議
と
な
っ
た
。ま
た
、会
議
の
催
し
と

し
て
来
春
、
日
本
が
世
界
に
さ
き
が
け
実
用
化
す
る
V
I

C
S

(く
の町
6布
]員
O
日
毎
[5
口
斜
且

6
O
白
日
目
付
鈍
[5
ロ

の
で
盟
の
B

"
道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
の
試
乗
会

が
開
催
さ
れ
、非
常
に
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
横
浜
会
議
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と

と
す
る
。

二

会
議
概
要

の

全
体
概
要

D
会
議
日
程

一
九
九
五
年
一
一
月
九
日
-

=

日
田
の
三
日
間

の
開
催
場
所

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

め
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

“の
け
霧

切
o｢埒
、聟
Q
(着
実
な
前
進
)
“
を
会
議
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
I
T
S
実
現
ま
で
の
道
の
り
の
中

で
、
現
状
、
課
題
に
つ
い
て
整
理
し
、
今
何
を
す
べ
き

か
を
見
い
だ
す
こ
と
が
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
た
。

の
参
加
者

当
初
の
目
標
を
大
き
く
上
回
り
、
三
七
ヵ
国
か
ら
約

三
、
四
〇
〇
名

(国
内
約
二
、
六
五
〇
名
、
海
外
約
七

第 2回 -T S 世界会議'95横浜会議日程

洲ジビ　
　

二

9

ク

一月

閖

テ

=

日

･･

8

日

月

ー

引

第

㈲
端 ウェルカムコンサート

鯏彌
開会式 ･ 全体会議

犠
瑠 ンヨシツセルヵ二クテンヨシツセブイー-ブクゼグェ 会示展際国

総 ウエル力ム ･ レセプション 粭蝦輔弼弼讐
国際展示会* は2 :50~ 20 :00 ;開会式 12 :50 ~ 13 :00

第 2日 : = 月 10日鍵

輌総 エクゞセ"クテイブ･セッション テクニカル ･セッション 国際展示会

籟
纖 ンヨシツセブイー

テクゼグェ ンヨシツセ･)′ヵ二クテ 会示展際国

緘 ノゞ ンケツト

五
○
名
)
が
会
議
に
参
加
し
た
。

･
国
内
参
加
登
録
者
二

、
九
八
五
名

･
海
外
参
加
登
録
者
…

七
一
七
名

･
招

待

者
…

四
四
五
名

･
マ
ス
コ
ミ
関
係
者

…

-
ニ
ニ
八
名

の
会
議
の
日
程

会
議
は
、
初
日
午
前
中
に
開
会
全
体
会
議
が
あ
り
、

そ
の
後
三
日
目
午
前
ま
で
に
わ
た
っ
て
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

越 鰓 6:oo l v Ic s 試乗会 -
　ジだ

田

力

日

二

=

ク

月

テ

=日
〔

稲捌鈎
ンヨシツセルヵ二ク-プンヨシツセブイーテクゼグェ 国際展示会

搬纖 全体会議 ･閉会式 国際展示会

第



ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
並
行
し

て
開
か
れ
た
。
そ
の
他
に
も
国
際
展
示
、
テ
ク
ニ
カ
ル

ビ
ジ
ッ
ト
、
V
I
C
S
試
乗
会
や
、
夜
に
は
各
種
の
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
。

の
運
営
組
織

会
議
の
主
催
は
、
学
民
で
組
織
さ
れ
た
日
本
の
V
E

R
T
I
S

(く
の町
0
封

カ
0
鑓
Q
弓
門田
冲
行
甘
言
に
淹
8
0
の

の
o
n
冶
呵

…
道
路
･
交
通
･
車
両
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト

化
推
進
協
議
会
)、米
国
の
]弓
の
D
B
聟
村
観

欧
州
の

E
R
T
I
C
O
の
三
団
体
が
行
っ
た
。
今
回
の
会
議
は

日
本
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
会
議
全
体
の
準
備
･
運
営

は
、
V
E
R
T
I
S
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
V
E
R
T

I
S
内
に
は
、
世
界
会
議
運
営
の
た
め
の
世
界
会
議
日

本
委
員
会
と
、'
%
横
浜
会
議
を
開
催
す
る
実
行
組
織
で

あ
る
組
織
委
員
会
と
が
あ
り
、
日
本
委
員
会
が
組
織
委

員
会
を
兼
ね
、
企
画
実
行
を
行
っ
た
。

組
織
委
員
会
の
中
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
委
員
会
、
バ

ジ
ェ
ッ
ト
&
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
委
員
会
設
け
て
準
備
に
あ

た
っ
た
。

②

開
会
式

開
会
式
に
は
、
秋
篠
宮
殿
下
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の

来
賓
が
参
加
し
、
越
正
毅
世
界
会
議
組
織
委
員
会
委
員
長

の
開
会
宣
言
を
皮
切
り
に
、
来
賓
に
よ
る
挨
拶
、
各
国
の

S

体
へ

作

鰡こ
の

　
　

　世世界の IT S 組織

代
表
者
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
以
下

に
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

の
お
言
葉

(秋
篠
宮
殿
下
)

人
間
に
移
動
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

現
代
社
会
は
大
量
の
輸
送
で
成
立
し
て

い
る
。
反
面
、
現
在
の
道
路
交
通
は
、

渋
滞
、
安
全
、
環
境
等
の
深
刻
な
問
題

に
直
面
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
、

情
報
通
信
技
術
を
駆
使
し
解
決
を
図
る

取
り
組
み
が
世
界
各
国
で
積
極
的
に
進

ん
で
お
り
、
こ
の
会
議
で
の
議
論
、
情

報
交
換
を
通
じ
て
、
I
T
S
が
一
層
促

進
さ
れ
、
明
る
い
未
来
が
訪
れ
る
こ
と

を
願

っ
て
い
る
o

の
歓
迎
の
挨
拶

①
豊
田
章
一
郎

(V
E
R
T
I
S
会
長
)

こ
の
会
議
に
よ
り
、
I
T
S
分
野
の
研
究
開
発
･

実
用
化
に
弾
み
が
つ
き
、
人
と
道
路
の
よ
り
良
い
関

係
の
構
築
に
向
け
た

｢の
付
℃
切
OH彗
聟
Q
(着
実
な

前
進
)｣
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

②
]き
対
内
、ゾベ

合
弓
の
>
B
四
月
鈍
会
長
)

□
の
D
B
食
付
"
は
、
今
後
数
年
間
に
米
国
で
達

成
す
る
目
標
を
作
成
中
で
あ
る
。
こ
の
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
の
質
と
経
済
発
展
を
推
進

し
つ
つ
、
安
全
性
と
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
劇
的
な
改
善
が

可
能
で
あ
る
o

③
囚
の
日
N
の
O
□
□
日
ゆ
弓

(E
R
T
I
C
O
会
長
)

沼
言
□
勾
0既
･臼
Q
(着
実
な
前
進
)｣
に
は
三
つ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。

一
つ
目

は
I
T
S
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
提
供
、
二
つ
目

は
新
た
な
公
共
的
認
識
や
考
え
方
の
創
出
、
三
つ
目

は
急
速
に
発
展
す
る
国
々
へ
の
自
動
車
社
会
に
対
す

る
援
助
で
あ
る
o

④
高
秀
秀
信

(横
浜
市
長
)

横
浜
市
と
し
て
も
、
快
適
性
･
安
全
性
･
信
頼
性

の
高
い
道
路
交
通
体
系
の
実
現
に
努
力
し
て
お
り
、

こ
の
た
め
に
は
新
し
い
考
え
や
技
術
の
活
用
が
不
可

欠
で
あ
る
。

の
基
調
講
演

①
村
山
富
市

(内
閣
総
理
大
臣
代
理
"
古
川
貞
二
郎

理事会

運営委員会



内
閣
官
房
副
長
官
)

自
動
車
交
通
は
人
々
の
生
活
の
向
上
に
貢
献
し
て

い
る
一
方
で
発
生
し
て
い
る
道
路
交
通
問
題
に
対
し
、

電
子
通
信
技
術
が
活
用
さ
れ
る
段
階
と
な
っ
て
い
る
。

本
会
議
は
、
世
界
的
規
模
で
I
T
S
を
検
討
す
る
場

で
あ
り
非
常
に
意
味
深
い
。
今
後
は
、
I
T
S
の
実

現
の
た
め
に
は
、
官
学
民
が
相
互
に
協
力
し
て
推
進

し
て
い
く
‐。

②
切
盛
g
R
o
切
も
罔
Z
D

(米
国
運
輸
長
官
(ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
)
)

米
国
政
府
は
I
T
S
の
基
準
づ
く
り
を
行
っ
て
お

り
、
来
年
運
輸
省
が
発
表
を
行
う
。
ま
た
、
米
国
の

多
く
の
都
市
部
で
、
自
動
料
金
収
受
、
交
通
信
号
管

制
、
バ
ス
経
路
最
適
化
等
の
I
T
S
技
術
が
既
に
採

用
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
政
府
と
し
て
も
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
努
力
し
て
い
く
。

③
の
[①港
口
Z
O
幻
刃
房

(英
国
弓
経
口
旨
o
舎
)

I
T
S
に
お
け
る
政
府
の
役
割
は
、
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
に
あ
り
、
そ
の
た
め
の
技
術
開
発
や
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
I
T
S
の
実

現
に
対
し
て
は
、
政
府
の
認
識
が
重
要
で
あ
り
、
政

府
が
責
任
を
持
っ
て
枠
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

の
政
府
の
支
援

①
深
谷
隆
司

(国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
代
理
…
関

ロ
祐
弘
警
察
庁
次
長
)

世
界
各
国
が
直
面
す
る
道
路
交
通
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
I
T
S
の
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。
日
本
政
府
に
お
い
て
は
、
本
年
二
月

に
政
府
と
し
て
I
T
S
の
推
進
を
決
め
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

②
力
o合
お
こ
の
せ
>
↓
国
力
(米
国
F
H
W
A
長
官
)

米
国
F
H
W
A
で
は
、
現
在
I
T
S
に
関
す
る
戦

略
計
画
、
目
標
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
立
て
て
い
る
と
と
も

に
、
基
準
、
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
構
築
に

も
努
力
し
て
い
る
。
基
本
的
な
シ
ス
テ
ム
の
展
開
は

二
〇
〇
一
年
ま
で
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
ま
た
、

長
期
的
な
研
究
と
し
て
は
A
H
S
に
取
り
組
ん
で
い

る
･0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　　
　
　
　
　

四
鑓
-〉□
O
X

ロ
国
賓
o
b
の
鰻
b
o
o
日
曰
扇
の5
b
)

一
九
八
八
年
に
D
R
I
V
E
計
画
で
始
ま
っ
た
I

T
S
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
現
在
、
弓
閃
け
覇
区
>
弓
-6
の

計
画
と
し
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、
E
U
で
は
こ
の
計

画
の
中
で
七
つ
の
目
的
を
設
定
し
て
い
る
。

の
産
業
界
の
役
割

①
豊
田
章
一
郎

(問
経
済
団
体
連
合
会
会
長
)

I
T
S
推
進
の
た
め
の
産
業
界
の
役
割
と
し
て
は
、

技
術
面
で
国
際
的
な
協
調
･
協
力
及
び
世
界
の
人
々

に
夢
を
与
え
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
の
二
つ
が
あ
る
。

②
の
経
て
者

目
6
内
-z
の
o
z

(妃
尺
溺
五
の
巳
替
り
閃
O
Y

□
①
行
O
□
信
二
[
o
a
g
o
o
a
o
遷
宮
o
F
q
の
と

産
業
界
は
I
T
S
実
現
、
普
及
の
た
め
の
主
役
で

あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
消
費
者
の
た
め
の
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
、
新
た
な
業
種
間
と
の
協
調
、
官
民
学
の

協
調
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

③
勺
掃
コ
の
飜
P
O
O
Z
一
国
(d
弓
嗜
む
OR
象
嘗
て
0
①
-

　
　
　

欧
州
で
の
I
T
S
推
進
に
つ
い
て
の
現
在
の
課
題

は
、
欧
州
を
ま
と
め
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
さ
ら
な
る
発

展
、
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
基
づ
く
技
術
面

の
調
和
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
公
的
投
資
に
対
す
る
合

意
創
出
で
あ
る
。

⑥
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

妃
Z
O
G
尋
の口
(ャ
門窃
盈
の旦
b
n
YZ
□
□
)
に
よ
る
座

長
の
も
と
、
三
地
域
七
人
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
り
、
I
T

S
に
お
け
る
官
民
の
役
割
分
担
、
消
費
者
と
の
関
係
、

国
際
標
準
化
の
必
要
性
等
幅
広
い
発
言
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

③

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン

橋
本
道
路
局
長
を
は
じ
め
と
す
る
三
地
域
の
産
学
民
の

I
T
S
の
代
表
者
に
よ
り
、
I
T
S
の
展
望
、
最
近
の
成

果
、
安
全
、環
境
、効
率
化
へ
の
貢
献
、
実
現
に
向
け
て
の

技
術
的
課
題
、
施
策
、
制
度
、
標
準
化
に
つ
い
て
、
七
つ

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
議
論
、
意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

①
I
T
S
の
展
望

②
最
近
の
I
T
S
の
成
果

③
I
T
S
の
評
価
-
安
全
へ
の
貢
献



④
I
T
S
の
評
価
i
環
境
と
効
率
化
へ
の
貢
献

⑤
実
現
に
向
け
て
の
技
術
的
な
課
題

⑥
I
T
S
を
生
か
す
施
策
と
制
度

⑦
I
T
S
技
術
の
標
準
化

⑧
パ
ネ
ル
討
論
ー
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て

印

テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
世
界
各
国
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
I
T
S
の
研
究
開
発
の
現
状
、
成
果
、
将
来
像

を
I
T
S
担
当
者
が
技
術
論
文
と
し
て
ま
と
め
あ
げ
発
表

す
る
も
の
で
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
、
要
素
技
術
、
施
策
、
制

度
等
広
範
に
わ
た
る
I
T
S
の
研
究
開
発
分
野
が
二
七
分

野
に
分
か
れ
、
総
数
約
四
七
〇
件
の
発
表
及
び
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

テクニカル ･ セッショ ン プログラム

分 野 項 目

システムと応用

内
N

理
轢

理

ム

管

一

管

乃

埋

設

ル

ス

行

御

シ

管
施
/
ビ

運

制

援

通

路

ン

一
両

両

支

交
道

ヨ
サ

車
理

車
理

者

彫
彫
ツ
纖
彫
踏
多
難
観
弱
用

制
管
ゲ

者
管
交
安

需
時
者
応

通

路

ビ

行

流

共

両

通

急

齢

肌

交

道

ナ

旅

物

公

車

交

緊

高

バ

要 素 技 術
ク一

ム

ワ

｣プ
ト
ー

ス

ツ

シ
･ネ

一

/
報
タ

術

情

ク

グ

技
/

ア

ン

信
ス

フ
リ

通

一
ン
デ

び
ベ

マ
モ

法

及
タ

一
流
手

送

一

ュ
通

価

放

デ

ヒ

交
評

アーキテクチュアと

制 度 上 の 課 題

ア
ノユ
チク

性

テ
題

容

キ

課

受

一
の

的
化

ア
粃
讓

ム
組

･
と

テ

･
的

化

ス

度
会
準

シ

制
社
標

ブロック･セッション

剣
纖

授

而

ゴ
弘
廟
勿

狩
荻
釛
秒

テ

転

亞

フ

斗
鯛
偽
ル

彰糊藷
特別セッション 災害時のITS

③

国
際
展
示
会

国
際
展
示
会
は
、
I
T
S
の
最
先
端
の
技
術
や
研
究
成

果
を
目
や
体
で
実
際
に
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。

今
回
の
展
示
に
は
、
国
内
外
か
ら
約
五
〇
に
の
ぼ
る
政
府

機
関
、
団
体
、
企
業
か
ら
出
展
が
あ
り
、
三
日
間
で
延
べ

一
万
人
を
超
え
る
見
学
者
が
あ
っ
た
。

国
内
の
展
示
で
は
、
政
府
と
し
て
推
進
し
て
い
る
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
、
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
、
危

険
回
避
、
自
動
運
転
等
の
自
動
運
転
道
路
シ
ス
テ
ム
、
交

通
流
の
集
中
制
御
に
よ
る
交
通
管
理
の
高
度
化
シ
ス
テ
ム

等
の
最
先
端
の
技
術
が
中
心
に
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
海

外
の
展
示
で
は
、
日
本
企
業
に
対
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
ね
ら
っ
た
展
示
と
い
う
印
象
が
強
い
も
の
で
あ
っ

た
。

テクニカルビジツト

11月 8日閑 11月10臼錢

T V‐l
警視庁交通管制センター/首都

高速道路交通管制部
T V‐5
通産省機械技術研究所/建設省
土木研究所/建設省国土地理院

T V‐2
トヨタ自動車束冨士研究所/フ

ァナック㈱ 弼
通藪
刃
県

一

川

コ

奈
日

神
半
膨
べ
通

夕

交
ン

市

セ

浜
制
横
管

T V‐3
日産自動車総合研究所/住友電
工横浜製作所

T V‐4
ヤマト運輸/新幹線総合司令所

/東京ガスマッピングセンター

③

テ
ク
ニ
カ
ル
ビ
ジ
ッ
ト

テ
ク
ニ
カ
ル
ビ
ジ
ッ
ト
は
、
国
内
外
の
会
議
参
加
者
に

日
本
の
I
T
S
の
取
組
状
況
を
理
解
し
て
も
ら
う
目
的
で
、

研
究
開
発
、
フ
ィ
ー
ル
ド
試
験
等
を
実
際
に
行
っ
て
い
る

機
関
へ
訪
問
し
て
見
学
、
体
験
す
る
ツ
ア
ー
で
あ
る
。
会

議
開
催
中
及
び
そ
の
前
後
を
通
じ
て
六
コ
ー
ス
が
設
定
さ

れ
、
ど
の
コ
ー
ス
も
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
と
な
る
な
ど
、
関

心
の
高
さ
を
伺
わ
せ
た
。

の

V
I
C
S
試
乗
会

V
I
C
S
は
、
渋
滞
、
所
要
時
間
等
の
道
路
交
通
情
報



を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
車
載
機
へ
提
供
し
、
運
転
車
の
最
適

な
ル
ー
ト
選
択
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
来
春
世
界
に

先
駆
け
運
用
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の

会
議
で
は
、
会
場
周
辺
の
一
時
間
弱
の
コ
ー
ス
で
、
一
、

三
ニ
0
名
も
の
会
議
参
加
者
が
V
I
C
S
試
乗
車
に
よ
り

実
際
に
V
I
C
S
を
体
験
し
、
国
内
外
か
ら
実
用
化
へ
の

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

⑭

閉
会
式

会
議
の
締
め
く
く
り
と
し
て
開
催
さ
れ
た
閉
会
式
で
は
、

横
浜
会
議
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
長
に
よ
る
今
回
の
会
議
の
総

括
を
行
っ
た
後
、
問
題
提
起
･
優
先
課
題
、
当
面
の
課
題

及
び
情
報
化
社
会
に
お
け
る
I
T
S
の
役
割
等
に
つ
い
て

議
論
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
越
横

浜
会
議
組
織
委
員
長
か
ら
、
次
回
開
催
の
"の
日
田
戸
□
の

オ
ー
ラ
ン
ド
“
会
議
組
織
委
員
長
へ
の
会
議
の
継
承
が
な

さ
れ
、
す
べ
て
の
日
程
が
終
了
し
た
。

D
総
括
セ
ッ
シ
ョ
ン

(]
o
汁日
□
◇
'"
の
O
Z

プ
ロ
グ
ラ

ム
委
員
長
)

第
一
回
パ
リ
会
議
で
は
I
T
S
の
ビ
ジ
ョ
ン
･
方
向

性
を
定
め
、
今
回
の
横
浜
会
議
で
は
実
務
を
も
っ
て
I

T
S
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
い
え
る
。
特
に
す
ぐ

に
実
用
化
で
き
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
活
発
な
議

論
が
な
さ
れ
た
。
ま
ず
可
能
な
シ
ス
テ
ム
か
ら
実
用
化

し
て
い
く
こ
と
が
、
I
T
S
の
進
展

･
発
展
に
つ
な
が

る
･0

の
問
題
提
起
･
優
先
課
題
、
内
外
の
当
面
の
課
題

]同
刃
□
呂
□
Z
O
覊
異
□
控
のR
O
門同
日
0
せ
槌
b
o
o自
己

に
よ
る
座
長
の
も
、と
、
四
人
の
発
表
者
に
よ
り
、
国
際

的
協
力
体
制
の
維
持
、
一
層
強
固
な
官
民
協
力
の
創
出
、

地
域
間
の
相
違
の
認
識
等
I
T
S
に
関
す
る
今
後
の
問

題
提
起
が
な
さ
れ
た
。

め
情
報
化
社
会
に
お
け
る
I
T
S

C
初
弓
0
6
内
呂
>
Z
Z

(E
C
議
会
議
員
)
に
よ
る

座
長
の
も
と
、
五
人
の
発
表
者
に
よ
り
、
I
T
S
が
情

報
革
命
の
起
爆
剤
で
あ
り
、
巨
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
創
出

す
る
期
待
が
大
き
い
等
の
議
論
が
な
さ
れ
た
。

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
交
え
た
円
卓
会
議

国
内
外
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
り
、
I
T
S
の
ユ
ー

ザ
ー
に
と
っ
て
の
役
割
、
そ
の
た
め
の
費
用
負
担
の
考

え
方
等
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。

三

お
わ
り
に

三
日
間
に
わ
た
る
会
議
で
は
、
国
内
外
の
I
T
S
関
係

者
が

一
同
に
会
し
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
I
T
S
の

多
岐
に
わ
た
る
分
野
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
、
情
報
交
換

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
会
議
に
と
も
な
っ
て
開
催
さ
れ
た

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
パ
ー
テ
ィ
ー
等
を
通
じ
て
幅
広
い
交
流

が
交
わ
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
成
果
を
遂
げ
会
議
は
無
事

閉
幕
し
た
。

こ
の
会
議
全
体
を
通
じ
て
、
I
T
S
の
推
進
の
た
め
に

は
、
官
学
民
の
協
調
･
協
力
体
制
の
強
化
、
国
際
標
準
化

等
に
つ
い
て
の
積
極
的
な
国
際
協
力
、
官
に
よ
る
標
準
的

な
基
準
の
作
成
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
ユ
ー
ザ
ー
に
夢
を
与

え
て
く
れ
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
等
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が

あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
、
今
回
の
会
議
で
得
ら
れ
た
知
識
と
情
報
、
そ
し

て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
活
か
さ
れ
、
世
界
各
国
が
共
通

認
識
の
も
と
で
協
調
し
合
い
な
が
ら
研
究
開
発
を
進
め
、

I
T
S
が
道
路
交
通
問
題
解
決
の
切
り
札
と
し
て
実
現
さ

れ
て
い
く
こ
と
を
強
く
期
待
す
る
。
最
後
に
、
今
回
の
会

議
開
催
の
準
備
、
運
営
に
努
力
さ
れ
た
V
E
R
T
I
S
の

方
々
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
に
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
る
。



道
路
に
関
す
る
判
決
例
を
大
き
く
分
類
す
る
と
表
ー
の

判
決
と
異
な
り
、
道
路
管
理
者
側
敗
訴
と
い
う
結
果
に
な

I

は
じ
め
に

さ
る
平
成
七
年
一
〇
月
二
一
日
大
阪
高
等
裁
判
所
に
お

い
て
、
｢滋
賀
県
道
大
津
信
楽
線
土
砂
崩
落
事
件
｣
の
控

訴
審
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
。

本
件
は
、
走
行
中
の
自
動
車
が
道
路
脇
か
ら
の
土
砂
崩

壊
に
巻
き
込
ま
れ
、
乗
員
二
名
が
死
亡
し
た
事
件
で
あ
り
、

被
害
者
の
相
続
人
が
道
路
管
理
者
で
あ
る
滋
賀
県
及
び
落

石
防
護
工
事
を
施
工
し
た
建
設
会
社
を
被
告
と
し
て
提
起

し
た
訴
訟
で
あ
る
。

表

14 穴ぼこ段差

リム スリップ

QJ 障害物

自生 鮖
にu 道路崩壊

AV 排水不備

7鬱 道路構造

RU 安全施設

qy 工事不全

10 環境訴訟

u その他

よ
う
に
分
類
で
き
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
落
石
に
関
す
る

事
件
、
土
砂
崩
壊
に
関
す
る
事
件
は
こ
れ
ま
で
道
路
管
理

者
が
勝
訴
し
た
例
が
極
め
て
少
な
い
事
案
で
あ
る
も
の
と

い
え
る
。
(表
2
参
照
)
(勝
訴
し
て
い
る
案
件
は
道
路
崩

壊
等
と
被
害
に
直
接
の
因
果
関
係
が
な
い
と
さ
れ
た
案
件
、

損
壊
し
た
土
砂
に
事
後
に
衝
突
し
た
案
件
等
で
あ
り
、
予

見
可
能
性
が
な
か
っ
た
と
し
て
道
路
管
理
者
が
勝
訴
し
た

案
件
は
な
い
。)

本
件
訴
訟
は
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
大
津
地
方
裁
判
所
に

お
け
る
第
一
審
判
決
に
お
い
て
道
路
管
理
者
が
勝
訴
し
、

注
目
を
集
め
て
い
た
事
件
で
あ
る
。
(道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー

平
成
六
年
四
月
号
掲
載
)

そ
の
後
、
原
告
側
が
控
訴
し
、
本
稿
で
紹
介
す
る
控
訴

審
判
決
を
迎
え
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
判
断
は
第
一
審

っ
た
。

な
お
、
被
控
訴
人

(滋
賀
県
)
は
本
件
判
決
を
不
服
と

し
て
同
年
一
一
月
一
五
日
に
上
告
手
続
き
を
了
し
て
い
る
。

n

事
故
の
概
要

本
件
訴
訟
に
か
か
る
事
故
の
概
要
は
、
昭
和
六
三
年
三

月
三
〇
日
、
被
害
者
の
運
転
す
る
自
動
車
が
、
滋
賀
県
大

津
市
上
田
上
牧
地
先

(以
下
、
本
件
事
故
現
場
と
い
う
。)

の
滋
賀
県
道
大
津
信
楽
線
を
走
行
中
、
県
道
脇
の
山
の
斜

面
が
突
然
崩
落
し
、
多
量
の
土
砂
や
岩
石
が
自
動
車
を
直

撃
し
、
被
害
者

(運
転
者
及
び
同
乗
者
の
二
名
)
が
圧
死

し
た
も
の
で
あ
る
。
(位
置
関
係
"
図
ー
参
照
)

滋
賀
県
道
大
津
信
楽
線
は
大
津
市
瀬
田
と
甲
賀
郡
信
楽

町
を
結
ぶ
県
道
で
、
主
要
地
方
道
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

滋
賀
県
道
大
津
信
楽
線

土
砂
崩
落
事
件
控
訴
審
判
決
に
つ
い
て

建
設
省
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係



表 2 落石 ･土砂崩壊に関する判決例一覧
巻 佛]親‐葉ページ へ事 f牛 名 道路錘亜獄i 道路、事故の状況 被害状況 結果 過失相殺 轟湖終‐審 判決年
12 7078 大阪府道道路肋]壊尊昨年 府道 大雨による路肩湖甥恩 人車とも腹落̂ ヱ名死亡 有責･ 5謝j 地裁 S 38
12 7150 佐賀県道道路凝鍵喪‐生野牛 ふ跿道 路似gの内供血0(如の部分~が崩壊、 転落 1名負傷傷 有責 3分の 1 疳"我 S 43
12 7100 篠恵島国道口95号‐逆鍍終期月朔蟆尊野牛 補助国道 走行中突然崩壊、 30cm転落 1名死亡 有責 なし 高裁 S 43
12 7160 広島国道E186号道路崩壊尊耳牛 補助国道 路但りの内イ則60(知の部分秀す崩壊褻、 転落 1名死亡 布鰹費 プばし 地裁 s 44
12 7218 "愛知県道崩堰褻講中f年 県道 台風により住三宅~の裏の道路が崩れた 1名死亡 鰄 土也裁 S 45

11 6923 ･ 31 島左長国道 9号‐落石御舅突きヱ将f牛 直節遭国道 落石が直撃、警戒標識のみ 1名負傷傷 有責 4割j #也、城 s 45

11 7012 福岡国道E200三す落花芋事野牛 註ぬ轄匡副適 直-径毛25(邇、 251喀の岩石あす直撃 1名負f易 有責 字よし 地裁 S 45

11 6963 ･ 23 蓚次田圃道[107号落石苺秤年 補｣肋国道 よく小204個匠瓦撃、 目‐動‐車は転落 1名負傷 有貴 !まし #也‐戟 S 45

11 6973 高知国道[56号土砂･崩壊 ･落花湾事f年 直i階国道 直径 1 m の岩石rが直-撃 1名死亡 右｢‐責 なし 撮[轄弱歳 S 45

11 7043 岡山国道180号落石追突耳耳牛 直‐轉害国道 9鬘玖大の約720個の落石を迫割ナようとして追突 車両寛負害 夜｢責 3郭j 地裁 S 46

11 7043‐15 大分県道落石事件 ノ県道 走行中土砂、崩壌淺により車丸ごと川に落下 1名死亡 有責 5割j 鶉;‐栽 s 46

1ヱ 6933 ネロ毎道国道[229‐号地滑り牢ギで牛 直轄国道 地･語り、ノゞ スカ製海中へ!転落 11名死亡 右貴 アばし 韓鞍唆 S 47

11 7053 ･ 42 長野国道は158号土砂、崩落可野牛 補、自力国道 崩落土砂×こより川lへ4転落 2名死亡 布罐責 3獅i 地裁 S 48

12 7253 ･ 124 穿京‐都府需道賦捌略損壊藝事f牛 府道 ロープて、囲っていた先は8灸個炉斤から落下 1名負傷場 無義 ±也裁 s 48

11 7053 ･ 11‐二二 岐℃監孕国道[41号‐列を弱單グーレゞ スI転落耽エイ牛 直轄̂国道 停~車中土を少崩規だ妻により｣車ごと川へ落下 104名死亡 有責{ プよし 藩鍔戟 s 49

11 7044 神戸市道土砂、自戒葬窟事f牛 市道 走行中土砂、崩壊fにより珪瓦ごと佑聾下へ落下 1名死亡 有責 1割l 落芍‐賤 S 49

11 7053 ･ 64 山操基県写り=町道落花絆事f年 町道 ,約271gの落花鍼ご泌父突き 柵なし 1名死亡 石『責『 2割i 宙5‐践 S 49
12 7253 ･ 138 兵庫‐国連E175号･道置き･決壊可野牛 補助国道 台風により道路力認決壊し~ 川にも落下 4名死亡 有責 4割i 土也裁 S 50

11 7053 ･ 12 和歌山/県道落石津野牛 ノ県道 萓枚乱していた落石するこより月【へ落下 2名死傷“ 霜月責 6割j 最密議我 s 50

12 7253 ･ 190 和歌山県道道路崩境野事f牛 県道 ,約 6 m ×5.6 m のF侮り受部タナに落下 1名死亡 有責 5禽j 土也裁 s 51

13 7329‐261 ネロ海道国道ヱ40号‐ヴ歩道上蒲絆誓2井f年 直轄国道 ノ歩行者誘導谷道民家でからの葬ご雪により窒息死 1名死亡 有責 プばし 裔自我 S 5ヱ

11 7053 ･ 84 鹿児こ島県道土砂･崩落葺野牛 県道 台屡氏による道路崩壊受で人笏忍当被害 1名死亡 有責 1害= 地裁 S 51

11 7053‐84 鹿児島県道土砂･崩痒鞘事f牛 県道 台展氏による道路崩壊¥て、人家ロニ被害 1名死亡 有責 1割j 地裁 S 51

11 7053 ･ 144 兵庫国道E250号‐土砂、崩落疵耳牛 補助国道 停ゾ1亞中土砂、崩壊て、中‐ごと落下 1名負ヱ伯蕩 夜自責 なし 地裁 S 52

11 7053 ･ 122 石川回避に157号雪-崩筈丼f牛 補助国道 目‐動‐車力す走行中低-崩の下班故きとなった 1名死亡 有責 なし 沁劫我 S 54

12 7253‐291 静岡県道道路崩壊妾事f牛 県道 雨による陥"炎崩壊、川に落下 1名死亡 有責 4割j 地裁 s 55

12 7253‐177 ･二二 三重県達総11号道路崩壊鑿井f牛 補助国道 台麺虱により道路r力す崩耗辱、 民家住り壞 4名死亡 有-責" なし 鶉錫我 s 56

11 7053‐188 櫛ト間回避口35号̂落花鞘鱈f牛 有窄斗達窺搭 落石力す直-撃し、ノミスカす自筆下へ‐転落 6名死亡 石便責 プよし 高裁 s 56

11 7053 ･ 250 広島国道E182号落花絆事f牛 補L助国道 対立韮各｣この金勺リハまこ渚客石力旨霞[-彗茎 1名死亡 有責 2郭j 薑甥戊 s 58

12 7253‐382 淋影云賀市道下庄珍崩れ"事f牛 市道 崖崩原因は道路からのフ事であると主張 家屋生排損壊 無は責 圭也蓉我 S 61

13 7329‐29‐プヤー一王立‐73 福井国道E305已す落党皮澄齪塔･決壊暮事f牛 補助国道 沁藷皮のため道路カボ秋霧裏し~ 家屋壁を押しz流した 家屋損壊 ‐無‐±: 落す翔我 S 63

12 7253‐418 広島国通勤191‐号違窮斎護岸崩壊事芹牛 補助国道 自動川ヱカゞ走行中‐集中寮E雨により道路ゆす弱薫裟 3名死亡 無責 地裁 h 5

11 7214 横浜市道民地崖崩壊家屋倒壊事件 市道 台風て~道路からの捌Eフ水力考馬渕朗塁を崩落させた 2名負傷傷 無責 土也‐戰 h 511 7214 横浜市道民地m岻崩壊家屋倒壊乾坤牛 市道 台風て~道路からの捌E水が民地た塁を崩落させた 2名負傷傷 無責 土晦裁 h 5



そ
の
平
均
的
な
幅
員
は
約
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
本
件
事

故
現
場
を
含
ん
で
数
カ
所
に
落
石
防
護
工
事

(以
下
、
本

件
工
事
と
い
う
。)
が
施
さ
れ
て
い
る
道
路
で
あ
る
。

m

第
一審
判
決
の
概
要

判
決
日
等

大
津
地
方
裁
判
所
平
成
三
年
例
第
一
一
二
号

平
成
五
年
三

月
二
〇
日

判
決
言
い
渡
し

主
文

｢原
告
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
｣

1

争
い
の
な
い
事
実
及
び
証
拠
に
よ
り
容
易
に
認
め
ら

れ
る
事
実

○
本
件
事
故
現
場
は
幅
員
約
六
メ
ー
ト
ル
の
主
要
地
方
道

で
あ
り
、
南
側
に
は
大
戸
川
が
流
れ
、
北
側
は
赤
松
や

雑
木
林
が
繁
茂
す
る
高
さ
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
斜
面
で

あ

っ
た
。

②
右
斜
面
の
地
質
は
、
花
崗
岩
及
び
そ
れ
が
風
化
し
た
残

積
土
で
あ
る
マ
サ
土
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

③
地
表
に
近
い
部
分
は
風
化
が
進
ん
で
い
る
。

@
花
崗
岩
は
亀
裂
が
多
く
縦
方
向
と
流
れ
盤

(※
注
)
の

方
向
に
顕
著
に
発
達
し
て
い
た
が
、

そ
の
亀
裂
の
方
向
も
場
所
に
よ
り
変
化
し
て
い
た
。

⑤
花
崗
岩
と
マ
サ
土
は
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
存
在
し
て

い
た
。
特
に
マ
サ
土
中
に
も
未
風
化
の
花
崗
岩
が
コ
ア
ー

ロ
ッ
ク

(核
岩
)
と
し
て
介
在
し
て
お
り
、
露
頭
の
み

か
ら
は
、
硬
質
の
岩
盤
と
判
定
さ
れ
や
す
い
も
の
で
あ

っ
た
。

⑥
ま
た
、
花
崗
岩
盤
中
の
亀
裂
の
表
面
の
一
部
が
マ
サ
土

化
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
、
亀
裂
の
中
に
マ
サ
土
が

入
り
込
ん
だ
状
態
と
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
っ
た
。

の
崩
壊
以
前
の
斜
面
は
下
部
の
切
り
取
り
法
面
と
上
部
の

自
然
斜
面
に
分
か
れ
て
い
た
。

③
被
告
県

(以
下
、
県
と
い
う
。)
は
本
件
事
故
現
場
付

近
を
含
む
山
側
の
箇
所
に
本
件
工
事
を
施
し
て
い
る
。

(図
2
"
県
作
成
の
模
式
図
、
図
3
"
原
告
側
作
成
の

模
式
図
参
照
)

⑨
被
告
会
社

(本
件
工
事
を
施
行
し
た
会
社
、以
下
、会
社

と
い
う
。)
は
斜
面
下
部
を
機
械
を
使
用
し
て
掘
削
し
、

五
○
な
い
し
一
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
の
礫
を
取
り
除
い

た
り
、
斜
面
に
植
え
て
い
た
木
を
伐
採
し
た
り
し
た
。

⑩
本
件
事
故
現
場
付
近
に
お
け
る
昭
和
六
三
年
三
月
中
の

道イテセ 96.1 6/

~ m m

図 3 原告側作成模式図

図 1 位置図

図 2 崩壊箇所模式図 (県作成)



総
降
雨
量
は
、
約
一
〇
0
ミ
リ
で
あ
り
、
特
に
同
月
二

質
｣
(浮
石
･
転
石
)
を
事
前
に
除
去
す
る
方
法
が

五
日
及
び
二
六
日
に
、
約
三
三
ミ
リ
の
降
雨
が
観
測
さ

最
も
効
果
的
で
あ
る
の
に
県
は
、
こ
の
方
法
を
と
ら

れ
、
同
月
二
九
日
に
は
、
最
大
瞬
間
風
速
が
秒
速
一
四

メ
ー
ト
ル
の
強
風
が
発
生
し
て
い
た
。

※
注
…
流
れ
盤
!
･･!
地
層
の
層
理
面
あ
る
い
は
岩
石
の

不
連
続
面
の
傾
斜
が
地
表
斜
面
に
対
し
て
平
行

ま
た
は
こ
れ
に
近
い
関
係
に
あ
る
地
盤
あ
る
い

は
岩
盤
を
い
う
o

2

争
点

0

県
の
責
任
に
つ
い
て

[原
告
の
主
張
]

①

マ
サ
土
が
大
き
く
え
ぐ
ら
れ
る
と
、
石
塊
は
岩
盤

か
ら
抜
け
、
転
石
や
落
石
と
な
っ
て
崩
壊
す
る
よ
う

に
な
る
。

②

転
石
や
落
石
が
発
生
す
る
と
、
マ
サ
土
が
そ
の
支

持
機
能
を
果
た
さ
な
く
な
り
、
次
々
と
連
鎖
反
応
的

に
大
規
模
斜
面
崩
壊
を
引
き
起
こ
す
。

③

本
件
事
故
現
場
に
お
い
て
最
大
規
模
の
落
石
防
護

工
事
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
落
石
の
危
険
が
予

測
さ
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
。

④

県
は
、
本
件
事
故
現
場
に
お
い
て
採
用
す
べ
き
工

事
の
内
容
を
決
定
す
る
た
め
の
調
査
を
行
っ
て
い
な

い
。

⑤

一
般
に
落
石
対
策
に
は
落
石
予
防
工
事
と
落
石
防

護
工
事
が
あ
り
、
予
防
工
事
の
中
の

｢落
石
予
備
物

最
も
効
果
的
で
あ
る
の
に
県
は
、
こ
の
方
法
を
と
ら

ず
、
落
石
防
止
柵
及
び
落
石
防
止
擁
壁
を
併
用
し
た

落
石
防
護
工
事
の
み
を
行
っ
た
。

⑥

県
は
、
右
工
事
に
よ
っ
て
変
化
し
た
斜
面
に
浸
触

が
進
ま
ぬ
よ
う
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹
き
付
け
等
を
行

う
べ
き
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
。

⑦

県
が
設
置
し
た
防
護
壁
は
高
さ
が
足
ら
ず
、
強
度

も
十
分
で
な
く
、
そ
の
位
置
も
妥
当
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
。

⑧

ま
た
、
本
件
工
事
は
斜
面
の
勾
配
を
大
き
く
し
、

排
水
状
態
を
大
き
く
変
化
さ
せ
、
こ
の
結
果
、
崩
落

の
危
険
を
発
生
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

⑨

ま
た
、
県
は
工
事
後
の
点
検
も
適
切
に
行
っ
て
い

な
い
。

⑲

な
お
、
以
上
の
主
張
は
、
本
件
崩
落
に
つ
い
て
定

性
的
な
予
見
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
か
な
る
誘
因
が
現
実

の
斜
面
崩
壊
の
引
き
金
に
な
る
の
か
、
い
か
な
る
規

模
の
崩
壊
が
何
時
起
こ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
定
量

的
に
予
見
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

斜
面
崩
壊
の
原
因
及
び
そ
の
危
険
性
の
存
在
を
予
見

す
る
と
い
う
意
味
で
の
定
性
的
な
予
見
は
あ
っ
た
の

で
あ
り
、
か
つ
、
そ
れ
が
あ
れ
ば
足
り
る
。

[県
の
主
張
]

①

本
件
事
故
現
場
の
下
部
の
急
斜
面
は
、
硬
岩
状
の

花
崗
岩
が
露
出
し
て
い
る
高
さ
八
ー
一
〇
メ
i
ト
ル

の
斜
面
で
あ
り
、
上
部
は
、
赤
松
、
雑
木
等
の
植
生

に
よ
り
安
定
化
し
た
自
然
斜
面
で
あ
り
、
長
い
年
月

に
わ
た
っ
て
本
件
事
故
の
よ
う
な
大
規
模
な
崩
落
も

な
く
安
定
し
て
い
た
。

②

右
の
よ
う
な
自
然
斜
面
に
お
い
て
は
、
人
工
斜
面

と
は
異
な
り
定
量
解
析
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ

て
、
本
件
の
ご
と
き
大
規
模
な
斜
面
崩
落
が
発
生
す

る
こ
と
を
事
前
に
予
測
す
る
こ
と
は
全
く
不
可
能
で

あ

っ
た
。

の

会
社
の
責
任

[原
告
の
主
張
]

①

会
社
は
専
門
的
な
知
識
や
予
見
能
力
を
持
ち
合
わ

せ
て
お
り
、
県
に
対
し
本
件
事
故
現
場
に
お
け
る
適

切
な
工
事
方
法

(本
件
工
事
)
に
つ
い
て
改
善
意
見

を
具
申
し
て
安
全
を
確
保
す
る
義
務
が
あ
る
の
に
こ

れ
を
怠
っ
た
も
の
で
あ
る
。

②

本
件
工
事
の
施
工
の
際
、
斜
面
の
一
部
を
切
土
し

た
た
め
、
樹
木
の
根
を
表
面
に
近
づ
け
た
り
露
出
さ

せ
た
り
し
、
ま
た
、
こ
の
と
き
の
振
動
が
斜
面
を
緩

め
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
本
件
事
故
現
場
の

斜
面
の
崩
壊
を
早
め
た
も
の
で
あ
り
、
右
切
土
を
し

た
こ
と
が
過
失
で
あ
る
。

[会
社
の
主
張
]

①

被
告
会
社
は
落
石
防
護
工
事
を
特
に
専
門
に
す
る

業
者
で
は
な
く
、
専
門
的
な
知
識
や
予
見
能
力
を
有
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し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

②

会
社
は
、
県
と
の
請
負
契
約
の
債
務
の
履
行
と
し

て
工
事
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
県
の
設
計
に
基
づ

き
指
示
ど
お
り
に
施
工
し
た
も
の
で
あ
る
。

③

工
事
完
了
か
ら
五
ヶ
月
後
に
起
き
た
本
件
崩
壊
と

本
件
工
事
の
間
に
は
因
果
関
係
は
な
い
。

3

争
点
に
対
す
る
判
断

○

予
見
可
能
性
の
有
無
に
つ
い
て

①

斜
面
崩
壊
の
予
測
の
可
能
性
に
つ
い
て

各
証
拠
や
学
者
の
証
言
か
ら
す
れ
ば
、
現
在
の
地

質
学
、
土
質
工
学
等
の
諸
学
の
水
準
で
は
、
ど
の
程

度
の
誘
因
が
あ
れ
ば
、
い
つ
、
い
か
な
る
規
模
の
斜

面
崩
壊
が
発
生
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
定
量
的
に

事
前
に
予
測
す
る
こ
と
は
、
一
般
に
困
難
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

②

本
件
事
故
の
原
因
に
つ
い
て

証
拠
及
び
証
言
か
ら
、考
え
ら
れ
る
原
因
と
し
て
は
、

D
降
雨
が
花
崗
岩
の
亀
裂
や
マ
サ
土
に
浸
透
し
、
亀

裂
を
押
し
広
げ
、
マ
サ
土
の
自
重
を
増
大
さ
せ
、

さ
ら
に
は
せ
ん
断
抵
抗
力

(※
注
)
を
低
減
さ
せ

る
等
の
作
用
を
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
。

の
強
風
に
よ
り
斜
面
の
樹
木
を
揺
さ
ぶ
り
、
そ
の
樹

木
の
根
を
通
じ
て
斜
面
に
外
圧
を
加
え
た
で
あ
る

とフ
ノこ
1と
0

め
切
土
に
よ
る
斜
面
長
の
増
大
、
工
事
の
振
動
が
斜

面
を
緩
め
た
で
あ
ろ
う
こ
と

等
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
事
実
と
し
て
存

在
す
る
本
件
崩
壊
の
原
因
を
事
後
的
に
推
測
し
た
も

の
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
、
現
時
点
に
お
い
て
も
D
;
“

の
事
情
が
現
に
本
件
崩
壊
を
発
生
さ
せ
る
方
向
に
作

用
し
た
の
か
ど
う
か
さ
え
明
ら
か
で
は
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
本
件
崩
壊
の
発
生
を
事
前
に
定
量
的
に
把

握
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
い
し
不
可
能
で
あ
っ

た
と
認
め
ら
れ
る
。

※
注
…
せ
ん
断
抵
抗
力
!
･!
崩
壊
面
に
働
く
摩
擦
と
粘

着
に
よ
る
抵
抗
力
。
摩
擦
抵
抗
は
垂
直
応
力
×

摩
擦
係
数
で
表
さ
れ
、
降
雨
浸
透
に
よ
る
浮
力

が
働
け
ば
垂
直
応
力
が
減
少
す
る
。

③

原
告
側
提
出
の
意
見
書
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断

次
に
、
原
告
提
出
の
意
見
書

(原
告
申
請
の
大
学

の
地
質
学
者
が
作
成
し
た
も
の
)
に
よ
れ
ば
、
本
件

崩
壊
の
素
因
と
し
て
、
斜
面
が
複
雑
な
様
相
を
呈
し

て
い
た
こ
と
、
切
土
に
よ
っ
て
斜
面
の
形
質
が

一
層

崩
壊
し
や
す
い
も
の
に
改
変
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
、
誘
因
と
し
て
は
事
故
直
前
の
降
雨
、
強
風
も
そ

の
一
部
に
な

っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
つ
つ
、
そ
の

降
雨
、
強
風
は
異
常
気
象
と
ま
で
言
え
る
も
の
で
な

い
た
め
、
斜
面
の
状
況
が
本
件
崩
壊
を
引
き
起
こ
す

ほ
ど
の
劣
悪
な
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
本
件
崩
壊
が

右
の
わ
ず
か
な
要
因

(降
雨
、
強
風
)
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
、
さ
ら
に
、
本
件
事

故
現
場
の
斜
面
は
か
な
り
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
大

規
模
な
斜
面
崩
壊
を
引
き
起
こ
し
た
事
実
が
知
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
等
の
諸
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
時
期

や
規
模
の
特
定
は
出
来
な
い
に
せ
よ
、
そ
れ
ほ
ど
遠

く
な
い
将
来
、
か
な
り
大
規
模
な
斜
面
崩
壊
の
発
生

を
事
前
に
予
知
す
る
こ
と
が
十
分
に
可
能
で
あ
っ
た

と
結
論
づ
け
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
右
意
見
書
は
崩
壊
の
原
因
に
つ

い
て
、
そ
の
可
能
性
が
大
き
い
と
い
う
に
止
ま
り
、

い
ず
れ
も
想
像
な
い
し
推
測
の
城
を
で
な
い
も
の
で

あ
る
。

次
に
意
見
書
は
、
本
件
工
事
が
本
件
崩
壊
に
対
し

て
影
響
が
あ

っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
切

土
を
伴
う

｢本
件
工
事
の
規
模
等
が
本
件
崩
壊
の
直

接
の
原
因
と
は
な
ら
な
い
ほ
ど
小
さ
な
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
根
拠
が
な
い
。｣
こ
と
を
理
由
と
し

て
、
切
土
が
直
接
の
原
因
で
あ
っ
た
か
の
如
く
判
断

し
、
｢仮
に
小
さ
な
影
響
で
あ
っ
て
も
、
局
部
的
な

崩
壊
が
大
規
模
な
崩
壊
を
招
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。｣
と
し
て
本
件
工
事
の
影
響
を
過
少
視
す
る
こ

と
は
、
著
し
く
妥
当
性
を
欠
く
と
し
て
い
る
が
、
右

判
断
の
仕
方
自
体
に
疑
問
が
あ
る
ば
か
り
か
、
右
意

見
も
や
は
り
推
測
の
城
を
で
な
い
も
の
で
あ
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
右
意
見
書
は
、
複
雑
な
様
相
を
呈

し
て
い
る
斜
面
は
何
時
か
は
不
明
で
あ
る
け
れ
ど
も

将
来
崩
壊
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
程
度
の
予
測
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と
等
し
い
こ
と
と
な
り
、
本
件
崩
壊
を
事
前
に
予
見

し
た
が
っ
て
、
損
害
額
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
認
定
す
る
に
足
り
る

証
拠
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

④

そ
の
他

な
お
、
県
は
本
件
県
道
の
本
件
事
故
現
場
の
他
の

箇
所
に
お
い
て
年
間
四
-
五
回
の
ご
く
小
規
模
な
落

石
が
あ
っ
た
こ
と
及
び
本
件
現
場
を
落
石
危
険
個
所

と
し
て
災
害
防
除
工
事
必
要
個
所
と
決
定
し
て
い
る

こ
と
を
目
陳
し
て
い
る
が
、
右
事
情
に
よ
っ
て
、
落

石
の
危
険
性
を
予
見
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
本
件

崩
壊
の
よ
う
な
大
規
模
な
斜
面
の
崩
落
を
定
性
的
に

せ
よ
予
見
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

②

会
社
の
責
任
に
つ
い
て

原
告
の
主
張
①
に
つ
い
て
は
前
段
で
判
断
し
た
と
お
り
、

そ
の
予
見
可
能
性
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
そ

の
前
提
を
欠
き
、
理
由
が
な
い
。

原
告
の
主
張
②
に
つ
い
て
は
、
各
種
原
因
と
考
え
ら
れ

る
事
項
は
、そ
れ
は
、事
実
と
し
て
存
在
す
る
本
件
崩
壊
の

原
因
を
事
後
的
に
推
測
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
本
件
崩
壊

を
生
じ
さ
せ
る
方
向
に
作
用
し
た
の
か
ど
う
か
、
作
用
し

た
と
し
て
も
ど
の
程
度
作
用
し
た
の
か
は
、
全
く
不
明
で

あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

し
て
み
る
と
、
本
件
工
事
、
と
り
わ
け
切
土
を
行
っ
た

こ
と
が
、
本
件
崩
壊
と
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
と
は
認
め

ら
れ
な
い
。

く
原
告
の
請
求
は
理
由
が
な
い
と
し
て
、
請
求
を
す
べ
て

棄
却
し
た
も
の
で
あ
る
。

N

控
訴
審
判
決
の
概
要

判
決
日
等

大
阪
高
等
裁
判
所
平
成
六
年
困
第
二
〇
八
号

平
成
七
年
一
〇
月
二
七
日

判
決
言
い
渡
し

主
文1
｢被
控
訴
人
滋
賀
県
は
控
訴
人
に
対
し
、
金
一
億

二
、
五
二
五
万
円
及
び
昭
和
六
三
年
三
月
三
〇
日

か
ら
支
払
い
済
み
ま
で
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
金

員
を
支
払
え
。｣

2

｢控
訴
人
の
被
控
訴
人
滋
賀
県
に
対
す
る
そ
の
余

の
請
求
を
棄
却
す
る
。｣

3

｢控
訴
人
の
被
控
訴
人
会
社
に
対
す
る
控
訴
を
棄

却
す
る
。
｣

4
｢訴
訟
費
用
は
五
分
の
四
を
滋
賀
県
の
負
担
と
し
、

五
分
の
一
を
控
訴
人
の
負
担
と
す
る
。
(会
社
の

分
は
す
べ
て
控
訴
人
負
担
)｣

1

事
案
の
概
要

(控
訴
審
に
お
い
て
付
加
さ
れ
た
も
の

の
み
)

[控
訴
人
の
主
張
…
対
県
]

の
県
は
建
設
省
の
通
達
に
基
づ
い
て
本
件
事
故
現
場
を
調

査
し
た
と
主
張
す
る
が
、
何
が
把
握
さ
れ
、
そ
れ
が
工

事
方
法
に
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
か
が
判
然
と

し
な
い
い
。

②
県
は
、
調
査
の
際
、
除
去
す
べ
き
浮
石
等
は
な
か
っ
た

と
主
張
す
る
が
、
本
件
事
故
で
落
下
し
た
岩
石
は
斜
面

の
表
層
部
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
危
険

な
石
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
有
効
な
調
査
を
し
て
い

な
い
こ
と
を
自
白
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

③
県
は
、
本
件
斜
面
は
植
生
に
よ
り
安
定
し
て
い
た
と
主

張
す
る
が
、
崩
れ
や
す
い
風
化
し
た
花
崗
岩
の
マ
サ
土

に
根
を
生
や
し
た
に
す
ぎ
な
い
植
生
が
斜
面
の
安
定
に

さ
ほ
ど
寄
与
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

④
県
は
、
本
件
崩
壊
を
予
見
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ

た
と
主
張
す
る
が
、
予
見
し
得
な
か
っ
た
の
は
、
本
件

事
故
現
場
付
近
の
有
効
適
切
な
調
査
を
し
な
か
っ
た
こ

と
が
そ
の
原
因
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
定
性
的
予
見
可

能
性
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

⑤

(会
社
に
対
し
て
は
第
一
審
と
同
じ
主
張
を
行
っ
た
。)

[県
の
主
張
]

の
県
は
昭
和
六
一
年
に

｢落
石
等
危
険
個
所
の
点
検
に
つ

い
て
｣
(昭
和
六
一
年
九
月
一
八
日
建
設
省
道
防
発
第

一
○
号
建
設
省
道
路
局
長
通
達
)
に
基
づ
い
て
、
本
件

事
故
現
場
付
近
の
地
形
、
地
質
、
気
象
条
件
、
過
去
の

自
然
災
害
の
発
生
状
況
等
を
調
査
、
点
検
し
た
と
こ
ろ
、

落
石
の
危
険
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
昭
和
六
二

年
一
〇
月
に
落
石
防
護
工
事

(本
件
工
事
)
を
施
工
し
た
。
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②
そ
の
工
事
前
に
調
査
し
た
と
き
も
危
険
な
浮
石
等
は
発

見
で
き
ず
、
(本
件
事
故
に
よ
っ
て
落
下
し
た
岩
石
は

事
故
前
は
地
中
に
埋
ま
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。)

斜
面
崩
壊
を
予
見
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

③
本
件
斜
面
崩
壊
は
、
現
在
の
技
術
水
準
に
よ
る
予
見
を

は
る
か
に
超
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
不
可
抗
力
と
い
う

べ
き
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
権
威
あ
る
専
門
家
に
よ
る

本
件
事
故
調
査
委
員
会
の
報
告
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

[会
社
の
主
張
]

の
本
件
事
故
は
現
在
の
技
術
水
準
で
は
予
見
不
可
能
な
も

の

(第
一
審
判
決
の
認
定
に
よ
る
)
で
あ
る
か
ら
、
会

社
が
予
見
不
可
能
で
あ
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

②
被
控
訴
人
会
社
は
県
の
設
計
、
指
示
に
基
づ
き
作
業
を

進
め
、
県
の
完
工
検
査
を
経
た
も
の
で
あ
る
。

2

裁
判
所
の
判
断

[県
の
責
任
に
つ
い
て
]

の

事
故
の
態
様
に
つ
い
て

各
証
拠
、
証
言
を
総
合
す
る
と
、
本
件
斜
面
は
本
件
工

事
の
結
果
、
斜
面
が
道
路
面
か
ら
八
-
一
0
〆
!
ト
ル
の

高
さ
ま
で
削
り
取
ら
れ
、
本
件
崩
壊
は
、
切
り
取
ら
れ
た

部
分
は
崩
壊
せ
ず
、
自
然
斜
面
の
マ
サ
土
と
花
崗
岩
の
岩

塊
が
当
初
局
部
的
に
崩
壊
し
、
そ
の
後
そ
れ
が
周
辺
の
自

然
斜
面
に
拡
大
し
て
ゆ
き
、
全
体
と
し
て
高
さ
三
〇
メ
ー

ト
ル
、
幅
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
大
規
模
な
土
砂
の

崩
壊
に
至
っ
た
も
の
と
推
認
さ
れ
る
。

②

事
故
の
原
因
に
つ
い
て

証
拠
、
証
言
を
総
合
す
る
と
本
件
事
故
の
原
因
と
し
て

以
下
の
①
-
④
が
考
え
ら
れ
る
。

①

本
件
事
故
現
場
の
斜
面
の
地
質

(
一
審
認
定
と
ほ
ぼ
同
じ
く
)
本
件
事
故
現
場
の

斜
面
は
花
崗
岩
及
び
風
化
し
た
残
積
土
で
あ
る
マ
サ

土
で
構
成
さ
れ
、
花
崗
岩
は
亀
裂
が
多
く
、
そ
れ
が

縦
方
向
と
流
れ
盤
の
方
向
に
顕
著
に
発
達
し
、
マ
サ

土
は
風
化
が
進
ん
だ
状
態
で
花
崗
岩
か
ら
な
る
基
盤

を
覆
う
よ
う
に
し
て
分
布
し
て
い
た
が
、
風
化
の
状

態
は
極
め
て
不
均
一
で
、
マ
サ
土
の
厚
さ
も
場
所
に

よ
り
大
き
く
異
な
り
、
両
者
は
複
雑
な
様
相
を
呈
し

て
存
在
し
て
い
た
。

流
れ
盤
は
受
け
盤

(※
注
)
に
比
べ
て
地
滑
り
や

山
崩
れ
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
。

右
の
よ
う
に
流
れ
盤
の
方
向
に
割
れ
目
の
多
い
花

崗
岩
及
び
そ
の
風
化
の
産
物
で
あ
る
マ
サ
土
が
複
雑

な
様
相
を
呈
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
、
斜
面
が
崩
壊

を
起
こ
し
や
す
い
素
因
の
一
つ
で
あ
る
。

※
注
…
受
け
盤
!
!
･地
層
の
層
理
面
あ
る
い
は
岩
石
の

不
連
続
面
の
傾
斜
が
地
表
斜
面
に
対
し
て
交
差

(逆
傾
斜
)
の
関
係
に
あ
る
地
盤
あ
る
い
は
岩
盤

②

落
石
の
影
響

本
件
崩
壊
は
表
層
に
あ
っ
た
岩
石
が
土
砂
と
一
緒

に
落
下
し
た
山
崩
れ
で
あ
り
、
落
石
も
そ
の
誘
因
と

な
っ
て
い
る
。

(こ
れ
に
対
し
、
深
層
か
ら
の
大
規
模
な
山
崩
れ

は
地
下
水
圧
の
上
昇
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
、
落

石
が
誘
因
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。)

③

本
件
落
石
防
護
工
事
の
影
響

D

本
件
工
事
に
よ
り
斜
面
の
下
部
が
切
り
取
ら
れ

た
が
、
切
り
取
ら
れ
た
部
分
の
土
庄
が
な
く
な
っ

た
た
め
に
、
上
部
の
自
然
斜
面
が
滑
り
落
ち
や
す

く
な
り
、
斜
面
崩
壊
を
助
長
し
た
。

こ
の
点
に
関
し
、
斜
面
の
切
土
に
よ
る
斜
面
長

の
増
大
は
小
さ
く
、
勾
配
は
従
前
よ
り
大
き
く
な
っ

て
い
な
い
の
で
力
学
的
な
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
点
で

は
こ
れ
ら
に
よ
る
影
響
は
小
さ
く
、
斜
面
崩
壊
の

直
接
の
原
因
と
は
な
ら
な
い
意
見
が
あ
る
が
、
採

用
で
き
な
い
。

の

切
土
に
よ
り
樹
木
が
伐
採
さ
れ
た
た
め
、
樹
木

が
持
つ
土
砂
崩
壊
防
止
機
能
及
び
保
水
機
能
が
損

な
わ
れ
た
。

の

花
崗
岩
の
掘
削
の
際
の
振
動
は
斜
面
の
土
圧
を

緩
め
、
斜
面
の
せ
ん
断
抵
抗
力
を
減
少
さ
せ
た
。

④

本
件
事
故
前
の
気
象
条
件

事
故
前
の
降
雨
は
花
崗
岩
中
の
亀
裂
や
マ
サ
土
中

に
浸
透
し
、
亀
裂
中
に
侵
入
し
た
水
は
そ
の
水
圧
に

よ
っ
て
亀
裂
を
押
し
広
げ
る
よ
う
に
作
用
し
、
マ
サ

土
中
に
侵
入
し
た
水
は
マ
サ
土
の
自
重
を
増
大
さ
せ

た
ば
か
り
で
な
く
、
せ
ん
断
抵
抗
力
を
低
減
さ
せ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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ま
た
、
風
は
斜
面
に
生
育
し
て
い
る
樹
木
を
揺
さ

ぶ
り
、
そ
の
樹
木
の
根

(花
崗
岩
中
の
亀
裂
部
や
マ

サ
土
中
に
位
置
し
て
い
る
。
)
を
通
じ
て
、
斜
面
に

外
力
を
与
え
、
降
雨
と
風
に
よ
り
斜
面
の
せ
ん
断
抵

抗
力
の
低
減
と
せ
ん
断
力
の
増
大
を
生
じ
さ
せ
た
。

3

本
件
事
故
の
予
見
可
能
性
及
び
危
険
除
去
の
可
能
性

に
つ
い
て

○

本
件
斜
面
の
危
険
性

本
件
斜
面
は
も
と
も
と
斜
面
崩
壊
を
起
こ
し
や
す
い
危

険
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
う
え
、
斜
面
崩
壊
の
誘
因

と
な
る
落
石
が
発
生
し
て
お
り
、
し
か
も
、
本
件
工
事
に

よ
っ
て
斜
面
下
部
に
切
土
、
掘
削
な
ど
斜
面
崩
壊
の
発
生

を
助
長
す
る
可
能
性
の
あ
る
工
事
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ

る
か
ら
、
右
工
事
以
後
、
本
件
斜
面
は
、
斜
面
崩
壊
を
起

こ
す
蓋
然
性
の
高
い
状
態
に
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
格
別
異
常
視
す
る
ほ
ど
の
も
の
と
認
め

ら
れ
な
い
気
象
状
況
下
で
本
件
崩
壊
が
発
生
し
た
こ
と
か

ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

②

予
見
可
能
性
及
び
危
険
除
去
の
可
能
性

①

県
は
、
防
災
点
検
を
行
い
、
本
件
工
事
を
行
っ
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
際
、
本
件
斜
面
一
帯
に

つ
い
て
、
地
形
、
地
質
、
表
土
の
状
況
や
土
壌
構
成
、

転
石
、
浮
石
の
有
無
等
の
調
査
を
行
っ
て
い
れ
ば
、

前
記
の
よ
う
な
斜
面
崩
壊
の
危
険
性
を
発
見
し
得
た

は
ず
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
調
査
を
行
う
こ
と
は
格

別
困
難
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
o

A
こ
れ
に
対
し
、
地
滑
り
が
長
期
間
発
生
し
な
い
こ

し
た
が
っ
て
、
県
と
し
て
は
本
件
斜
面
の
右
の
よ

と
は
、
当
該
斜
面
が
地
滑
り
し
難
い
斜
面
で
あ
る
,

う
な
斜
面
崩
壊
の
危
険
性
を
容
易
に
知
り
得
た
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
本
件
斜
面
崩
壊
に
つ
い
て
予

見
可
能
性
が
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

一
方
、
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
地
質
、
気
象
条
件
、

工
事
の
影
響
等
を
定
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
極
め

て
困
難
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
斜
面
崩
壊
に
影
響
し

た
項
目
な
ら
び
に
そ
の
定
性
的
な
判
断
は
可
能
で
あ

る
が
、
斜
面
崩
壊
を
定
量
的
に
予
想
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
と
の
見
解
が
あ
る
が
、
一
般
的
に
ど
の

程
度
の
誘
因
が
あ
れ
ば
、
い
つ
、
い
か
な
る
程
度
の

斜
面
崩
壊
が
発
生
す
る
か
を
定
量
的
に
解
析
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が
証
拠
上
認
め
ら
れ
る
か
ら
、

自
然
斜
面
の
崩
壊
に
つ
い
て
、
定
量
的
解
析
を
必
要

と
す
る
な
ら
ば
、
自
然
斜
面
の
崩
壊
に
対
す
る
安
全

管
理
対
策
は
一
切
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
一

般
的
に
定
性
的
要
因
が
一
応
判
明
し
て
い
る
以
上
、

現
場
の
状
況
に
応
じ
た
判
断
を
す
る
べ
き
で
、
危
険

性
が
蓋
然
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
予
見

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

③

山
崩
れ
は
地
滑
り
が
周
期
性
を
有
す
る
の
と
異
な

り
、
周
期
性
が
な
く
、
一
回
起
き
る
と
長
期
間
経
過

し
た
後
に
再
発
す
る
場
合
が
あ
る
か
ら
、
山
崩
れ
が

長
期
間
発
生
し
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し

も
山
崩
れ
の
危
険
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
い
え
ず
、

と
は
、
当
該
斜
面
が
地
滑
り
し
難
い
斜
面
で
あ
る
こ

と
を
示
す
と
い
え
る
。)
し
た
が
っ
て
、
本
件
斜
面

が
長
期
間
崩
壊
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

崩
壊
の
予
見
可
能
性
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
。

④

県
に
お
い
て
危
険
性
を
察
知
し
た
な
ら
ば
、
本
件

工
事
の
ほ
か
に
モ
ル
タ
ル
吹
き
付
け
、
フ
リ
ー
フ
レ
ー

ム
工
法
な
ど
の
斜
面
の
安
定
化
の
工
事
を
行
う
こ
と

に
よ
り
斜
面
崩
壊
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず

で
あ
る
。

4

道
路
管
理
の
瑕
疵

県
は
、
右
の
よ
う
に
本
件
事
故
現
場
付
近
に
お
い
て
、

防
災
点
検
や
落
石
防
護
工
事
を
行
い
な
が
ら
、
斜
面
全
般

に
お
け
る
崩
壊
の
危
険
性
に
つ
い
て
注
意
を
払
わ
ず
、
そ

の
地
質
や
土
壌
構
成
の
調
査
を
行
わ
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、

落
石
防
護
工
事
に
際
し
て
も
斜
面
崩
壊
を
予
想
し
て
そ
れ

を
防
止
し
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
に
耐
え
得
る
よ
う
な
工
事

を
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
道
路
の
管
理
に
瑕

疵
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
国
家
賠
償
法
二
条
一

項
の
損
害
賠
償
責
任
を
免
れ
な
い
。
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5

会
社
の
責
任
に
つ
い
て

会
社
は
、
本
件
工
事
を
請
け
負
っ
た
土
木
工
事
業
者
に

す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
県
か
ら
示
さ
れ
た
図
面
や
仕
様
書



が
適
切
で
あ
る
か
否
か
を
検
討
す
る
義
務
は
な
い
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
会
社
に
つ
い
て
不
法
行
為
責
任
は
成
立

し
な
い
。

6

損
害
額
に
つ
い
て

(省
略
)

V

ま
と
め

本
判
決
は
、
そ
の
判
断
に
当
た
っ
て
、
地
裁
、
高
裁
と

も
ほ
ぼ
同
一
の
証
拠
を
用
い
て
い
る
が
そ
の
評
価
が
全
く

異
な
り
、
地
裁
判
決
と
高
裁
判
決
が
異
な
っ
た
結
論
に
な
っ

て

い
る
。

す
な
わ
ち
、
第

一
審
判
決
に
お
い
て
は
、
｢考
え
ら
れ

る
事
故
原
因
を
列
挙
し
て
も
、
そ
れ
は
事
実
と
し
て
起
こ
っ

た
崩
壊
の
原
因
を
事
後
的
に
推
測
し
た
も
の
に
過
ぎ
｣
ず
、

原
告
側
提
出
の
意
見
書
に
つ
い
て
も

｢崩
壊
の
原
因
に
つ

い
て
、
そ
の
可
能
性
が
大
き
い
と
い
う
に
止
ま
る
｣
も
の

と
し
、
｢本
件
崩
壊
を
事
前
に
予
見
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
っ
た
と
認
定
す
る
に
足
り
る
証
拠
と
し
て
採
用
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
｣
と
し
、
本
件
土
砂
崩
壊
を
定
量
的
に
把

握
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
い
し
不
可
能
で
あ
っ
た
と

し
て
い
る
。
加
え
て
、
小
規
模
な
落
石
が
あ
っ
た
こ
と
等

を
も
っ
て
、
定
性
的
に
せ
ょ
予
見
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ

た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
請
求
を
棄
却
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
控
訴
審
判
決
は
、
防
災
点
検
や
本
件
工

事
を
行
っ
た
際
に
調
査
を
行
っ
て
い
れ
ば
、
危
険
性
を
発

見
し
得
た
は
ず
で
あ
る
と
し
、
｢
一
般
的
に
定
性
的
要
因

が
一
応
判
明
し
て
い
る
以
上
、
現
場
の
状
況
に
応
じ
た
判

断
を
す
る
べ
き
で
、
危
険
性
が
蓋
然
的
に
認
め
ら
れ
る

場
合
で
あ
れ
ば
、
予
見
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。｣
と
し
て
、
道
路
の
管
理
瑕
疵
を
認
め
た
も
の
と

な

っ
て
い
る
。

以
上
が
、
本
件
訴
訟
の
第
一
審
判
決
及
び
控
訴
審
判
決

の
概
要
で
あ
る
が
、
本
件
は
未
だ
最
高
裁
に
係
属
し
て
い

る
案
件
で
も
あ
る
の
で
、
判
決
内
容
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

は
控
え
る
こ
と
と
す
る
。



昨
年
は
、
七
月
に
、
西
淀
川
訴
訟

(二
次
-
四
次
)

一
審
判
決
、
国
道
四
三
号
訴
訟
最
高
裁
判
決
と
道
路

管
理
者
に
と
っ
て
厳
し
い
内
容
の
判
決
が
相
次
い
で

言
い
渡
さ
れ
、
ま
た
、
建
設
省
に
お
い
て
も
、
四
月

に
道
路
環
境
課
が
新
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
九
月
に

は
道
路
審
議
会
に
対
し
て

｢今
後
の
道
路
環
境
政
策

の
あ
り
方
に
つ
い
て
｣
諮
問
さ
れ
る
等
、
道
路
行
政

に
お
い
て
環
境
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た

一

年
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
関
東
地
方
建
設
局
は
、
我
が
国

で
も
最
も
人
口
が
密
集
し
、
ま
た
、
交
通
が
集
中
し

て
い
る
首
都
圏
を
抱
え
て
い
る
た
め
、
否
が
応
で
も
、

道
路
環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。
本
稿
で
は
、
道
路
管

理
事
務
担
当
者
と
し
て
、
関
東
地
方
建
設
局
に
お
け

る
道
路
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
訴
訟
、
調
停
等
を
中

心
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
道
路
環
境
訴
訟
の
現
状
に
つ
い
て

西
淀
川
訴
訟

(二
次
-
四
次
)
一
審
判
決
で
は
、

自
動
車
排
気
ガ
ス
に
よ
る
健
康
被
害

台
気
管
支
ぜ
ん

息
、
慢
性
気
管
支
炎
等
)
に
つ
い
て
、
国
及
び
阪
神

高
速
道
路
公
団
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
が
一
部
認

容
さ
れ
た
が
、
関
東
地
方
建
設
局
の
管
内
に
お
い
て

も
、
同
様
の
請
求
内
容
で
あ
る
川
崎
訴
訟

(
一
次
-

四
次
)
が
係
争
中
で
あ
る
。
ま
た
、
本
年
は
、
東
京

都
内
に
お
け
る
自
動
車
排
気
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染

に
つ
い
て
、
新
た
な
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
動
き
が
あ

る
%

川
崎
訴
訟

(訴
訟
の
概
要
)

①
提

訴
･!
･･･

昭
和
五
七
年
三
月

(
一
次
)
か
ら
昭
和
六
三

年
一
二
月

(四
次
)
ま
で

②
原

告
･･･!
･

川
崎
市
臨
海
部

(川
崎
区
及
び
幸
区
)
に
居

住
し
、
又
は
勤
務
す
る
公
害
健
康
被
害
補
償

法

(以
下

｢公
健
法
｣
と
い
う
。)
に
よ
る

認
定
患
者

(気
管
支
ぜ
ん
息
、
慢
性
気
管
支

炎
等
の
患
者
)

※

一
次
か
ら
四
次
ま
で
合
計
四
四
〇
名

③
被

告
･!
･･･

の
道
路
管
理
者

(国
及
び
首
都
高
速
道
路
公

団
)

回
川
崎
市
臨
海
部
に
工
場
を
設
置
す
る
主
要

企
業

(
一
四
社
)

④
請
求
内
容
･!
!

の
環
境
基
準
値

(昭
和
四
八
年
)
を
超
え
る

大
気
汚
染
物
質

(鳩

賜
及
び
浮
遊
粒
子

状
物
質

(S
P
M
))
の
排
出
差
し
止
め

⑬
損
害
賠
償
の
支
払
い

(公
健
法
に
よ
る
認
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道路環境問題を中心に



定
等
級
に
応
じ
て
、
一
人
あ
た
り
一
、
一

〇
〇
万
円
-
三
、
三
〇
〇
万
円
)

(
一
審
判
決
)

一
次
原
告
を
中
心
と
す
る
一
二
八
名
に
対
し
て
は
、

平
成
六
年
一
月
に
横
浜
地
裁
川
崎
支
部
に
お
い
て
一

審
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
、
道
路
か
ら
排
出
さ
れ
る
賜

と
気
管
支
ぜ
ん
息
等
の
発
症
と
の
間
に
は
因
果
関
係

の
立
証
が
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
、
国
及
び
首
都
高

速
道
路
公
団
は
全
面
的
に
勝
訴
し
た
。
他
方
、
主
と

し
て
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
助
に
つ
い
て
は
、
気
管

支
ぜ
ん
息
等
の
発
症
と
の
間
に
因
果
関
係
が
認
め
ら

れ
る
と
し
て
、
企
業
に
対
し
て
損
害
賠
償
の
支
払
い

が
命
じ
ら
れ
た
。

な
お
、
こ
れ
以
外
の
原
告
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
横
浜
地
裁
川
崎
支
部
に
お
い
て
、
原
告
本
人
尋
問

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

(控
訴
審
の
審
理
状
況
)

一
審
判
決
を
受
け
、
原
告
及
び
被
告
企
業
が
控
訴

し
、
現
在
、
東
京
高
裁
に
お
い
て
控
訴
審
の
審
理
が

行
わ
れ
て
い
る
。

原
告
側
は
、
工
場
を
発
生
源
と
す
る
大
気
汚
染
に

つ
い
て
は
一
審
判
決
に
お
い
て
そ
の
主
張
が
大
筋
で

認
め
ら
れ
た
た
め
、
自
動
車
排
気
ガ
ス
に
よ
る
大
気

汚
染
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
立
証
計
画
を
提
出
し

て
お
り
、
昨
年

三
一月
五
日
に
は
、
嵯
峨
井
勝
氏

(環
境
庁
国
立
環
境
研
究
所
総
合
研
究
官
)
が
原
告

側
証
人
と
し
て
出
廷
し
、
主
と
し
て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
排

気
微
粒
子

(D
E
P
)
と
気
管
支
ぜ
ん
息
の
関
係
に

つ
い
て
立
証
し
て
い
る
o

嵯
峨
丼
証
言
の
概
要

(D
E
P
と
気
管
支
ぜ
ん
息
の
関
係
に
つ
い
て
)

浮
遊
粒
子
状
物
質

(S
P
M
)
に
は
、
粗
大
粒

子
(直
径
ニ
ー
一
〇
ミ
ク
ロ
ン
)と
微
小
粒
子

(直

径
二
ミ
ク
ロ
ン
以
下
)
が
あ
り
、
粗
大
粒
子
は
土

壌
由
来
物
質
を
中
心
と
し
、
微
小
粒
子
は
デ
ィ
ー

ゼ
ル
排
気
微
粒
子

(D
E
P
)
を
中
心
と
す
る
。

国
立
環
境
研
究
所
が
行
っ
た
実
験
に
よ
り
、
D

E
P
を
マ
ウ
ス
の
気
管
に
直
接
注
入
す
る
と
、
気

管
支
ぜ
ん
息
の
基
本
的
病
態
で
あ
る
血
管
透
過
性

の
亢
進
、
気
管
支
粘
膜
下
の
炎
症
等
の
四
つ
の
症

状
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
S
P
M
と
気
管
支
ぜ
ん
息
と
の
相
関

関
係
が
疫
学
的
に
証
明
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
都

心
部
で
は
微
小
粒
子

(主
成
分
…
D
E
P
)
が
、

郊
外
で
は
粗
大
粒
子
(主
成
分
…
土
壌
由
来
物
質
)

が
多
く
、
S
P
M
の
濃
度
と
し
て
は
、
都
心
部
も

郊
外
も
大
差
な
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。

D
E
P
の
み
を
取
り
出
し
て
、
気
管
支
ぜ
ん
息

と
の
相
関
関
係
を
調
べ
れ
ば
、
有
意
な
結
果
が
得

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

従
来
の
大
気
汚
染
に
関
す
る
道
路
環
境
訴
訟
に
お

い
て
は
、
主
と
し
て
賜
の
有
害
性
に
焦
点
が
当
て
ら

れ
て
い
た
が
、
今
回
、
原
告
側
は
、
S
P
M
の
う
ち

の
D
E
P
に
的
を
絞
り
、
D
E
P
と
気
管
支
ぜ
ん
息

と
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、

国
の
機
関
で
あ
る
国
立
環
境
研
究
所
に
所
属
す
る
嵯

峨
井
氏
を
証
人
と
し
て
尋
問
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
年
三
月
五
日
に
は
、
嵯
峨
井
氏
に
対
す

る
被
告
側
か
ら
の
反
対
尋
問
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

道行セ 96.1 69

2

東
京
訴
訟

(仮
称
)

(概
要
)

東
京
都
内
の
気
管
支
ぜ
ん
息
等
の
患
者
や
そ
の
遺

族
等
が
中
心
と
な
り
、
昨
年
一
二
月
九
日
に
東
京
訴

訟

(仮
称
)
の
原
告
団
結
成
総
会
を
開
催
し
た
。
原

告
団
結
成
総
会
に
は
、
支
援
者
を
含
む
約
一
四
〇
人

(う
ち
、
原
告
予
定
者
は
八
五
人
。)が
参
加
し
、
本

年
春
に
一
次
訴
訟
を
提
起
す
る
予
定
を
報
じ
ら
れ
て

い
る

(全
て
新
聞
報
道
に
よ
る
。
)
。

①
提

訴
･!
･!

本
年
春

(
一
次
)
以
降
順
次

②
原

告
･･!
!

東
京
都
内
に
居
住
し
、
又
は
勤
務
す
る
気
管

支
ぜ
ん
息
等
の
患
者

※
公
健
法
に
よ
る
認
定
を
受
け
て
い
な
い
患

者

(以
下

｢未
認
定
患
者
｣
と
い
う
。)を

含
む
。



※

一
次
原
告
八
五
名
(?
)。
数
年
間
で
一
、

問
題
と
し
、
工
場
排
煙
を
排
出
す
る
企
業
を
被

○
○
○
名
規
模
の
原
告
団
を
目
標
。

告
と
し
な
い
こ
と

道路管理事務担当者便り

③
被

告
･･'!

の
道
路
管
理
者

(国
、
東
京
都
及
び
首
都
高

速
道
路
公
団
)

回
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
を
生
産
す
る
自
動
車
メ
ー

カ
ー

(数
社
)

④
請
求
内
容
!
!
･

の
環
境
基
準
値
を
超
え
る
大
気
汚
染
物
質

(鰻
及
び
S
P
M
)
の
排
出
差
し
止
め

回
損
害
賠
償
の
支
払
い

(公
健
法
に
よ
る
認

定
患
者
…
認
定
等
級
に
応
じ
て
、
一
人
あ

た
り
一
、
六
五
〇
万
円
-
三
、
三
〇
〇
万

円
。
未
認
定
患
者
…
病
状
に
応
じ
て
一
人

あ
た
り
二
、
二
〇
〇
万
円
-
五
、
五
〇
〇

万
円
。)

(特
徴
)

現
在
係
争
中
の
大
気
汚
染
に
関
す
る
道
路
環
境
訴

訟

(西
淀
川
訴
訟
、
尼
崎
訴
訟
、
名
古
屋
南
部
訴
訟

及
び
川
崎
訴
訟
の
四
件
)
に
関
し
て
、
原
告
の
請
求

内
容
は
、
基
本
的
に
は
ー
で
述
べ
た
川
崎
訴
訟
と
同

様
で
あ
る
が
、
東
京
訴
訟

(仮
称
)
が
新
聞
報
道
ど

お
り
提
訴
さ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
訴
訟
と
比

較
し
て
次
の
よ
う
な
点
で
異
な
っ
た
(前
例
の
な
い
)

訴
訟
と
な
る
o

①

自
動
車
排
気
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
の
み
を

告
と
し
な
い
こ
と

②

公
健
法
に
よ
る
未
認
定
患
者
が
原
告
と
な
る

　
　
　　　　　

③

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
を
生
産
す
る
自
動
車
メ
ー

カ
ー
を
被
告
と
す
る
こ
と

④

地
方
公
共
団
体

(東
京
都
)
を
被
告
と
す
る

　　
　　　　　

一
一
国
達
二
四
六
号
(上
馬
地
区
)
責
任

裁
定
申
請
事
件
に
つ
い
て

国
道
四
三
号
訴
訟
最
高
裁
判
決
で
は
、
道
路
交
通

騒
音
を
中
心
と
す
る
生
活
妨
害
に
つ
い
て
、
国
及
び

阪
神
高
速
道
路
公
団
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
が
一

部
認
容
さ
れ
た
。

同
地
区
に
お
い
て
は
、
訴
訟
と
並
行
し
て
、
公
害

紛
争
処
理
法
に
よ
る
調
停
の
申
請
が
な
さ
れ
、
現
在
、

兵
庫
県
公
害
審
査
会
に
お
い
て
調
停
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
関
東
地
方
建
設
局
の
管
内
に
お
い
て
も
、

国
道
二
四
六
号
の
上
馬
地
区
に
お
け
る
道
路
交
通
騒

音
等
に
よ
る
生
活
妨
害
に
つ
い
て
、
公
害
紛
争
処
理

法
に
よ
る
責
任
裁
定
の
申
請
が
な
さ
れ
、
平
成
元
年

三
月
に
公
害
等
調
整
委
員
会

(中
央
委
員
会
)
の
職

権
に
よ
る
調
停
が
成
立
し
て
い
る
。

(事
件
の
概
要
)

①
申
請
日
!
!
･

昭
和
六
二
年
五
月

(
一
次
)
及
び
昭
和
六
三

年
二
月

(二
次
)

②
申
請
人
･･!
!

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
交
差
点
付
近
に
居
住

す
る
者

※

一
次
一
〇
〇
名
、
二
次
三
一
名
。
合
計
一

三
一
名
。

③
被
申
請
人
･･!
!

国

(国
道
二
四
六
号
)、東
京
都

(環
状
七
号

線
)
及
び
首
都
高
速
道
路
公
団

(首
都
高
速

三
号
線
)

④
裁
定
を
求
め
た
事
項
!
･･!

損
害
賠
償
の
支
払
い

の
一
人
五
〇
万
円

(過
去
三
年
分
)
及
び
遅

滞
損
害
金

⑬
被
害
が
解
消
さ
れ
る
ま
で
一
人
一
日
五
〇

〇
円

(将
来
分
)

(調
停
の
内
容
…
平
成
元
年
三
月
)

の

共
通
事
項

①

維
持
修
繕

(路
面
の
ひ
び
割
れ
、
轍
掘
れ

等
)、清
掃
そ
の
他
適
切
な
道
路
管
理
の
実
施

(被
申
請
人
)

②

損
害
賠
償
請
求
の
放
棄

(申
請
人
)
及
び

調
停
等
に
要
し
た
費
用
の
各
自
負
担



②

個
別
事
項

①

国
道
二
四
六
号

(被
申
請
人
国
)

防
音
壁
の
設
置
等
に
関
す
る
調
査
研
究
の

推
進
、
植
樹
帯
の
適
切
な
整
備
、
沿
道
整
備

道
路
の
指
定
に
つ
い
て
の
東
京
都
へ
要
請
、

環
状
道
路
等
の
整
備

②

環
状
七
号
線

(被
申
請
人
東
京
都
)

騒
音
を
低
減
さ
せ
る
舗
装
の
試
験
的
実
施
、

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
補
修
及
び
街
路
樹
の
取
替

え
、
住
宅
騒
音
工
事
助
成
制
度
の
周
知
徹
底

及
び
適
切
な
実
施

等

②

首
都
高
速
三
号
線

(被
申
請
人
首
都
高
速

道
路
公
団
)

防
音
壁
の
設
置
、
速
度
違
反
自
動
監
視
取

締
装
置
の
設
置
に
つ
い
て
の
関
係
機
関
と
調

整
、
防
音
工
事
助
成
制
度
の
周
知
徹
底
及
び

適
切
な
実
施

三

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律

(以
下
｢沿
道
法
｣
と
い
う
。)

の
運
用
状
況
に
つ
い
て

関
東
地
方
建
設
局
に
お
い
て
は
、
道
路
環
境
対
策

と
し
て
、
環
状
道
路
の
整
備
に
よ
る
交
通
流
対
策
に

努
め
る
と
と
も
に
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
『
外
か

ん
｣)
に
お
け
る
道
路
環
境
施
設
帯

(幅
員
…
原
則
と

し
て
上
下
線
各
二
0
m
)
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る

道
路
構
造
対
策
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
と
併
せ
て
、
東
京
都
足
立
区
内
の

国
道
四
号

(日
光
街
道
)
に
お
い
て
、
沿
道
法
に
基

づ
く
沿
道
整
備
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

(国
道
四
号
)

①
沿
道
整
備
道
路
の
指
定
･･ー
･

昭
和
五
九
年
八
月

(足
立
区
梅
田
-
西
保
木

間
…
五
･
一
如
)

②
沿
道
整
備
計
画
の
策
定
!
!

昭
和
六
二
年
一
月

(足
立
区
梅
田
…
保
木
間

“
三
･
七
蝿
)

平
成
元
年
三
月

(足
立
区
保
木
間
j
西
保
木

間
"
一
･
四
蝿
)

③
沿
道
整
備
事
業
の
実
績
!
!
･

の
防
音
工
事
助
成
…
三
八
六
件

(対
象
建
築

物
二

･
四
如
)

回
緩
衝
建
築
物
建
築
費
助
成
…
四
件

現
在
は
、
上
記
の
運
用
実
績
を
踏
ま
え
、
騒
音
に

関
す
る
環
境
基
準
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、

住
居
系
の
建
築
物
の
防
音
構
造
化
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
道
路
に
面
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
緩
衝
建
築

物
へ
の
誘
導
を
一
層
進
め
る
た
め
、
新
た
な
沿
道
整

備
計
画
の
策
定

(現
行
計
画
の
変
更
)
に
向
け
て
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

(参
考
)

足
立
区
西
保
木
間
の
騒
音
値

(平
成
五
年
度
…
L

即
値
)

昼
間
…
“
娚

(鋳
踞
)

夜
間
"
“
椰

(卸
踞
)

カ
ッ
コ
内
は
環
境
基
準
値

※
東
京
都
環
境
保
全
局
資
料
に
よ
る
。

(国
道
二
五
四
号
)

現
在
、
国
道
二
五
四
号

(川
越
街
道
)
の
板
橋
区

中
丸
町
か
ら
同
区
桜
川
ま
で
の
約
四
･
一
如
に
つ
い

て
、
板
橋
区
に
お
け
る
不
燃
化
促
進
事
業
と
併
せ
て

沿
道
整
備
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
沿
道
整
備
道
路

の
指
定
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

(参
考
)

板
橋
区
大
山
町
の
騒
音
値

(平
成
五
年
度
…
L
50

値
)
昼
間
…
沼
部

(稀
娚
)

夜
間
…
“
塒

(印
踞
)

カ
ッ
コ
内
は
環
境
基
準
値



は
じ
め
に

青
森
県
は
本
州
の
北
端
に
位
置
し
、

面
積
は
九
、
六
〇
六
孃
で
、
全
国
八

位
の
広
さ
を
も
ち
、
東
は
太
平
洋
、

西
は
日
本
海
、
北
は
津
軽
海
峡
と
三

方
を
海
に
囲
ま
れ
、
南
側
は
岩
手
、

秋
田
両
県
に
接
し
て
い
る
。

内
陸
部
を
奥
羽
山
脈
が
南
北
に
縦

齦

断
し
て
い
る
た
め
･
東
側
は
南
部
地

告

方
･
西
側
は
津
軽
地
方
･
北
側
は
下

鰍
橡
翻
名 称 ラ イ ン 橡

群
名 称 ラ イ ン

① むつはまなすライン ⑬ 津軽岩木スカイライン

② う み ね こ ラ イ ン ⑭ あ す な ろ ラ イ ン

③ か も し か ラ イ ン ⑮ ア ッ プ ル ロ ー ド

④ 十和田湖おいらせライン ⑯ 八甲田-十和日ゴールドライン

⑥ 津軽 よ さ れライ ン ⑰ 竜 泊 ラ イ ン

⑥ ンイー-フン
ベア一ガ賀猿 ⑱ 道陰松のふらみ

⑦ ン′イ-フ湯でい田和計 ⑲ ンイー-フ神白H
⑧ ル-フ滕

⑳ 路道料有の▲ちみ

⑨ ンイー
｣フみな半小や ⑪ 鷲料有効魁⑲ ンイー｣フ
山中
･
軽津 ⑫ 路道料有港空森青

⑪ ンイー-フろ
なずあ軽津 ⑳ 鷲料繍隊鹸⑫ ンイーノフ峡海

北
地
方
の
三
地
方
に
大
き
く
分
け
ら

やすらぎの豊かさ ･創造 ee

持

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
気
候
や
風
土
は
異
な

表

青森県土木部道路維持課

輝く“あおもり"の道
- 愛称ロード-

る
が
、
四
季
の
変
化
に
富
ん
だ
風
光

,

道

明
婿
な
県
で
あ
る
。

太
平
洋

ミ

n
ノ

一

日

三

　
　

　

　　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

表 1 青森県管理道路現況 (H7.4,1) 現
在
二
四
三
路
線
三
、
四
一
九
･
四

m
回

8

6

0

4

道 路 種 別 路線数 実延長(km)

国 道 12 1
,
039
.
8

主要地方道 “

嫉一 般 県 道 184 鰺合 243

纖

道行セ 96.1

愛称名位置図
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虹
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在

｢
ニ
ュ
ー

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
祖
あ
お
も
り
の
創
造
｣

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

①
人
を
大
切
に
す
る
青
森
県

②
地
域
を
大
切
に
す
る
青
森
県

③
文
化
を
大
切
に
す
る
青
森
県

を
基
本
理
念
に
、｢や
す
ら
ぎ
･
豊

か
さ
･
創
造
･
輝
く

"
あ
お
も
り
“

の
道
｣
を
目
標
に
道
路
整
備
を
進
め

て
い
る
。

道
路
整
備
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

歴
史
的
、
観
光
的
に
特
に
重
要
な
道

路
に
つ
い
て
は
愛
称
名
を
つ
け
て
い

る
が
、
こ
の
愛
称
名
に
つ
い
て
は
親

し
み
や
す
く
か
つ
わ
か
り
や
す
い
も

の
を
公
募
等
で
選
ん
だ
結
果
、
現
在
、

愛
称
名
の
あ
る
道
路
は
全
部
で
二
三

路
線

(表
2
･
図
1
)
と
な

っ
て
い

る
%今

回
は
、
こ
の
中
か
ら
代
表
的
な

愛
称
名
に
つ
い
て
、
紹
介
し
た
い
。

一
奄
つ
は
ま
な
す
ラ
イ
ン
、

恐
山
街
道

青
森
市
を
出
て
、
国
道
四
号
を
一

路
東
へ
向
か
う
と
、
お
よ
そ
一
時
間

で
、
下
北
半
島
の
つ
け
根
に
あ
た
る

野
辺
地
町
に
到
着
す
る
。
こ
の
町
は

古
く
か
ら
天
然
の
良
港
と
し
て
栄
え
、

日
本
最
古
の
灯
台
と
い
わ
れ
る
常
夜

灯
が
あ
り
、
｢む
つ
は
ま
な
す
ラ
イ
ン
｣

の
出
発
地
で
あ
る
。

｢む
つ
は
ま
な
す
ラ
イ
ン
｣
は
、
国

道
二
七
九
号
(函
館
市
-
野
辺
地
町
)

の
う
ち
、
本
州
側
の
大
間
町
-
野
辺

地
町
間
の
愛
称
で
あ
り
、
こ
の
路
線

を
観
光
客
や
利
用
者
に
親
し
ん
で
も

ら
う
た
め
昭
和
四
二
年
に
命
名
さ
れ

た
。古

来
、
東
北
地
方
は
都
か
ら
遠
く

離
れ
て
い
た
の
で

｢道
興
国

(み
ち

の
お
く
の
く
に
)｣
と
呼
ば
れ
て
い
た

も
の
を
七
〇
一
年
に
制
定
さ
れ
た
大

宝
律
令
に
よ
っ
て

｢陸
奥
国
｣
と
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の

｢陸
奥
国
｣
で
も
、
本
州
の

最
北
に
位
置
す
る
青
森
県
下
北
半
島

は
、
明
治
三
七
年
に
津
軽
海
峡
防
禦

司
令
部
、
明
治
三
八
年
に
は
大
湊
要

港
部
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
半

島
全
体
が
軍
事
上
の
秘
密
と
し
て
厚

い
ベ
ー
ル
に
閉
ざ
さ
れ
た
ま
ま
で
終

戦
を
迎
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

る
の
エ
サ
に
欠
か
せ
な
い
川
蜷

(か

そ
の
陸
の
孤
島
と
い
わ
れ
る
下
北

わ
に
な
)
の
育
成
に
も
力
を
い
れ
、

半
島
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
三

大
自
然
を
大
切
に
し
た
意
気
込
み
が

○
年
代
後
半
か
ら
四
〇
年
代
前
半
に

伝
わ

っ
て
く
る
。

か
け
て
、
原
子
力
船

｢む
つ
｣
の
母

こ
の
町
を
経
過
し
て
三
〇
分
ほ
ど

港
問
題
で
マ
ス
コ
ミ
に
登
場
し
て
か

で
、
む
つ
･
下
北
地
方
の
中
心
都
市

ら
で
あ
る
。

で
あ
る
む
つ
市
に
到
着
す
る
。

さ
て
、
そ
の
下
北
半
島
の
む
つ
湾

む
つ
市
は
、
下
北
半
島
を
一
周
す

沿
い
に
走
る

｢む
つ
は
な
ま
す
ラ
イ

る
国
道
二
七
九
号

(む
つ
は
ま
な
す

ン
｣
を
一
路
北
上
す
る
と
、
ま
も
な

ラ
イ
ン
)
と
三
三
八
号
が
市
内
で
交

く
左
手
に
は
、
天
然
の
湖
沼
と
み
ま

差
し
て
お
り
、
そ
の
交
差
点
か
ら
少

が
ぅ
程
穏
や
か
な
む
つ
湾
が
一
望
で

し
北
上
し
右
に
曲
が
る
と
、
通
称
、

き
る
の
で
あ
る
。

尻
屋
街
道
と
言
わ
れ
て
い
る
主
要
地

こ
こ
で
は
、
本
県
初
の
栽
培
漁
業

方
道
む
つ
尻
屋
崎
線
が
東
へ
向
っ
て

と
し
て
ホ
タ
テ
貝
の
育
成
が
行
わ
れ
、

走

っ
て
い
る
。

今
で
は
約
一
五
〇
億
円
の
漁
獲
高
を

そ
の
街
道
沿
い
の
む
つ
市
の
は
ず

誇
る
産
業
に
発
展
し
て
い
る
。

れ
に
斗
南
ヶ
丘
と
呼
ば
れ
る
地
域
が

さ
ら
に
北
上
す
る
と
、
五
月
半
ば

あ
る
。
こ
こ
は
、
明
治
維
新
の
際
に

に
は
、
黄
金
の
ジ
ュ
ウ
タ
ン
の
中
を

官
軍
と
の
戦
い
に
敗
れ
た
た
め
朝
敵

運
転
し
て
い
る
錯
覚
に
陥
る
の
が
菜

と
な
っ
た
会
津
藩
が
、
旧
領
二
三
万

の
花
作
付
け
日
本
一
と
自
負
す
る
横

石
を
没
収
さ
れ
、
明
治
二
年
に
新
封

浜
町
で
あ
る
。
こ
の
町
は
ま
た
、
北

土
三
万
石
の
斗
南
藩
と
し
て
、
田
名

眼
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
保
護
活
動
に

部

(現
在
の
む
つ
市
)
へ
移
さ
れ
た

取
組
み
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
子
供
会
が

も
の
で
、
夏
が
短
く
冬
が
長
い
寒
冷

主
唱
し
て

｢ょ
こ
は
ま
ホ
タ
ル
村
｣

不
毛
の
地
の
た
め
、
そ
の
苦
労
は
筆

を
開
村
し
た
。
こ
の
村
で
は
、
ほ
た

舌
に
記
し
難
い
も
の
が
あ
っ
た
と
記
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斗南藩士 上陸の図

録
に
残
さ
れ
て
い
る

(写
真
1
)。

そ
の
斗
南
藩
に
思
い
を
寄
せ
な
が

ら
東
へ
向
か
う
と
、
明
治
九
年
に
建

て
ら
れ
、
光
度
二
〇
〇
万
カ
ン
デ
ラ

と
日
本
最
大
を
誇
る
白
亜
の
灯
台
が

あ
り
、
昭
和
四
五
年
、
当
時
の
尻
屋

小
中
学
校
長
の
岩
佐
勉
氏
が
｢東
雲

(し
の
の
め
)
に
勇
み
い
な
な
く
寒

立
馬

(か
ん
だ
ち
め
)
筑
紫
ヶ
原
の

嵐
も
の
の
か
｣
と
詠
ん
だ
野
放
馬
で

あ
る
寒
立
馬
が
、
厳
冬
期
も
力
強
く

生
き
て
い
る
尻
屋
岬
が
あ
る

(写
真

2
)
0ま

た

｢む
つ
は
ま
な
す
ラ
イ
ン
｣

か
ら
左
へ
曲
が
る
と
、
恐
山
街
道
と

い
わ
れ
る
主
要
地
方
道
む
つ
恐
山
公

園
大
畑
線
が
あ
り
、
高
野
山

(和
歌

写真 2 尻屋岬と寒立馬

山
県
)、比
叡
山

(滋
賀
県
)
と
並
び

日
本
三
大
霊
場
の
一
つ
に
か
ぞ
え
ら

れ
る
南
部
霊
場

"恐
山
“
に
到
達
す

る
%

恐
山
は
、
三
一○
○
年
前
に
湖
党

大
師
が
開
山
し
た
と
い
わ
れ
、
下
北

地
方
で
は
“死
ね
ば
恐
山
(お
や
ま
)

へ
行
く
"
と
言
い
伝
え
ら
れ
、
長
い

間
地
域
の
信
仰
を
集
め
て
お
り
、
今

で
も
恐
山
大
祭

(七
月
二
〇
日
-
七

月
二
四
日
)
や
恐
山
秋
詣
り

(
一
〇

月
九
日
-
一
〇
月
一
一
日
)
に
は
、

県
内
は
も
と
よ
り
岩
手
県
方
面
か
ら

イ
タ
コ
が
集
ま
り
、
今
は
亡
き
死
者

の
霊
を
呼
び
戻
す

｢ロ
寄
せ
｣
が
行

わ
れ
て
い
る

(写
真
3
)
。

そ
の
む
つ
市
を
後
に
、
｢
む
つ
は
ま

入
る
と
、｢
こ
こ
本
州
最
北
端
の
地
｣

(北
緯
四
一
度
二
三
分
東
経
一
四
〇

度
五
四
分
)
の
大
き
な
碑
が
建
て
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
町
は
、
昔
豪
快
な
マ
グ
ロ
の

一
本
釣
り
と
ウ
ニ
、
こ
ん
ぶ
な
ど
の

根
付
き
漁
業
で
栄
え
た
が
、
乱
獲
や

自
然
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
近
年
は

不
振
を
か
こ
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で

町
政
衰
退
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
昭
和

五
一
年
か
ら
地
元
商
工
会
等
が
原
発

誘
致
の
動
き
を
見
せ
、
電
源
開
発
が

A
T
R

(新
型
転
換
炉
)
型
原
発
実

証
炉
一
基

(出
力
六
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
)
の
立
地
を
決
定
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

｢
む
つ
は
ま
な
す
ラ
イ
ン
｣
は
、
下

北
半
島
を
縦
貫
す
る
産
業
の
大
動
脈

と
し
て
、
ま
た
地
域
住
民
の
生
活
路

線
と
し
て
、
今
後
そ
の
必
要
性
が
高

ま

っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

一
一
八
甲
田
･
十
和
田
ゴ
ー

ル
ド
ラ
イ
ン

北
海
道
か
ら
津
軽
海
峡
を
わ
た
っ

て
本
州
に
入
る
人
々
の
玄
関
ロ
と
な
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写真 3 南部霊場 恐山

な
す
ラ
イ
ン
｣
を
北
上
し
た
と
こ
ろ

に
あ
る
大
畑
町
に
は
、
戦
争
当
時
、

大
畑
か
ら
大
間
町
ま
で
鉄
道
を
敷
設

し
よ
う
と
し
て
、
多
く
の
犠
牲
者
を

出
し
な
が
ら
完
成
を
見
る
こ
と
の
な

あ

っ
た
大
間
鉄
道
跡
が
あ
り
、
こ
れ

と
津
軽
海
峡
に
挟
ま
れ
な
が
ら
西
へ

向
か
う
と
、
井
上
靖
の
小
説
｢海
峡
｣

に
も
登
場
す
る
下
風
呂

(し
も
ふ
る
)

温
泉
郷
に
至
る
。

風
間
浦

(か
ざ
ま
う
ら
)
村
下
風

呂
に
滞
在
し
た
井
上
靖
が
、
小
説

｢海
峡
｣
執
筆
の
た
め
に
宿
泊
し
た

温
泉
宿
や
、
本
人
の
直
筆
の
文
学
碑

が
あ
る

“
い
さ
り
び
公
園
“
を
後
に

し
、
｢
む
つ
は
ま
な
す
ラ
イ
ン
｣
の

終
点
と
な
る
本
州
最
北
の
大
間
町
に

シリーズ / あの道 この道



写真 4 勇壮なねぶた祭り

る
青
森
市
か
ら
、
八
甲
田
連
峰
を
経

て
十
和
田
湖
に
い
た
る
延
長
七
四
如

の

｢八
甲
田

･
十
和
田
ゴ
ー
ル
ド
ラ

イ
ン
｣
(国
道
一
〇
三
号
)
は
、
四
季

を
通
じ
て
美
し
い
自
然
景
観
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
道
路
で
あ
る
。

よ
み
が
え
る
縄
文
の
都

｢三
内
丸

山
遺
跡
｣
か
ら
南
へ
約
九
如
進
む
と
、

長
い
冬
に
蓄
積
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、

短
い
夏
に
一
気
に
爆
発
さ
せ
る

｢青

森
ね
ぶ
た
｣
を
、
十
数
台
展
示

(四

月
上
旬
i
一
一
月
下
旬
)
し
て
い
る

｢ね
ぶ
た
の
里
｣
が
あ
り
、
ね
ぶ
た

ば
や
し
を
か
な
で
、
ね
ぶ
た
の
真
髄

を
堪
能
さ
せ
て
く
れ
る

(写
真
4
)
。

　　　　　　　＼ん 軍 隊 治 ｢ね
ぶ
た
の
里
｣
か
ら
さ
ら
に
南

へ
進
む
と
、
芝
生
の
な
だ
ら
か
な
ス

ロ
ー
プ
が
広
が
る
。

十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
の
北
の

入
り
ロ
で
あ
る
、｢萱
野
高
原
｣
で
、

こ
こ
で
振
る
舞
わ
れ
る
長
生
き
の
お

茶
は
｢か
や
の
三
杯
茶
｣
と
言
わ
れ
、

｢三
杯
飲
む
と
死
ぬ
ま
で
生
き
る
｣

と
人
気
が
あ
る
。

｢萱
野
高
原
｣
か
ら
、
約
四
額
南

に
青
森
田
代
十
和
田
線
が
あ
り
そ
の

交
差
点
か
ら
は
、
銅
像
が
見
ら
れ
る
。

明
治
三
五
年
一
月
、
青
森
歩
兵
第

五
連
隊
二
一
〇
名
が
、
八
甲
田
山
雪

中
行
軍
で
遭
難
し
た
悲
劇
の
地
に
、

写真 5 春を掘り起こす春季除雪

　　

　

　　

皺
ゞ

' で
も

"ゞ

◇
‘

　

　

漱
ぎ

k

メ

襲

捜
索
隊
の
目
印
に
な
る
よ
う
な
吹
雪

の
中
で
立
ち
続
け
て
い
た
後
藤
伍
長

を
モ
デ
ル
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

再
び
、
南
に
進
む
と
、
昭
和
二
九

年
国
民
温
泉
第
一
号
の
指
定
を
受
け
、

八
〇
坪
の
総
ヒ
バ
造
り
の
千
人
風
呂

(混
浴
)
の
あ
る

｢酸
ヶ
湯
温
泉
｣

が
あ
り
、
夏
は
登
山
、
冬
は
湯
治
、

ス
キ
ー
客
の
拠
点
と
な

っ
て
い
る
。

｢酸
ヶ
湯
温
泉
｣
を
出
発
し
標
高

一
、
0
四
0
m
の

｢傘
松
峠
｣
を
す

ぎ
る
と
、
樹
齢
数
百
年
と
言
わ
れ
る

ブ
ナ
の
原
生
林
に
囲
ま
れ
た

｢蔦
温

泉
｣
が
あ
る
。

こ
の
温
泉
は
、
十
和
田
湖
を
広
く

　　
　

　

　

　

　

　
　

　
　

　

議さ

人
々
に
紹
介
し
た
紀
行
作
家
･
大
町

桂
月
が
晩
年
庵
を
結
ん
だ
緑
の
地
で

も
あ
り
、
そ
の
あ
く
ま
で
も
澄
ん
だ

お
湯
は
日
ご
ろ
の
っ
か
れ
を
忘
れ
さ

せ
て
く
れ
る
。

｢酸
ヶ
湯
温
泉
｣
か
ら
谷
地
温
泉

ま
で
の
約
八
如
は
、
昭
和
三
二
年
ご

ろ
ま
で
は
、
自
然
副
雪
と
、
一
日
一

〇
〇
人
程
度
の
人
力
に
よ
っ
て
除
雪

が
進
め
ら
れ
、
六
月
上
旬
ご
ろ
や
っ

と
開
通
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
著
し

い
除
雪
機
械
性
能
の
向
上
と
関
係
者

の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
現
在
で

は
四
月
早
々
に
見
事
な
雪
の
回
廊
を

み
せ
て
く
れ
る
。

写真 6 雪の回廊と春スキー
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そ
れ
で
も
積
雪
深
四
i
五
m
、
と

き
に
は

一
0
m
も
の
雪
の
下
か
ら
春

を
掘
り
起
こ
す
作
業
は
、
な
お
大
変

な
も
の
で
あ
る

(写
真
5
･
6
)
。

焼
山
か
ら
十
和
田
湖
子
ノ
ロ
ま
で

の
一
四
蝿
に
は
、
十
和
田
湖
唯
一
の

渓
流
、
｢奥
入
瀬
渓
流
｣
が
あ
る
。

こ
の
渓
流
に
は
、
千
変
万
化
の
滝

が
あ
り
、
ブ
ナ
や
カ
エ
デ
な
ど
の
落

葉
樹
が
多
く
、
秋
の
紅
葉
期
に
は
こ

れ
ら
が
鮮
や
か
な
赤
や
黄
色
に
染
ま

り
、
水
の
流
れ
と
あ
い
ま
っ
て
私
た

ち
に
見
事
な
渓
流
美
を
見
せ
て
く
れ

　　
　
｢奥
入
瀬
渓
流
｣
の
中
の
豪
壮
な

写真 7 十和田湖

銚
子
大
滝
を
す
ぎ
る
と
、
青
森
･
秋

田
両
県
の
県
境
に
位
置
し
、
十
和
田

八
幡
平
国
立
公
園
内
に
あ
る
典
型
的

な
二
重
式
カ
ル
デ
ラ
湖
の

｢十
和
田

湖
｣
が
見
え
て
来
る

(写
真
7
)。

湖
岸
を
囲
む
山
々
は
、
カ
ツ
ラ
･

カ
エ
デ

･
ブ
ナ

･
マ
ツ
な
ど
が
混
生

す
る
原
生
林
と
な
っ
て
お
り
、
新
緑
、

紅
葉
の
季
節
の
み
な
ら
ず
一
年
を
通

じ
て
美
し
い
所
で
あ
る
。

｢智
恵
子
抄
｣
で
知
ら
れ
る
高
村

光
太
郎
が
作
っ
た
、
十
和
田
湖
の
象

徴
的
存
在
で
あ
る
｢乙
女
の
像
｣
が
、

十
和
田
湖
湖
畔
の
休
屋
を
訪
れ
る

人
々
を
や
さ
し
く
迎
え
、
こ
の
ラ
イ

ン
探
訪
の
終
わ
り
を
つ
げ
る
。

三

白
神
ラ
イ
ン

国
道
七
号
浪
岡
町
か
ら
分
岐
し
た

国
道
一
〇
一
号
は
、
五
所
川
原
市
･

森
田
村
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
日
本

海
沿
い
に
南
下
し
、
西
南
端
岩
崎
村

を
経
て
、
終
点
地
秋
田
市
へ
と
向

か

っ
て

い
る
。

岩
崎
村
周
辺
か
ら
望
む
日
本
海
は
、

沈
み
は
じ
め
た
大
き
な
太
陽
と
茜
色

ふきミニきざふむさきざき~
に
染
め
ら
れ
た
雲
や
、
海
原
の
様
子

が
刻
一
刻
と
変
化
し
、
や
が
て
見
る

人
を
静
寂

(し
じ
ま
)
へ
と
い
ざ
な

い
、
彼
岸
の
境
地
を
得
た
気
分
に
す

る
こ
と
で
あ
ろ
う

(図
2
)
。

こ
の
岩
崎
村
か
ら
国
道
一
〇
一
号

と
分
岐
し
、
内
地
の
弘
前
市
へ
向
か

う
道
路
が

｢白
神
ラ
イ
ン
｣
と
言
わ

れ
て
い
る
県
道
で
あ
る
。

こ
の
ラ
イ
ン
の
命
名
は
、
白
神
山 写真 8 海より望む白神の峰

地
の
世
界
遺
産
指
定
を
目
前
に
し
た

平
成
五
年
四
月
、
同
山
地
に
最
も
近

接
し
た
路
線
で
あ
り
、
こ
の
愛
称
が

山
地
を
表
現
す
る
に
最
も
ふ
さ
わ
し

い
こ
と
や
呼
び
や
す
さ
な
ど
か
ら
決

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
正
式
な
名

称
は
、
主
要
地
方
道
岩
崎
西
目
屋
弘

前
線
で
、
延
長
九
二
･
三
虹
あ
り
、

国
道
一
〇
二
号
、
三
九
四
号
、
四
五

四
号
な
ど
と
連
絡
す
る
県
土
横
断
道

76 道行セ 96,1
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路
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
白
神
ラ
イ

ン
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
ょ
う
o

道
路
南
側
に
ほ
ぼ
平
行
し
て
み
え

る
白
神
山
地
と
は
、
青
森
県
と
秋
田

県
に
ま
た
が
る
一
三
万
m
に
及
ぶ
山

地
を
指
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
原

生
的
な
ブ
ナ
天
然
林
が
世
界
最
大
級

の
規
模
で
分
布
し
て
い
る
区
域
一
万

六
、
九
七
一
如
に
は
、
天
然
記
念
物

で
あ
る
ク
マ
ゲ
ラ
や
イ
ヌ
ワ
シ
な
ど
、

学
術
的
に
も
貴
重
な
動
植
物
が
生
息

し
、
地
球
的
に
み
て
も
極
め
て
価
値

の
高
い
自
然
生
態
系
が
保
た
れ
て
い

る
と
し
て
、
平
成
五
年
一
二
月
に
開

催
さ
れ
た
世
界
遺
産
委
員
会
の
総
会

で
、
世
界
遺
産
登
録
が
決
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

登
録
さ
れ
た
面
積
の
約
七
五
%
が

本
県
部
分
で
あ
り
、
登
録
後
は
各
種

団
体
、
愛
好
家
か
ら
な
る
調
査
、
踏

査
が
多
く
な

っ
て
い
る

(写
真
8
･

9
･
氾
)
。

ま
た
、
こ
の
白
神
山
地
の
山
す
そ

に
は
十
二
湖
公
園
が
あ
る
が
、
そ
の

景
観
は
ま
こ
と
に
神
秘
的
で
一
見
の

道イテセ 96.1 77
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価
値
が
あ
る
の
で
、
時
間
に
余
裕
が

あ
れ
ば
是
非
立
寄
っ
て
み
た
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

こ
こ
は
、
ブ
ナ
林
の
中
に
三
三
の

湖
沼
群
が
点
在
し
て
お
り
、
総
称
し

て
十
二
湖
の
名
が
付
け
ら
れ
た
も
の

で
、
代
表
的
な

｢青
池
｣
は
、
青
イ

ン
ク
を
流
し
込
ん
だ
よ
う
な
美
し
さ

で
、
太
陽
の
光
と
見
る
角
度
に
よ
り
、

千
変
万
化
す
る
幻
想
の
世
界
へ
導
い

て
く
れ
る
。
ま
た
、
付
近
に
は
、
断

崖
が
周
辺
の
緑
に
映
え
て
美
し
い
日

本
キ
ャ
ニ
オ
ン
が
あ
り
、
訪
れ
る
人

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

(写
真

=

･
12
)
。

さ
て
、
ア
ク
セ
ル
を
徐
々
に
踏
み
、

山
肌
を
縫
う
よ
う
に
登
っ
て
最
初
に

辿
り
着
い
た
の
が

｢
一
ッ
森
峠
展
望

所
｣
で
あ
る
。
澄
ん
だ
空
気
の
中
で

正
面
に
そ
び
え
る
向
白
神
岳

(標
高

一
、
二
四
三
m
)、そ
の
斜
め
後
方
に

は
白
神
岳

(標
高
一
、
一
ニ
ニ
五
m
)

が
ど
っ
し
り
と
構
え
て
い
る
。
こ
こ

で
は
人
間
の
姿
が
小
さ
い
虫
の
よ
う

に
思
え
る
か
ら
不
思
議
で
あ
る
。

再
び
車
に
乗
り
、
上
り
下
り
を
繰

り
返
し
天
狗
峠
展
望
所
を
後
に
赤
石

橋
に
至
る
。
こ
こ
を
流
れ
る
赤
石
川

は

｢赤
石
渓
流
･
晴
門
の
滝
県
立
自

然
公
園
｣
の
中
に
あ
り
、
ブ
ナ
原
生

林
か
ら
湧
き
出
た
清
流
が
尽
き
る
こ

と
な
く
溢
れ
、
｢く
る
く
ま
の
滝
｣
を

経
て
下
流
の
鯵
ヶ
沢
町
に
恵
み
を
与

え
て
い
る
ほ
か
、
県
内
で
は
唯

一
、

金
色
に
輝
く
ア
ユ
が
生
育
し
て
い
る

こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。

車
は
や
が
て
西
津
軽
郡
と
中
津
軽

郡
の
境
界
に
あ
る
津
軽
展
望
所
を
す

ぎ
、
西
目
屋
村
に
入
る
。

こ
こ
に
は
｢ブ
ナ
の
里

白
神
館
｣

が
開
館
さ
れ
、
土
･
日
曜
日
に
は
子

供
や
そ
の
親
達
で
あ
ふ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
｢人
間
と
自
然
の
共
生
型
文
化
｣

を
テ
ー
マ
に
、
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
、

県
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
設

(平

成
九
年
完
成
予
定
)
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
白
神
山
地
へ
の
表
玄
関
に
ふ

さ
わ
し
い
装

い
が
整
い
つ
つ
あ
る

(写
真
博
)。

写真13 プナの里 白神館

こ
の
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
か
ら
は
、

あ
ん
も
ん

も
う
一
つ
の
名
所

｢暗
門
の
滝
｣
へ

の
道
が
あ
る
。
徒
歩
約

一
時
間
の

コ
ー
ス
で
、
第
三
の
滝

(高
さ
二
六

m
)
･
第
二
の
滝

全局
さ
三
七
m
)
･

第
一
の
滝

(高
さ
四
二
m
)
に
わ
か

れ
、
各
々
老
樹
が
生
い
茂
り
、
神
秘

的
な
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
し
て
い
る

(写
真
国
)。

起
点
か
ら
こ
こ
ま
で
は
、
ブ
ナ
原

生
林
に
覆
わ
れ
、
早
春
の
萌
木
色
、

新
緑
、
真
緑
は
勿
論
、
紅
黄
葉
時
、

新
雪
を
い
た
だ
い
た
景
色
な
ど
、
幾

度
体
験
し
て
も
い
つ
も
筆
舌
に
尽
く

し
が
た
い
感
動
を
覚
え
る
。
皆
さ
ん

も
一
度
体
験
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す

L刀
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写真15 岩木山

い
よ
い
よ
最
終
地
点
の
弘
前
市
へ

と
向
か
う
。

途
中
、
左
後
方
に
は
本
県
最
高
峰

の
山
、
別
名

｢津
軽
富
士
｣
と
も
呼

ば
れ
、
信
仰
対
象
と
し
て
崇
め
ら
れ

て
い
る
岩
木
山

(標
高
一
、
六
二
五

m
)
が
そ
の
容
姿
を
み
せ
る

(写
真

誌
)
。や

が
て
こ
の
山
が
、
家
並
み
に
閉

ざ
さ
れ
見
え
か
く
れ
す
る
と
、
そ
こ

は
弘
前
市
で
あ
る
。

弘
前
市
は
、
津
軽
藩
十
万
石
の
城

下
町
と
し
て
栄
え
た
町
で
あ
る
。
弘

前

(鷹
揚
)
城
の
城
郭
を
は
じ
め
神

社
、
仏
閣
、
武
家
屋
敷
、
商
家
な
ど

が
保
存
さ
れ
、
歴
史
的
造
詣
が
深
い

町
で
も
あ
る

(写
真
部
)。

現
在
の
人
ロ
は
約
一
八
万
人
で
、

青
森
市

(約
三
〇
万
人
)、
八
戸
市

(約
二
五
万
人
)
に
次
ぐ
も
の
で
あ

り
、
市
民
が
日
本
一
と
自
負
す
る
弘

前
桜
ま
つ
り
や
ね
ぶ
た
祭
り
な
ど
が
、

有
名
で
あ
る
o

ま
た
国
立
弘
前
大
学
を
は
じ
め
、

多
く
の
大
学
、
短
大
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
学
生
の
街
と
も
な
っ
て
お
り
、

｢古
風
さ
と
新
し
さ
｣
が
程
よ
く
融

合
し
た
落
着
い
た
街
と
な
っ
て
い
る
o

ご
案
内
し
て
き
た
白
神
ラ
イ
ン
は
、

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平
成
六
年
、
青
森
市
で
縄
文
時
代

最
大
規
模
と
言
わ
れ
る
三
内
丸
山
遺

跡
が
発
掘
さ
れ
、
そ
の
保
存
と
活
用

に
む
け
て
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
北
の
ロ
マ
ン

を
味
わ
い
な
が
ら
、
紹
介
し
た
路
線

を
た
ど
っ
て
み
て
く
だ
さ
れ
ば
幸
い

で
す
。
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太
古
か
ら
育
ま
れ
た
大
自
然
の
造
形

を
保
つ
、
自
然
味
の
あ
ふ
れ
た
地
域

と
近
代
的
な
都
市
と
を
結
ぶ
ラ
イ
ン

で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
古
い
も
の

を
大
事
に
し
な
が
ら
新
た
な
発
見
と

展
開
を
図
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
、

相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
感
じ
つ
つ

こ
の
ラ
イ
ン
を
後
に
し
た
。

お
わ
り
に

愛
称
名
を
持
つ
代
表
的
な
三
路
線

に
つ
い
て
、
そ
の
沿
線
の
様
子
を
ご

紹
介
し
ま
し
た
が
、
如
何
で
し
た
か
。

そ
れ
ぞ
れ
が
趣
が
あ
り
個
性
的
で
、

一
度
は
訪
れ
て
み
た
い
と
思
わ
れ
た

写真16 弘前城



11
･
れ

“
月
･日

世
界
の

動

き

○
フ
ラ
ン
ス
国
防
省
が
南
太
平
洋
･
ム
ル
ロ
ア
環
礁
で
、
地
下
核

実
験
を
行
っ
た
と
発
表
。
九
月
の
実
験
再
開
以
来
四
回
目
。

○
韓
国
の
ソ
ウ
ル
地
検
特
別
捜
査
本
部
は
一
九
七
九
年
三
一月
の

粛
軍
ク
ー
デ
タ
ー
に
関
し
て
、
全
斗
燠
元
大
統
領

(六
四
)
を
軍

刑
法
の
反
乱
首
謀
の
疑
い
な
ど
で
逮
捕
し
た
。

○
国
連
が
総
会
で
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
が
続
け
て
い
る
核
実
験
を

即
時
停
止
を
求
め
る
た
め
に
日
本
や
南
太
平
洋
諸
国
な
ど
が
提
案

し
た
核
実
験
停
止
決
議
を
賛
成
八
五
、
反
対
一
八
、
棄
権
四
三
で

採
択
し
た
。
賛
成
票
は
、
三

月
中
旬
の
総
会
第
一
委
員
会
の
裁

決
に
比
べ
て
一
〇
カ
国
減
っ
た
。

○
ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
は
公
定
歩
合
を
○
･
五
%
引
き
下
げ
、
年
三
･

○
%
と
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
一
五
臼
か
ら
実
施
し
た
。
今
年
三

回
目
の
利
下
げ
で
、
減
速
し
て
い
る
国
内
景
気
に
歯
止
め
を
か
け

る
の
が
狙
い
。

○
ボ
ス
ニ
ア
･
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
紛
争
を
終
結
さ
せ
る
和
平
協
定

調
印
式
が
、
パ
リ
の
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
府
で
行
わ
れ
た
。
モ
ス
レ

ム
、
セ
ル
ビ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
民
族
の
各
代
表
者
が
参
加
、
協
定

文
書
に
調
印
し
た
。
ボ
ス
ニ
ア
に
は
北
大
西
洋
条
約
機
構

(N
A

T
O
)
主
導
の
和
平
実
施
部
隊
が
展
開
す
る
。

事

項

“

纖
月
･日

国
内
の
動

き

○
東
京
地
検
特
捜
部
が
元
労
相
で
代
議
士
の
山
ロ
敏
夫
容
疑
者

(五
五
)
=
無
所
属
、
旧
埼
玉
二
区
=
を
背
任
の
共
犯
容
疑
で
逮
捕

し
た
。

○
宗
教
法
人
改
正
案
が
参
院
本
会
議
で
、
自
民
、
社
会
、
共
産
各

党
な
で
の
賛
成
多
数
で
可
決
、
成
立
し
た
。
一
年
以
内
に
施
行
さ

れ
る
。

○
動
力
炉
･
核
燃
料
開
発
事
業
団

(動
燃
)
の
高
速
増
殖
炉

｢も

ん
じ
ゅ
｣
(出
力
二
八
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
)
で
、
火
災
報
知
機
が
作

動
、
煙
が
出
て
い
た
た
め
、
運
転
を
取
り
や
め
た
。
二
次
冷
却
系

配
管
か
ら
冷
却
材
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
漏
れ
、
空
気
中
の
酸
素
や
水

蒸
気
と
反
応
し
、
煙
が
出
た
と
み
ら
れ
原
因
を
調
べ
て
い
る
。

○
政
府
が
オ
ウ
ム
真
理
教
に
対
し
、
破
壊
活
動
防
止
法
に
基
づ
く

団
体
規
制

(解
散
の
指
定
)
を
適
用
す
る
方
針
を
決
め
た
。

○
宮
崎
勇
経
済
企
画
庁
長
官
が
一
九
九
六
年
度
の
政
府
経
済
見
通

し
案
を
村
山
富
市
首
相
に
説
明
、
了
承
を
得
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

国
内
総
生
産
(G
D
P
)
の
実
質
成
長
率
は
二
･
五
%
と
な
っ
た
。

○
政
府
が
水
俣
病
の
未
認
定
患
者
救
済
問
題
に
つ
い
て
、
最
終
解

決
策
を
決
定
、
首
相
談
話
で
陳
謝
し
た
。

○
東
京
高
裁
が
東
京
地
裁
の
解
散
命
令
を
不
服
と
し
た
オ
ウ
ム
真

理
教
団
側
の
即
時
抗
告
を
棄
却
す
る
決
定
を
し
た
。

○
政
府
は
臨
時
閣
議
で
九
六
年
度
予
算
の
大
蔵
原
案
を
了
承
し
た
。

一
般
会
計
の
総
額
は
七
五
兆
『

0
四
九
億
円
で
、
前
年
度
比
五
･

八
%
増
。
住
宅
金
融
専
門
会
社
処
理
に
公
的
資
金
を
導
入
す
る
こ

と
に
な
り
、
六
、
八
五
〇
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。

事

項

11
･
第“卸

12
･
12

月
･日

道

路

行

政

の
動

き

○
阪
神
･
淡
路
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
阪
神
高
速
三
号
神
戸
線

の
京
橋
-
摩
耶
間

(三
･
二
如
)
が
当
初
の
予
定
よ
り
早
く
復
旧

す
る
見
通
し
と
な
っ
た

(阪
神
高
速
道
路
公
団
発
表
)。来
年
三
月

頃
完
了
予
定
で
あ
っ
た
復
旧
工
事
が
約
一
箇
月
半
ほ
ど
短
縮
さ
れ
、

二
月
中
旬
頃
に
は
交
通
開
放
で
き
る
見
込
み
。

○
全
国
道
路
利
用
者
会
議
な
ど
道
路
関
係
四
団
体
が
道
路
整
備
促

進
全
国
総
決
起
大
会
を
開
催
し
た
。

○
上
信
越
自
動
車
道
須
坂
長
野
I
C
i
中
野
I
C
(
一
一
･
五
如
)

が
開
通
し
た
。

○
建
設
相
の
諮
問
機
関
で
あ
る
道
路
審
議
会

(会
長
･
高
橋
国
一

郎
氏
)
が
、
｢今
後
の
高
速
自
動
車
国
道
の
在
り
方
｣
に
つ
い
て
ま

と
め
た
中
間
答
申
を
森
建
設
相
に
提
出
し
た
。

○
第
四
回
道
路
審
議
会
環
境
部
会
が
開
催
さ
れ
た
。

事

項
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謹
賀
新
年
。
初
詣
風
景
の
中
で
、
現
代
風
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
に

"
お
み
く
じ
“
が
あ
る
。
以
前
は

一

年
の
無
事
を
願
っ
て
、
社
務
所
の
お
札
売
場
に
行
列

し
た
も
の
だ
。
今
は
お
み
く
じ
売
場
に
長
い
列
が
で

き
る
。
な
ぜ
こ
う
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
古
札
が
出

る
ま
で
何
回
と
な
く
“く
じ
"
を
引
こ
う
と
す
る
か

ら
で
あ
る
。
お
み
く
じ
は
一
発
勝
負
だ
か
ら

一
度
引

い
た
ら
、
ま
た
列
の
後
に
並
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

行
列
が
長
く
な
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
し
か
も
悪
い

"
く
じ
“
に
当
た
る
と
、
境
内
の
木
の
枝
に
そ
れ
を

結
ん
で
し
ま
う
。
寺
社
側
で
も
こ
れ
は
困
る
と
、
木

柵
を
立
て
、
荒
縄
を
横
に
張
っ
て
そ
れ
に
札
を
結
ば

せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

以
前
は
、
お
み
く
じ
売
場
は
人
目
に
つ
か
な
い
隅

の
方
に
あ
っ
て
、
そ
こ
だ
け
何
か
陰
気
な
空
気
が
漂

よ
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
密
か
に
霊
意
を
問
う
の

だ
か
ら
、
陰
気
に
な
る
の
も
無
理
も
な
い
。
そ
し
て

古
札
が
出
れ
ば
そ
っ
と
喜
び
、
凶
と
出
れ
ば
出
た
で

そ
れ
を
克
服
す
る
努
力
が
、
先
々
の
吉
を
約
束
す
る

と
自
分
に
言
い
き
か
せ
た
も
の
で
あ
る
。
吉
に
し
ろ

凶
に
し
ろ
注
意
と
努
力
の
信
号
を
、
人
の
心
の
中
に

灯
す
の
が
"
お
み
く
じ
“
で
あ
る
。
だ
か
ら
悪
い
札

を
引
い
た
か
ら
と
言
っ
て
、
木
の
枝
に
結
ん
で
し
ま

う
な
ん
て
い
う
の
は
、
杼
情
的
な
小
説
や
映
画
の
一

場
面
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
物
語
に
緑
の

薄
い
今
の
若
い
人
で
も
凶
と
出
た
札
に
は
、
何
か
気

味
の
悪
い
も
の
に
触
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
人
類
の
脳
に
は
霊
的
な
も
の
を
受

け
入
れ
る
遺
伝
子
が
、
太
古
の
苦
か
ら
秘
か
に
息
き

づ
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
凶
を
凶
と
し
て
素
直
に
受

け
入
れ
る
の
が
い
や
な
ら
、
結
び
札
な
ど
し
な
い
で

始
め
か
ら

“
お
み
く
じ
"
を
引
か
な
け
れ
ば
よ
い
の

で
あ
る
。

お
み
く
じ
札
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
啓
示
は
、
寺

社
そ
れ
人
＼
に
秘
伝
が
あ
る
。
判
じ
絵
も
あ
れ
ば
漢

詩
も
あ
り
、
祭
神
が
お
作
り
に
な
っ
た
和
歌
も
あ
る
。

そ
の
意
味
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
う
に
は
時
間
が
か
･

る
。
そ
れ
を
凶
と
か
大
凶
の
一
字
か
二
字
を
見
て
結

び
札
に
し
て
し
ま
う
の
は
、
結
果
だ
け
を
大
事
に
す

る
現
代
風
な
行
動
で
あ
る
。
物
を
粗
末
に
す
る
風
潮

が
、
精
神
面
に
ま
で
及
ん
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
み
く
じ
は
一
発
勝
負
と
書
い
た
が
、
人
生
す
べ
て

一
発
勝
負
で
あ
る
。
裁
判
だ
っ
て
結
審
し
た
の
と
同

じ
内
容
を
、
再
び
裁
判
で
争
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

歴
史
で
も
!
!
も
し
も
あ
の
と
き
あ
＼
す
れ
ば
!
!

と
言
っ
て
も
後
の
祭
り
で
あ
る
。
同
じ
シ
ナ
リ
オ
の

映
画
を
、
同
じ
監
督
が
も
う
一
度
取
り
直
し
た
の
を

見
た
こ
と
が
あ
る
。
が
、
始
め
に
作

っ
た
方
が
迫
力

が
あ
っ
た
。
前
作
よ
り
良
い
も
の
に
し
た
い
と
い
う

欲
が
出
た
の
だ
ろ
う
。
山
水
もう

か

易
六
四
卦
の
一
つ
に
離
間
蒙
の
卦
が
あ
る
。
そ
こ

に
占
い
は
一
発
勝
負
で
あ
る
理
由
が
、
次
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
る
。初
笙
告
。再
三
涜
。涜
則
斉
告
。
(し

ょ
ぜ
い
は
つ
ぐ
。
さ
い
さ
ん
す
れ
ば
け
が
る
。
け
が

る
れ
ば
、
す
な
わ
ち
つ
げ
ず
。)
簡
単
に
言
う
と
｢
一

番
始
め
に
引
き
当
て
た
の
が
霊
意
で
、あ
と
は
何
回

や
っ
て
も
だ
め
だ
よ
。｣
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
な

けが

ぜ
、
だ
め
か
と
言
う
と
涜
る
か
ら
だ
と
い
う
。
涜
る

と
は
｢心
安
過
ぎ
、
無
礼
の
出
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、

又
は
い
ら
ぬ
事
を
幾
度
も
し
な
ほ
し
、
け
が
す
こ
と
｣

で
あ
る
。
涜
は
"人
々
が
生
活
し
て
行
く
為
に
ど
う

し
て
も
出
る
汚
い
も
の
を
流
す
溝
“
が
字
源
で
あ
る
。

人
々
が
汚
い
も
の
と
意
識
し
て
い
て
も
、
生
き
て
行

く
為
に
は
ど
う
し
て
も
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

よ
ご
れ
や
欲
の
こ
と
で
あ
る
。始
め
は
無
心
で
引
く

“
お
み
く
じ
“
も
、
二
度
目
に
は
吉
を
得
た
い
と
い
う

けがれ

お

欲
の
汚
れ
が
つ
く
。そ
れ
が
涜
だ
と
い
う
。神
前
で
御

ほら祓
い
を
し
て
も
ら
う
の
は
、
日
常
の
心
の
汚
れ
を
払

い
落
と
し
神
の
前
に
無
心
で
祈
る
た
め
で
あ
る
。ど

ん
な
宗
教
に
も
神
の
前
に
立
つ
と
き
、
こ
の
儀
式
が

あ
る
。
お
み
く
じ
を
引
く
と
き
は
、
一
瞬
で
も
よ
い
か

ら
無
心
に
な
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

(既
済
)
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